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州IlI〃〃

雷等の寳蚤

…
？

桐
箱
入
・
長
谷
川
義
起
先
生
箱
書

第
四
回
作
品
日
展
評
議
員
昌
謬
″
例
感
承
躯
雌
瞳

金
原
出
版
創
業
百
年
記
念
事
業

り
ふ
令
参
催

ブ
ロ
ン
ズ
立
像

頒
価
三
○
○
、 4

ｌ
ｌ
ｉ

（
高
さ
弱
塑

○
○
○
円

医
聖
杉
田
玄
白
の
こ
と
は
古
く
か

ら
聞
い
て
い
た
が
、
こ
の
た
び
は
か
ら

ず
も
、
そ
の
彫
刻
像
の
制
作
を
金
原
出

版
株
式
会
社
よ
り
依
頼
さ
れ
た
。
資
料

の
収
集
に
着
手
し
て
み
る
と
、
あ
の
よ

う
に
高
名
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意
外
に

文
献
が
少
く
て
困
っ
た
。

苦
心
し
て
文
献
を
探
し
集
め
、
構
想
を

練
る
こ
と
半
歳
、
そ
の
偉
大
な
業
績
を

想
い
、
医
聖
の
風
格
を
具
現
し
よ
う
と

心
血
を
注
い
だ
。
仕
上
げ
の
段
階
に
な

っ
て
、
依
祁
荷
側
の
批
判
を
受
け
て
一

応
そ
の
合
意
を
僻
た
。
し
か
も
、
そ
の

批
判
の
言
葉
の
中
に
、
私
の
心
に
響
い

て
く
る
も
の
が
あ
っ
た
。
偉
大
な
玄
白

と
似
る
と
い
う
二
つ
の
構
成
上
の

要
素
を
、
造
形
芸
術
と
し
て
、
調
和
の

世
界
を
彫
り
上
げ
よ
う
、
昇
華
さ
せ
よ

う
と
繰
返
し
追
求
し
て
、
出
来
上
が
っ

た
の
か
こ
の
像
で
あ
る
。

頒
布
元

●
制
作
者
の
言
葉

杉
田
玄
白
先
生
像
に
つ
い
て

彫
刻
家
長
谷
川
義
起
識
す

金
原
出
版
株
式
会
社

医
学
文
化
保
存
事
業
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
“
皿
七
一
六
一
（
代
表
）



原
著

｜
、
は
じ
め
に

ヘ
フ
ム
ダ

（
１
）

奈
良
時
代
の
一
般
人
の
死
亡
記
録
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
戸
籍
と
、
天
平
十
一
年
備
中
国
大
税
負
死
亡
人
帳
が
あ
る
。
こ
れ
に
は

備
中
国
九
郡
の
死
亡
者
一
二
七
に
つ
い
て
、
郷
別
死
亡
数
、
免
稲
総
数
、
個
別
死
亡
者
名
、
死
亡
年
月
日
、
免
稲
数
が
列
記
さ
れ
て
あ
る
。
こ

の
年
は
地
方
官
の
定
数
を
整
理
し
、
農
民
の
負
担
軽
減
を
計
り
、
か
つ
稲
の
成
熟
期
の
７
月
に
も
天
候
は
平
隠
で
あ
っ
た
の
で
、
豊
作
を
願
っ

て
七
日
七
夜
を
天
下
諸
寺
に
命
じ
て
転
読
さ
せ
て
い
る
。
従
っ
て
飢
蛙
や
疫
病
の
流
行
は
な
く
、
農
民
の
健
康
を
脅
か
す
要
因
は
み
あ
た
ら
な

（
２
）

い
。
記
載
の
残
っ
て
い
る
四
三
名
に
つ
い
て
死
亡
月
を
調
べ
て
み
る
と
、
三
月
八
、
四
月
一
、
五
月
一
五
、
六
月
四
、
七
月
四
、

八
月
三
、
九
月
四
、
一
○
月
二
、
二
月
二
、
一
二
月
○
、
一
月
○
、
二
月
○
と
な
っ
て
お
り
三
月
と
五
月
が
こ
と
に
多

く
、
ま
た
没
年
の
記
載
は
な
い
が
、
戸
主
の
死
亡
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
一
般
人
に
対
し
て
は
医
師
に
よ
る
医
療
が
施
さ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で

（
３
）

あ
り
、
樋
口
の
の
べ
た
よ
う
に
、
僧
侶
の
活
躍
に
俟
つ
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
医
師
に
よ
る
医
療
も
全
く
無
か
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
疫
病
流
行
時
や
国
司
の
巡
行
に
際
し
て
巡
回
診
療
も
あ
っ
た
が
そ
の
機
会
は
極
め
て
少
い
。
中
央
に
は
悲
田
院
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
官
立

（
４
）
（
５
）
（
６
）

の
療
養
施
設
や
針
師
、
按
摩
師
に
よ
る
治
療
行
為
や
こ
れ
ら
を
取
締
る
医
疾
令
も
定
め
ら
れ
て
い
た
も
の
の
そ
の
活
動
は
中
央
に
厚
く
、
地
方

で
こ
れ
ら
の
恩
恵
に
浴
す
る
機
会
は
ま
こ
と
に
少
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
地
方
官
の
出
挙
や
税
収
納
事
務
、
民
情
視
察
の
巡
行
に
、
医
師
が

出
挙
稲
か
ら
眺
め
た
奈
良
時
代
農
民
の
死
亡

認
竈
鱸
瞬
蝉
獄
一
禮
鯛
和
四
十
上
年
ハ
月
二
十
廻
日
受
付

日
野
英
子
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二
、
農
民
死
亡
の
様
相

（
ｍ
）

山
上
憶
良
の
貧
窮
問
答
歌
に
も
詠
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
般
農
民
の
生
活
は
不
衛
生
な
土
間
住
い
の
住
居
、
低
栄
養
の
食
物
、
大
勢
の
家

族
の
同
居
に
加
え
て
〃
刑
杖
取
る
里
長
が
声
″
と
表
現
さ
れ
て
い
る
厳
し
い
税
の
取
立
て
に
貧
困
が
著
し
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
生
活
の
中
で

は
感
染
に
対
す
る
個
々
の
抵
抗
力
は
弱
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
一
方
無
教
育
の
た
め
の
無
知
も
流
行
に
拍
車
を
か
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

記
紀
そ
の
他
の
古
記
録
に
は
貴
人
の
死
亡
に
つ
い
て
や
や
明
ら
か
な
記
載
が
み
え
る
が
、
｜
般
人
の
死
亡
に
対
し
て
は
、
先
に
の
べ
た
備
中

国
大
税
負
死
亡
人
帳
の
他
に
は
現
存
す
る
当
時
の
戸
籍
に
記
さ
れ
た
記
事
以
外
に
手
掛
り
と
な
る
も
の
は
殆
ど
な
い
。

（
、
）
（
図
１
）

た
だ
、
正
倉
院
文
書
の
諸
国
正
税
帳
に
記
さ
れ
た
税
稲
の
記
事
の
中
に
死
亡
者
の
数
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
大
化
改
新
に
よ
っ
て
公
民
と

な
っ
た
一
般
農
民
に
は
口
分
田
が
支
給
さ
れ
た
が
、
そ
の
収
穫
か
ら
令
に
従
っ
て
一
定
の
税
と
し
て
の
公
出
挙
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
正
税
帳
は
、
諸
国
の
地
方
官
の
長
が
前
年
の
田
柤
の
出
納
を
記
帳
し
て
中
央
の
太
政
官
に
送
達
し
、
主
税
寮
の
検
閲
を
受
け
た
公
文
書
で

あ
る
。
国
司
は
毎
年
春
季
に
国
内
の
課
丁
の
資
力
や
営
用
数
に
応
じ
て
本
稲
を
給
し
、
秋
の
収
獲
か
ら
そ
の
本
利
を
徴
収
し
て
公
的
支
出
の
財

源
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
利
は
国
ご
と
に
定
額
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
幾
内
は
遠
国
の
五
○
％
に
止
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
出
挙
稲
の
高
は
、

（
理
）

主
税
式
出
挙
稲
列
記
や
三
代
格
出
挙
事
の
中
に
あ
る
よ
う
に
諸
国
の
課
税
人
口
ｌ
課
口
ｌ
を
基
礎
と
し
て
算
出
さ
れ
、
大
化
二
年
の
制
度
で
は

（
昭
）

田
一
段
に
つ
き
二
束
二
把
、
町
の
租
稲
二
十
二
束
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
沢
田
は
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
弘
仁
、
延
喜
の
出
挙
稲
数
か
ら
ほ
ぼ
全

（
Ｍ
）

国
的
な
人
口
を
算
出
し
た
。
も
ち
ろ
ん
延
喜
は
大
化
改
新
よ
り
二
○
○
年
を
隔
て
た
後
代
で
あ
り
、
必
ら
ず
し
も
税
制
が
令
の
ま
ま
に
実
施
さ

一
’
五
名
随
行
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
医
師
の
業
務
は
あ
く
ま
で
も
巡
回
診
療
で
あ
る
し
、
す
べ
て
の
巡
行
の
編
成
に
加
わ
る
も
の
で
も
な

（
７
）
（
８
）

く
、
医
師
を
含
ま
ぬ
巡
行
も
少
く
な
い
。
こ
こ
に
樋
口
の
述
べ
た
よ
う
な
僧
侶
に
よ
る
医
療
が
一
般
民
衆
の
中
に
ひ
ろ
が
る
余
地
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
か
ら
一
度
は
げ
し
い
流
行
病
に
み
ま
わ
れ
れ
ば
、
病
毒
の
伝
播
は
非
常
に
広
い
範
囲
に
お
よ
び
、
そ
の
致
命

（
９
）

率
は
高
い
も
の
と
な
る
。
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第 1 図

れ
た
と
は
期
待
し
が
た
い
。
ま
た
辺
境
の
経
営
が
さ
か
ん
に
企
画
さ
れ
、
中
央

（
お
）

の
政
策
と
し
て
人
口
移
動
が
奨
励
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
こ
と
も
実
情
と
の
差
を

大
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
沢
田
は
出

挙
稲
数
か
ら
全
国
郷
別
人
口
の
概
数
を
、
隠
岐
、
大
隅
、
薩
麻
な
ど
の
辺
地
で

は
八
○
○
未
満
、
越
前
、
越
中
、
伊
賀
、
備
前
な
ど
の
大
国
で
は
一
九
○
○
以

上
等
そ
の
他
殆
ど
の
地
方
の
郷
別
人
口
を
算
出
し
全
国
人
ｎ
を
ほ
ぼ
五
○
○
’

六
○
○
万
と
し
た
。
正
倉
院
文
書
に
残
っ
て
い
る
多
く
の
正
税
帳
に
は
、
そ
の

地
方
の
出
挙
稲
数
が
全
郡
の
合
計
と
郡
別
と
に
わ
け
て
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
そ
の
年
度
の
出
挙
に
係
わ
っ
た
農
民
数
の
概
数
を
算
出
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
も
ち
ろ
ん
初
め
は
す
べ
て
の
農
民
に
出
挙
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
中
農

（
鴫
）

以
下
の
も
の
に
優
先
し
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
、
利
を
公
用

財
源
と
す
る
目
的
で
七
道
の
諸
幽
に
対
し
て
四
万
’
二
○
万
束
の
拠
出
を
命
じ

（
Ⅳ
）

た
こ
と
で
わ
か
る
よ
う
に
、
農
民
の
す
べ
て
に
係
る
こ
と
と
な
っ
た
。
従
っ
て

天
平
初
期
の
出
挙
稲
か
ら
は
そ
の
地
方
の
農
民
数
の
概
略
を
求
め
る
こ
と
が
出

来
る
。
養
老
六
年
の
制
度
で
は
毎
年
人
別
一
○
束
の
本
稲
に
対
し
て
利
を
三
束

と
定
め
、
年
内
に
完
納
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
出
挙
人
口
を
求

め
る
と
、
出
挙
官
稲
一
、
○
○
○
束
あ
た
り
課
口
二
七
・
○
七
人
と
な
る
。
こ

の
こ
と
は
既
に
沢
田
に
よ
っ
て
、
兵
士
と
し
て
徴
発
さ
れ
た
数
と
課
口
に
対
す

る
割
合
、
陸
奥
国
兵
士
数
、
お
よ
び
弘
仁
主
税
式
か
ら
の
算
出
で
詳
細
に
述
べ
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表1 ． 出挙稲よりみた死亡（天平元～天平11） 1000対

’ 国 ｜
越前 ’

| 出挙稲 |算出人口｜ 死亡数 |妬亡割合|国別割合
27,662束 4,113人 103 1 25.04
13,534 2,005 38 18.95
13,280 1,975 69 34.94

31,670 4,707 15 1 3.19

66，370 9，415 46 4，89 ， 12．20

16,180 1 2,406 1 103 42.81
1,320 1 196 1 20 102.04 42.81
1，140 326 8 24．54

2,657 801 11 13．72

1，424 420

,,53, '5‘ ､：｜瀞 』鼠2ョ
@,6“ ｜ ”2 1 ‘｜‘0計 ‘0ヨ
1,294 191 1 3 1 15.71

7，360 1，093 4 3.66

12,10』 」,797 7 390 1 454
272 40 L 4 100.00

610 91 10 149.18

742 111 5 45.05

478 71 3 42．25

2,112 313 22 , 70.29 1 70.29

32，040 4，758 36 7．57

225,704 33，516 253 7．55 7．55

26,66& $,96'| '$ | ｣a43 1 "&4:
15,77胤 ｜ ’,342 1 ‘； ｜ 」92]｜Ⅱ92』
'0,10' | ｣,500 1 ｣' | z3$ | z3$

6，212 922 56 60．74 『

4,536 674 73 108.31 1 80.86
27,900 4,143 1 464 111.99

37，400 5，554 457 82．28

18，700 2，777 54 19．45 78．16

8,000 1 1,188 78 65.66

30,000 1 8,910 553 62.07 62.07

81,303 1 26,463 1 :0$ | ,'34 1 $q"
23,1936 47,807 ＄7？ '89 1 ？81
18"2500127,10｣ $5$ I ｣aO31 "aO$

元

年
平天 生

羽
井
沼
賀
郡
都
市
下
辺
上
田
生
羽
賀
夫
部
吉
道

郡
７

丹
足
坂
江
加
合
伊
十
城
山
漆
山
丹
足
加
智
海
周
役

智夫

海部

周吉

役道

’

紀伊

大和
’

－

尾

天平3 1 越

張
＝

月U ｣

隠岐

合4郡

不詳郡

合8郡

不詳部

不詳郡

不詳郡

球珠

宜入

不詳郡

〃

志田

白根

合郡

合5郡

合郡

合郡

1

1

」
天平5 1 尾張

｜ 篇防 ｜
天平？ 佐渡 ｜

薩麻｜

天平‘ 豊後｜
駿河 ’

和泉監

｜
｜

’

｜長門

－周防天平9

駿河 ’
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（
鴫
）

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
課
ｕ
一
に
対
す
る
不
課
口
（
三
才
以
下
の
緑
児
、
一
六
才
以
下
の
小
子
、
六
六
才
以
上
の
耆
、
廃
篤
疾
と
よ
ば
れ
る
身
障

（
的
）

者
お
よ
び
病
者
、
妻
妾
、
家
人
奴
蝉
）
の
数
は
五
’
六
人
と
算
出
さ
れ
る
。

こ
の
割
合
を
も
っ
て
諸
国
正
税
帳
の
出
挙
稲
数
か
ら
人
口
概
数
を
求
め
て
表
一
の
第
五
欄
を
得
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
得
た
人
ｎ
は
、
当
時
の
税
で
あ
る
頴
稲
を
基
礎
と
し
て
算
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
構
成
員
の
質
的
な
差
は
介
入
さ

れ
て
お
ら
ず
、
一
種
の
標
準
人
口
と
看
倣
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
を
用
い
て
死
亡
の
割
合
を
求
め
た
も
の
が
第
七
欄
の
死
亡
割
合
で
あ
る
。

こ
れ
を
地
方
別
に
み
る
と
火
よ
そ
三
群
に
わ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
但
し
、
資
料
は
天
平
元
年
か
ら
九
年
に
わ
た
る
一
○
年
罰
の
記
球
か
ら
静

》
こ
と
が
出
来
る
。
但
し
、
資
料
は
天
平
元
年
か
ら
九
年
に
わ
た
る
一
○
年
間
の
記
録
か
ら
得

100
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5

た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
す
べ
て
の
資
料
が
一
カ
年
も
し
く
は
二
カ
年
の
断
面
的

な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
は
比
較
す
る
こ
と
は
幽
難
で
あ
る
が
、
一
応
こ

薩
摩

の
時
間
差
を
無
視
し
て
並
べ
て
み
る
と
図
二
の
ご
と
く
に
な
る
。
こ
れ
を
現
代

尾
張

越
前

（
郡
）

の
都
辿
府
県
死
亡
率
に
て
ら
し
て
み
る
と
、
紀
伊
、
和
泉
齢
、
隠
岐
、
駿
河
、

長
門
、
豊
後
で
は
そ
の
差
は
非
常
に
大
き
い
が
、
越
前
、
尾
張
、
砿
麻
、
豊
後

大
和
図

で
は
現
代
と
の
差
は
小
さ
い
。
こ
の
う
ち
隠
岐
と
紀
伊
は
現
代
で
も
僅
か
な
が

周
防
２

ｉ

７

第

ら

』
宮
口
死
亡
率
の
グ
ル
ー
プ
に
入
る
地
域
で
あ
る
こ
と
は
、
中
央
か
ら
陥
っ
た
辺

左
度

地
に
あ
る
こ
と
が
、
今
日
も
な
お
そ
の
一
因
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
紀
伊
、
隠

宜
岐

長
門
岐
の
材
料
は
そ
れ
ぞ
れ
天
平
元
年
、
三
年
の
記
録
で
あ
る
。
元
年
二
月
に
は
長

駿
河

屋
王
の
変
、
八
月
改
元
、
同
十
日
光
川
子
立
后
と
中
央
に
は
事
件
が
起
っ
て
い

隠
岐

和
泉
監
る
が
、
農
民
の
保
健
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
よ
う
な
変
事
の
記
載
は
み
え
な
い
。

紀
伊

三
年
も
同
様
に
特
記
事
項
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
三
年
八
月
に
は
、

〃
詔
日
、
如
間
、
天
地
所
祝
、
豊
年
敢
好
、
今
歳
登
穀
、
朕
甚
嘉
之
、
思
与
天
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下
共
受
斯
慶
、
宜
免
京
及
諸
国
〈
可
年
田
租
之
半
、
但
、
淡
路
、
阿
波
、
讃
岐
、
隠
岐
等
国
柤
、
井
天
平
元
年
以
往
、
公
私
未
納
稲
者
、
成
免
除

（
皿
）

之
・
〃
と
続
日
本
紀
は
記
し
て
お
り
平
隠
な
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
一
度
天
災
と
疫
病
に
襲
わ
れ
る
と
、
流
行
は
か
な
り
早
い

速
度
で
進
行
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
続
日
本
紀
を
播
く
と
、
疫
病
流
行
の
記
事
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
巻
二
、
大
宝
二
年
二
月
の
山
背
、
四

月
上
野
で
の
疫
を
は
じ
め
と
し
て
慶
雲
三
年
の
西
国
地
方
で
の
大
流
行
ま
で
、
年
々
各
地
で
の
流
行
瓶
の
記
塀
が
目
を
葱
く
。
関
東
地
方
で
の

伝
播
速
度
は
、
大
宝
二
年
二
月
越
後
、
四
月
上
野
、
九
月
駿
河
、
伊
豆
、
下
総
、
三
年
三
月
信
濃
、
上
野
、
五
月
相
模
、
翌
慶
襄
兀
年
伊
豆
、

（
型
）

伊
賀
と
順
次
拡
ま
り
、
二
年
の
全
国
的
大
旱
魅
と
相
俟
っ
て
二
○
カ
国
余
に
流
行
が
ま
ん
延
し
た
。
慶
雲
三
年
の
大
流
行
は
さ
ら
に
翌
年
に
も

写
彪
と
准
依
一
》
て
こ
Ｃ
ヵ
国
余
に
流
行
が
ま
ん
延
し
た
。
慶
雲
三
年
の
大
流
行
は
さ
ら
に
翌
年
に
も

施
薬
院

各
地
大
地
震
ｌ
ｌ
ｆ
一
」
６

北
九
川
嵯
蔭
‐
ｌ
↓
ノ
ノ
」
７

Ⅲ
岡

金
川 Ⅲ慨

剛
鬮
’
’
十
｝
上
５

ﾉ鶏
I望

|EI
１

は
廃
朝
さ
れ
、
こ
の
理
由
と
し
て
〃
以
百
官
官
人
患
疫
也
″
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

０
５
１

『

一
坪

０
０
０
．
５

Ⅱ

天然痘全11流行

葺
唖

エ
ヘ
』 8 94

お
よ
び
〃
天
下
諸
国
疫
疾
、
百
姓
多
死
″
と
把
さ
れ
こ
の
年
の
正
月
に
は
諸
国
に
大
祓
の
使
者

が
つ
か
わ
さ
れ
九
州
を
除
く
大
流
行
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
和
銅
六
年
ま
で
各
地
で
小
流
行
が
く

り
か
え
さ
れ
た
が
、
天
平
六
年
に
は
名
地
に
旱
勉
や
地
震
が
相
継
ぎ
農
民
は
疲
弊
し
た
。
天
平

七
年
に
到
り
北
九
州
で
は
じ
ま
っ
た
碗
豆
瘡
（
天
然
痘
）
は
七
月
に
は
太
宰
府
で
大
流
行
と
な

り
、
前
二
年
の
疲
弊
に
加
え
て
流
行
は
た
ち
ま
ち
木
州
に
入
り
西
国
地
方
に
ひ
ろ
が
っ
て
死
亡

図
者
は
多
数
に
の
ぼ
っ
た
。
翌
年
に
入
っ
て
ま
す
ま
す
流
行
は
す
す
み
全
国
に
拡
が
り
、
同
年
六

３
月
に
は
、
つ
い
に
中
央
政
府
の
中
枢
に
ま
で
病
毒
が
侵
入
し
た
。
〃
新
羅
大
使
従
五
位
下
阿
部

第
朝
臣
継
麻
呂
泊
津
島
卒
、
副
使
従
六
位
下
大
伴
宿
称
三
中
染
病
不
得
入
京
″
と
あ
る
よ
う
に
流

（
露
）

行
地
か
ら
の
旅
行
者
が
病
害
の
伝
播
に
あ
づ
か
っ
て
い
る
。
各
地
の
出
挙
稲
に
あ
ら
わ
れ
た
死

者
数
を
年
次
別
に
整
理
し
て
み
る
と
図
三
の
よ
う
に
、
天
平
七
年
以
前
に
も
小
さ
い
山
は
み
え

る
が
、
七
、
八
、
九
年
の
僅
か
な
資
料
か
ら
で
さ
え
も
そ
の
他
の
年
の
五
’
八
倍
の
多
き
に
達

し
て
い
る
の
が
わ
か
り
古
代
社
会
で
の
伝
染
病
の
恐
し
さ
を
示
し
て
い
る
。
九
年
六
月
朔
日
に
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三
、
む
す
び

奈
良
時
代
は
行
政
機
構
も
一
応
整
い
、
医
疾
令
に
も
と
づ
い
て
医
師
の
養
成
制
度
も
行
な
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
数
は
一
般
民
衆
の

医
療
の
要
求
度
を
満
す
に
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
し
、
地
方
官
と
共
に
各
国
に
配
属
さ
れ
る
医
師
は
職
員
令
に
よ
れ
ば
国
別
一
人
と
な
っ
て
お
り
、

に
一
般
農
民
に
比
べ
衛
生
状
態
は
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
貴
人
の
間
に
も
感
染
は
激
し
く
ひ
ろ
ま
り
、
一
○
月
に
は
散
位
従
四
位
下
小
野
朝
臣

老
、
一
八
日
、
散
位
正
四
位
長
田
王
、
二
三
日
、
中
納
言
正
三
位
多
治
比
真
人
県
守
等
の
要
人
が
相
次
い
で
死
亡
、
こ
の
以
前
四
月
一
七
日
の

参
議
藤
原
房
前
の
罹
患
死
亡
に
ひ
き
つ
づ
き
、
七
月
二
五
日
紀
男
人
、
橘
宿
称
佐
為
、
八
月
五
日
藤
原
宇
合
、
二
○
日
水
主
内
親
王
等
が
次
々

と
死
去
し
、
こ
の
天
然
痘
流
行
に
よ
っ
て
一
族
の
枢
要
な
人
物
を
す
べ
て
失
っ
た
藤
原
一
族
は
一
時
全
く
勢
力
が
衰
え
た
。
史
書
に
は
〃
是
年

（
汎
）

春
、
疫
瘡
大
発
、
初
自
筑
紫
来
、
経
夏
渉
秋
、
公
卿
以
下
天
下
百
姓
相
継
没
死
、
不
可
勝
計
、
近
代
以
来
末
之
有
也
・
〃
と
特
記
さ
れ
て
い
る
。

図
二
の
高
死
亡
群
の
和
泉
監
と
駿
河
、
長
門
は
そ
れ
ぞ
れ
流
行
年
の
率
で
あ
る
が
、
他
の
い
ず
れ
の
年
、
い
ず
れ
の
地
方
の
数
値
よ
り
も
著
し

く
高
く
、
同
年
の
薩
麻
の
も
の
に
比
べ
て
み
る
と
、
主
要
街
道
を
含
む
前
者
で
は
、
九
州
南
端
の
辺
地
郡
資
料
の
値
（
七
・
三
三
）
よ
り
も
極

め
て
大
き
く
流
行
が
激
し
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
じ
駿
河
に
つ
い
て
も
、
天
平
九
年
に
は
前
年
の
七
八
・
一
六
か
ら
一
三
・
○
三
へ

と
低
下
し
て
流
行
の
消
槌
し
た
事
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

一
方
先
に
の
べ
た
よ
う
に
天
平
元
年
と
三
年
の
紀
伊
、
隠
岐
の
高
率
は
疫
病
流
行
や
天
災
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
難
い
。
こ
の
よ
う
な
不
明

の
理
由
に
よ
る
高
い
死
亡
が
記
録
さ
れ
た
こ
と
の
う
ち
に
は
、
地
方
行
政
官
の
報
告
態
度
に
よ
る
も
の
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ぬ
。
元
来
無
教
養

（
弱
）
（
妬
）

な
一
般
農
民
の
中
に
は
、
課
役
を
規
避
し
て
居
住
地
を
逃
亡
し
浮
浪
民
と
な
る
も
の
も
少
か
ら
ず
あ
り
、
和
銅
二
年
一
○
月
の
禁
制
に
よ
っ
て

浮
浪
人
と
逃
亡
仕
丁
、
ま
た
こ
れ
を
か
く
ま
い
使
役
す
る
も
の
を
厳
し
く
取
締
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
逃
亡
者
を
死
と
詐
っ
て
報
告
し
た

（
”
）
（
配
）

例
も
み
え
て
お
り
、
一
方
国
司
の
な
か
に
も
こ
れ
を
利
用
し
て
正
税
の
出
挙
を
隠
匿
し
て
私
財
を
蓄
え
よ
う
と
し
た
も
の
も
あ
っ
た
の
で
詐
為

的
な
数
値
の
あ
る
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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医
師
の
介
助
者
と
し
て
大
国
一
○
人
、
上
国
八
人
諺
中
国
六
人
、
下
国
四
人
が
加
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
所
管
地
域
に
対
し
て
考
え
れ
ば

活
動
の
限
度
も
推
察
さ
れ
る
。
出
挙
稲
数
と
納
税
免
除
さ
れ
た
死
亡
者
数
か
ら
各
地
方
の
農
民
死
亡
の
状
況
を
観
察
し
、
旱
魅
飢
漣
、
天
災
の

打
っ
づ
く
疲
弊
し
た
農
村
を
襲
う
流
行
病
の
様
相
を
明
示
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
皿
）

（
ｕ
）

（
狸
）

（
過
）

（
Ｍ
）

（
略
）

（
蝿
）

（
Ⅳ
）

（
略
）

続
日
本
紀
巻
九

沢
田
吾
一
、
奈奈

続
日
本
紀
巻
一
、
扶
桑
略
記

日
本
書
紀
巻
二
十
九

沢
田
吾
一
、
奈
良
時
代
民
政
経
済
の
数
的
研
究
昭
和
二
年

正
倉
院
文
書
正
集
三
十
七
、
長
門
国
天
平
九
年
収
納
大
税
帳
他

「
凡
出
挙
官
稲
者
、
皆
人
多
少
云
々
」

正
倉
院
文
書
正
集
十
四
、
摂
津
国
正
税
帳
・
戸
令
第
八

正
倉
院
文
書
正
集
二
十
四
、
豊
後
国
正
税
帳

続
日
本
紀
巻
三

田
令
第
九

東
大
寺
古
文
書
、
天
平
宝
宇
三
年
・
八
年
条

令
義
解
序

参
考
文
献

正
倉
院
文
書
正
集
三
十
五

続
日
本
紀
巻
十
三

樋
口
誠
太
郎
、
奈
良
時
代
に
於
け
る
僧
侶
の
才
芸
と
し
て
の
医
療
、

万
葉
集
巻
八

典
薬
令

良
時
代
民
政
経
済
の
数
的
研
究
、
一
六
九
頁

日
本
医
史
学
雑
誌
Ⅳ
巻
３
号
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私
が
本
論
文
で
と
り
あ
げ
る
と
こ
ろ
の
「
医
師
」
に
関
し
て
も
、
武
家
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
中
世
都
市
鎌
倉
に
在
来
の
医
師
が
存
在
し
た

の
で
は
な
く
、
高
名
の
京
都
在
住
の
医
師
が
移
住
し
て
来
た
か
、
或
は
出
張
医
療
の
様
な
形
で
存
在
し
た
。
「
鎌
倉
」
は
、
後
の
「
江
戸
」
の

如
く
背
後
に
大
平
野
の
農
業
生
産
力
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
政
治
的
機
能
が
な
く
な
れ
ば
そ
の
首
都
的
性
格
も
失
な
わ
れ

同
時
に
「
京
下
の
文
化
人
」
で
あ
る
医
師
も
京
都
へ
も
ど
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
、
こ
れ
は
、
中
世
都
市
「
鎌
倉
」
の
文
化
構
造
を
見
て

行
く
上
で
重
要
な
一
面
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

吾
妻
鏡
の
内
容
に
関
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
究
明
が
明
治
以
来
続
い
て
お
り
、
そ
の
正
誤
に
関
し
、
信
頼
度
に
関
し
て
、
批
判
は
あ
る
け
れ

一
、
は
じ
め
に

源
氏
に
ゆ
か
り
の
地
「
鎌
倉
」
・
中
世
武
家
社
会
の
歴
史
は
、
こ
こ
を
中
心
に
展
開
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
鎌
倉
が

源
頼
朝
の
武
家
政
治
の
展
開
の
舞
台
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
は
東
国
の
辺
地
的
存
在
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
「
鎌
倉
」
が
一
躍
、
軍
事
的
・
政
治
的

機
能
を
保
持
す
る
首
都
的
性
格
の
都
市
に
成
長
し
て
行
く
、
ま
た
「
鎌
倉
」
が
首
都
的
性
格
の
機
能
を
も
っ
て
来
る
と
、
そ
の
都
市
の
機
能
上

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
人
が
、
こ
こ
へ
集
ま
っ
て
来
る
。
こ
れ
を
「
京
下
の
文
化
人
」
と
か
「
京
文
化
の
東
行
」
と
言
う
よ
う
な
表
現
で
従
来
い
ろ

い
ろ
と
研
究
さ
れ
て
来
て
い
る
。

原
著

吾
妻
鏡
を
中
心
と
し
て
見
た
鎌
倉
の
医
師樋

口
誠
太

認
鼈
峰
鑪
懸
軒
誰
昭
和
四
十
七
年
八
月
二
十
四
日
受
付

郎
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史
料
一
正
治
元
年
五
月
七
日
医
師
時
長
の
記
事
・
五
月
小
七
Ｈ
戊
戌
雨
降
医
師
時
長
昨
日
自
二
京
都
｝
参
着
左
近
将
監
能
直
相
。
具
之
一
廻
二
伊
勢
路
一
参
向

云
々
、
旅
館
以
下
事
者
兵
庫
頭
井
八
田
右
衛
門
尉
知
家
等
可
レ
致
二
沙
汰
一
之
山
含
二
御
旨
一
者
也
。
今
日
時
長
自
二
掃
部
頭
亀
谷
家
一
移
割
住
子
畠
山
次
郎
重

忠
南
御
門
宅
一
是
令
レ
候
二
近
々
一
姫
承
御
病
悩
為
し
奉
二
療
治
一
也
。
五
月
八
日
已
亥
陰
時
長
始
献
二
朱
砂
丸
於
姫
君
一
冊
賜
二
砂
金
廿
両
以
下
一
云
々

ど
も
、
こ
れ
は
主
と
し
て
政
治
的
な
面
に
つ
い
て
で
あ
り
、
文
化
的
な
事
項
に
関
し
て
は
篭
そ
れ
ほ
ど
事
実
を
曲
げ
て
記
述
す
る
必
要
も
な
い

こ
と
で
あ
る
の
で
、
史
料
と
し
て
使
用
し
得
る
と
考
え
、
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
こ
の
中
で
、
そ
の
よ
う
な
医
師
に
関
す
る
記
事
が
如
何
に
と
り

あ
げ
て
あ
る
か
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
鎌
倉
」
の
文
化
構
造
の
特
色
．
及
び
こ
こ
で
行
な
わ
れ
た
医
療
の
実
態
を
幾
分

か
で
も
明
白
に
し
得
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

吾
妻
鏡
の
中
に
「
医
師
」
と
し
て
医
療
記
事
、
そ
の
他
に
名
前
が
見
ら
れ
る
の
は
表
１
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
（
但
し
同
一
人
が
何
回
も
出

て
来
る
も
の
は
初
見
の
も
の
の
み
を
記
し
省
略
し
た
）
。

こ
の
表
中
に
見
ら
れ
る
「
医
師
」
の
中
で
、
明
確
に
京
都
よ
り
来
た
こ
と
を
示
す
の
は
妓
初
に
旭
ら
れ
る
医
師
時
長
の
記
事
で
あ
ろ
う
。

二
、
吾
妻
鏡
に
見
る
医
療
記
事

中
世
の
医
療
を
巨
視
的
に
見
た
場
合
、
そ
の
中
心
は
、
僧
侶
と
律
令
官
制
に
規
程
さ
れ
た
「
官
医
」
と
も
言
う
べ
き
人
々
が
そ
の
担
い
手
で

あ
る
。
官
医
に
は
二
つ
の
系
統
が
あ
り
、
丹
波
康
頼
の
系
統
の
丹
波
氏
と
和
気
清
麿
の
系
統
の
和
気
氏
で
、
吾
妻
鏡
に
出
て
来
る
人
々
も
こ
の

む

い
ず
れ
か
の
系
統
に
属
す
る
人
々
が
大
部
分
で
あ
る
。

ま
た
「
京
下
り
」
の
こ
れ
ら
の
医
師
の
診
療
を
受
け
た
人
々
は
、
一
般
の
民
衆
で
は
な
く
、
将
軍
や
限
ら
れ
た
上
級
の
武
士
た
ち
で
あ
る
。

む
し
ろ
一
般
の
民
衆
に
医
療
を
ほ
ど
こ
し
た
の
は
、
僧
侶
た
ち
の
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
別
に
く
わ
し
く
述
べ
た

１
０

１
Ｖ
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即
一
氏

１
｜
時

1

表
１
吾
妻
鏡
に
見
ら
れ
る
医
師

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

頼

名
‐
Ｆ
１
要
略

長
一
鐸
酔
緯
帥
匿
着
典
薬
頭

一
権
侍
医
（
在
鎌
倉
）

左
大
臣
道
家
公
賢
息
二
才
母
公
繰
卿
女

経

建
保
六
年
正
月
十
六
日
寅
刻
誕
生
下
。
向
関
東
一
行

列
の
記
事
中
に
医
師
権
侍
医
頼
経
あ
り

女
医
博
士
在
鎌
倉
弘 ’
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氏

｜
建
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八
・
四

○

建
長
四
・
四
・
一

ﾛへ

二

五

二
耳

○

同
右

二
・
十
四

寛
元
・
三
・
十
・
十
三

寛
元
・
三
・

｜
寛
一
兀
・
二
・

川
（
■
一
一
｜

丹
波
氏

寛
元
・
元
・
二

三
十

15

長
宜

14

｜
時
清
一
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鎌
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一
丹
波
忠
茂
「
ｌ
卿
封
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飼
倒
’
在
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倉

13

在
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11
'0 1 9

大
学

｜
在
鎌
倉

一
在
鎌
倉

一
在
鎌
倉

頼
幸
（
行
力
）
’

８
｜
以
長

４
｜
和
気
定
基
一
前
櫓
侍
医
下
向
政
子
治
療

５
－
良
基
一
権
侍
医
施
薬
使
在
鎌
倉

６
」
Ｉ
』
岬
１
１
１
’
行
一
女
医
博
士
在
鎌
倉

」

７
｜
広
長
一
施
薬
院
使

Ｉ
‐
１
１
１
１
Ｊ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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延
応
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・
十
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寛
元
・
元
・
十

（
一
二
四
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ｒ
に
膵
臘
他

一一
）

ﾄ I

ノL

■

十
〆、

二
十
九

一
二
七
）

丹
波
氏

嘉
除
元
・
七
・

３
｜
行
蓮
一
在
鎌
倉

－

嘉
疎
元
・
六
・
二
十
一

（
一
一
一
一
一
一
皿
）

2

正
治
元
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五
・
七
１
１

へ
一
一
九
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一

｜
丹
波
氏

承
久
元
・
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・
十
九
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九
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史
料
二
嘉
禄
元
年
七
月
六
日
和
気
定
基

（
北
条
政
子
）

七
月
六
日
小
乙
丑
晴
前
権
侍
医
和
気
定
基
定
経
男
自
二
去
夜
一
為
二
二
位
家
御
療
治
一
参
候
。
是
日
頼
経
朝
臣
奉
レ
加
二
療
治
一
之
処
御
不
例
之
体
、
其
瀝
不
レ
御

之
間
匪
浩
術
之
及
所
一
由
依
二
辞
申
一
也

史
料
三
嘉
禄
元
年
六
月
二
十
一
日
医
師
行
蓮
二
品
渡
。
御
新
御
所
一
之
事
兼
被
レ
点
一
一
今
日
一
詑
然
戊
日
有
し
憧
之
由
医
師
行
蓮
依
し
令
し
申
而
隠
岐
入
道
為
一
一

奉
行
一
召
一
囲
道
朝
臣
以
下
陰
陽
師
六
人
一
而
被
一
尋
仰
一
・
：
・
・
・
以
下
略

鎌
倉
に
来
て
い
た
医
師
に
丹
波
氏
の
系
統
が
多
い
こ
と
は
、
表
一
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
和
気
、
丹
波
の
両
系
統
以
外
、
医
療
を
業
と

し
た
人
々
の
中
に
、
僧
侶
が
あ
る
。
僧
侶
の
医
療
は
「
仏
教
医
学
」
に
、
も
と
づ
き
、
奈
良
朝
以
来
、
古
い
歴
史
が
あ
る
。
こ
の
僧
侶
が
、
一

般
の
民
衆
に
接
し
民
間
医
と
も
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
民
間
医
と
し
て
当
時
の
第
一
人
者
は
、
「
頓
医
抄
、
万
安
方
」
の
著
者
梶
原
性
全

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
医
師
時
長
（
丹
波
氏
ヵ
）
は
正
治
元
年
（
二
九
九
）
五
月
七
日
頼
朝
の
子
、
乙
姫
の
病
気
治
療
の
た
め
京
都
よ
り
鎌
倉

に
来
て
診
療
に
当
た
っ
た
こ
と
、
乙
姫
に
「
朱
砂
丸
」
と
言
う
薬
を
与
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
更
に
こ
の
年
六
月
舟
日
の
記
事
に
、
乙

姫
が
死
去
し
母
の
北
条
政
子
が
悲
し
み
に
く
れ
た
と
言
う
記
事
が
あ
る
。

ま
た
鎌
倉
に
来
て
い
た
医
師
も
、
和
気
氏
、
丹
波
氏
の
系
統
の
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
事
も
あ
る
。

吾
妻
鏡
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
医
療
僧
」
と
し
て
嘉
禄
元
年
六
月
二
十
一
Ｈ
の
記
事
に
「
行
蓮
」
の
名
が
見
ら
れ
る
。
彼
が
北
条
政
子
の
病

気
を
治
療
し
て
い
る
こ
と
は
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

で
あ
ろ
う
。

の
で
あ
る
。

こ
の
「
医
療
僧
」
で
あ
る
行
蓮
に
関
し
て
、
く
わ
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
「
医
療
僧
」
に
つ
い
て
は
別
項
に
お
い
て
ふ
れ
た
い
。

こ
れ
は
北
条
政
子
の
死
去
（
こ
の
月
十
一
日
に
死
去
の
記
事
あ
り
）
に
あ
た
っ
て
、
医
師
和
気
定
基
が
治
療
に
当
た
っ
た
こ
と
を
示
し
た
も
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史
料
四
、
和
気
氏
の
系
譜

そ
れ
で
は
、
鎌
倉
に
下
っ
た
京
都
の
官
医
の
系
譜
に
つ
い
て
史
料
を
も
と
に
し
て
み
て
み
た
い
。

玉
葉
の
治
承
五
年
（
二
八
一
）
二
月
十
五
日
条
に
「
主
税
頭
定
長
（
和
気
定
長
）
参
上
、
仰
二
医
道
抄
物
事
一
、
可
し
注
。
進
療
治
方
→
之
由

（
定
長
の
父
）
（
丹
波
氏
）

也
、
件
抄
所
仰
二
名
医
五
人
一
也
。
典
薬
頭
定
成
合
薬
方
、
前
薬
院
憲
基
病
源
抄
、
施
薬
院
頼
基
薬
種
功
能
（
略
ス
）
、
主
税
入
道
知
康
法
名
覚
運

可
レ
仰
二
養
性
之
方
一
、
未
し
召
二
仰
之
一
、
後
日
仰
二
灸
穴
事
一
。
於
二
灸
治
之
要
穴
｝
者
、
手
自
可
二
抄
出
｝
也
。
１
以
下
略
、
‐
’

を
書
写
し
た
例
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。

三
、
鎌
倉
に
お
け
る
丹
波
・
和
気
氏
に
つ
い
て

表
一
を
見
る
と
、
吾
妻
鏡
の
記
事
に
お
け
る
、
鎌
倉
の
医
師
に
丹
波
氏
の
系
統
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
服
部
敏
良
氏
は
「
鎌
倉
時
代
医
学

史
の
研
究
」
の
中
で
、
丹
波
、
和
気
両
氏
の
系
統
を
「
官
医
学
」
と
し
て
提
示
さ
れ
「
こ
れ
ら
の
官
医
学
は
両
家
の
相
伝
の
医
学
で
あ
り
、
互

い
に
切
蹉
琢
磨
し
、
技
を
競
う
こ
と
に
欠
け
て
い
た
が
、
さ
り
と
て
、
い
た
ず
ら
に
旧
套
を
墨
守
し
て
新
来
の
医
学
の
研
讃
を
怠
っ
て
い
た
と

は
言
い
得
な
い
…
…
」
。
と
し
て
「
玉
葉
」
の
中
の
養
和
二
年
八
月
二
十
九
日
条
の
記
事
に
主
税
頭
定
長
が
新
来
の
医
書
「
王
氏
篇
類
単
方
」

和
気
清
麿
ｌ
直
綱

○
は
玉
葉
に
見
る
五
人
の
名
医
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の

は
間
が
省
略
し
て
あ
る
。

：
時
雨
ｌ
ｌ
ｉ
正
業

。

ｌ
正
世
．
：
毒
成
ｌ
ｌ
ｈ
聖
霊
峠

ｌ
氏
成

親
成
１
１
種
成

ｌ
知
成
一
Ｉ
貞
成

基
成
ｌ
顕
成
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四
、
鎌
倉
に
お
け
る
医
療
僧

史
料
三
の
記
事
に
見
ら
れ
る
如
く
吾
妻
鏡
の
記
事
中
に
も
僧
侶
の
医
療
記
事
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
吾
妻
鏡
の
建
保
二
年
二
月
四
日
の
栄
西
に

関
す
る
記
事
も
直
接
的
で
は
な
い
が
医
療
記
事
の
一
部
に
入
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
和
気
定
成
、
定
長
父
子
、
丹
波
頼
基
、
憲
基
、
主
税
入
道
知
康
の
五
人
が
当
代
の
名
医
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

和
気
氏
の
系
譜
か
ら
見
る
と
、
当
代
の
名
医
と
言
わ
れ
た
官
医
は
鎌
倉
に
下
向
し
て
は
い
な
い
。
ま
た
系
譜
か
ら
兄
る
と
名
医
と
言
わ
れ
た
人

の
直
系
と
言
う
よ
り
も
傍
系
の
人
が
鎌
倉
に
下
っ
て
い
る
こ
と
が
判
り
、
こ
の
辺
に
も
、
鎌
倉
に
下
っ
た
京
都
の
文
化
人
の
特
色
の
よ
う
な
も

史
料
五
、
鎌
倉
時
代
医
家
系
譜
丹
波
氏

ｌ
知
康

－
１
重
基
１
１
憲
基

１
丹
波
氏

ｌ
親
基

の
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
思
う
。

丹
波
氏
は
表
一
に
見
ら
れ
る
」

に
見
ら
れ
る
よ

針
博
士

丹
波
康
頼
…
…
：
重
明
：
…
・
…
重
康
Ｉう

に
鎌
倉
に
多
く
の
医
師
が
下
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
和
気
氏
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
言
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

重 重

頼 忠

一｜
挫騨。 重
基基 長

良． ｜ ｜
基 有康

忠長
頼・

幸 忠・
茂

１

報

季
秀 忠 時
康 長 長

｜ ｜ ｜
康時長・
世典世
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史
料
七
忍
性
書
状
東
大
史
料
写
本

（
）
寺
内
戒
御
坊
御
方
へ
忍
性
拝

（
当
寺
）
（
別
）

申
入
候
ハ
て
御
ほ
つ
か
な
く
思
候
（
）
こ
れ
に
も
た
う
し
に
、
へ
ち
の
事
も
候
ハ
す
候
。
御
心
や
す
く
お
ほ
し
め
し
候
ら
む
へ
く
候
。
又
長
老
の
御
方

に
何
事
か
わ
た
ら
せ
を
ハ
し
ま
し
候
ら
む
、
御
ほ
つ
か
な
く
思
ひ
候
、
あ
た
た
か
に
な
り
候
ハ
パ
ま
い
る
べ
く
候
。
八
り
ゅ
う
は
く
わ
ん
と
申
候
や
ら
む
、

（
く
だ
し
ぐ
す
り
）

い
つ
ぞ
や
給
り
て
候
し
、
く
だ
し
く
す
り
（
）
ち
と
給
は
り
た
く
候
。
か
し
ぐ

性
ヵ

正
月
日

忍
（
）

史
料
六
建
保
二
年

（
事
）
（
栄
西
）
（
事
）

二
月
四
日
乙
亥
晴
将
軍
家
珈
御
病
悩
、
諸
人
奔
走
但
無
二
殊
御
真
一
、
是
若
去
夜
御
淵
酔
余
気
歎
、
妥
葉
上
僧
症
候
二
御
加
持
一
之
処
、
間
二
此
壹
一
称
二
良
薬
一
自
二

（
実
朝
）

本
寺
一
召
弐
進
茶
一
霊
、
而
相
引
副
一
巻
害
】
令
し
献
レ
之
所
レ
誉
二
茶
徳
一
之
書
也
。
将
軍
家
及
二
御
感
悦
一
云
々
。

こ
の
よ
う
に
、
僧
侶
が
施
こ
す
医
療
は
、
一
方
で
は
上
層
の
武
士
を
対
象
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
右
に
あ
げ
た
栄
西
も
（
葉
上
）
天
台
僧
と

し
て
台
密
（
天
台
の
密
教
）
の
葉
上
流
（
谷
流
の
一
分
派
）
を
伝
え
た
僧
侶
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
。
鎌
倉
で
は
将
軍
家
の
祈
祷
僧
で
も
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
鎌
倉
に
お
い
て
武
士
が
禅
宗
各
派
の
旦
那
（
旦
越
）
に
な
っ
た
か
ら
即
、
宋
風
の
禅
の
教
義
を
理
解
し
た
と
は
言
え
な
い
。
む

し
ろ
現
世
利
益
の
追
求
の
方
が
主
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
忍
性
が
西
大
寺
に
い
た
頃
経
営
し
た
と
言
わ
れ
る
癩
病
人
救
済
施
設
の

「
北
山
十
八
問
戸
（
奈
良
市
川
上
町
字
坂
の
上
）
」
は
、
日
本
社
会
事
業
史
上
の
特
記
す
べ
き
事
業
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
当
時
の
名
主
、
庄
官
ク

ラ
ス
か
ら
の
寄
進
は
こ
の
よ
う
な
慈
善
救
済
に
対
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
北
条
重
時
に
招
か
れ
た
極
楽
寺
忍
性
（
真
言
律
宗
の
僧
）
が
極
楽
寺
内
に
悲
出
院
、
療
病
院
を
設
け
て
一
般
民
衆

の
治
療
に
当
た
っ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
極
楽
寺
の
境
内
図
を
見
る
と
、
こ
の
他
癩
宿
、
薬
湯
室
、
諸
子
院
が
あ
っ
た
こ
と
が

判
る
。
鎌
倉
に
お
け
る
僧
侶
の
医
療
の
実
態
を
見
る
と
、
こ
の
よ
う
に
一
方
で
は
上
層
の
武
士
の
祈
祷
僧
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
一
方

に
は
、
民
衆
に
接
し
、
救
済
事
業
を
お
こ
し
た
僧
も
あ
っ
た
。

当
時
僧
侶
が
薬
物
を
与
え
た
史
料
が
忍
性
書
状
に
、
見
ら
れ
る
。
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（
）
内
は
文
字
不
明
の
所
。
鎌
倉
市
史
よ
り

こ
れ
に
よ
る
と
忍
性
が
、
戒
御
坊
に
対
し
て
、
八
り
ゅ
う
は
く
わ
ん
と
い
う
く
だ
し
薬
を
分
け
て
ほ
し
い
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

一
方
で
は
祈
祷
な
ど
で
「
徐
病
行
為
」
を
行
な
っ
た
僧
侶
も
あ
る
が
、
こ
の
記
事
の
よ
う
に
薬
物
を
与
え
て
い
る
も
の
も
、
史
料
の
中
に
見
ら

れ
る
。
広
い
意
味
か
ら
言
え
ば
、
栄
西
の
「
喫
茶
」
に
関
す
る
事
が
ら
も
そ
の
根
底
に
「
医
療
」
の
観
念
が
在
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
の
著
書

と
言
わ
れ
る
「
喫
茶
養
生
記
」
の
中
に
は
、
養
生
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
肝
、
心
、
脾
、
肺
、
腎
の
五
臓
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
活
動
す
る
こ
と
だ
と
し

て
お
り
、
肝
臓
は
酸
味
を
、
肺
臓
は
辛
味
を
、
心
臓
は
苦
味
を
、
脾
臓
は
甘
味
を
、
腎
臓
は
鰄
味
を
好
む
の
で
、
こ
れ
ら
の
食
物
を
適
当
に
摂

し
て
い
れ
ば
長
寿
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
が
、
日
本
人
は
、
こ
れ
ら
の
五
味
の
中
で
、
苦
味
を
と
る
こ
と
が
少
な
い
、
こ
れ
が
若
死
の
原
因
だ

と
述
べ
て
、
こ
の
対
策
と
し
て
「
茶
」
の
服
用
を
す
す
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
茶
は
特
定
の
病
気
を
治
療
す
る
た
め
の
薬
物
と
言
う
こ

と
で
は
な
く
、
現
在
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
保
健
」
の
目
的
を
も
っ
て
飲
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
医
史
学
」
的
視
点
か
ら
見
る
と
我
国
で

「
保
健
」
と
言
う
考
え
か
た
の
お
こ
っ
て
来
る
初
見
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
、
特
に
一
つ
の
対
象
物
（
茶
）
を
と
り
あ
げ
、
養
生
の
た

め
に
こ
れ
を
飲
用
す
る
と
言
う
こ
と
は
、
も
っ
と
注
目
し
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
服
部
敏
良
氏
は
「
鎌
倉
時
代
医
学
史
の
研
究
」
の

中
で
栄
西
が
言
う
と
こ
ろ
の
茶
を
養
生
の
仙
薬
、
延
齢
の
妙
薬
、
桑
を
万
病
を
な
お
す
霊
薬
と
し
、
桑
の
樹
を
念
珠
と
し
或
は
杖
・
枕
と
し
て

身
に
つ
け
て
い
れ
ば
い
か
な
る
天
魔
も
近
寄
ら
な
い
と
す
る
の
は
中
国
民
間
医
学
か
ら
伝
承
さ
れ
た
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
前
に
述
べ
た
、

五
臓
、
五
味
の
考
え
方
も
、
中
国
医
学
（
中
国
最
古
の
医
書
「
素
問
」
の
記
事
）
か
ら
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。

五
、
吾
妻
鏡
に
見
る
医
師
お
よ
び
そ
の
装
束
へ
の
考
察

吾
妻
鏡
の
中
に
見
ら
れ
る
医
師
に
関
す
る
記
事
は
前
に
史
料
と
し
て
い
く
つ
か
と
り
あ
げ
た
が
、
こ
れ
ら
の
記
事
を
考
察
す
る
に
、
彼
等
が

京
都
の
医
師
で
あ
り
、
「
官
医
」
の
系
統
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
鎌
倉
下
向
の
契
機
に
つ
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、

彼
等
が
直
接
自
己
の
意
志
で
鎌
倉
へ
下
っ
た
と
考
え
る
よ
り
も
、
当
初
は
鎌
倉
側
の
意
向
か
、
朝
廷
の
命
で
派
遣
さ
れ
る
と
か
、
「
医
師
・
頬
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当
時
、
民
間
に
こ
の
よ
う
な
技
術
者
達
と
同
等
に
見
な
さ
れ
た
「
民
間
医
」
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
九
条
（
藤
原
）
兼
実
の
「
玉
葉
」
、
藤

原
定
家
の
「
明
月
記
」
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
「
玉
葉
」
の
記
事
を
見
る
に
、
兼
実
が
始
終
病
気
に
悩
ま
さ
れ
、
彼
は
当
時
名
医
と
言
わ
れ
た

梶
原
性
全
は
、
そ
の
著
書
「
頓
医
抄
」
の
中
に
於
て
、
「
世
ノ
ッ
ネ
ノ
医
師
ノ
或
ハ
偏
執
ヲ
サ
キ
ト
シ
テ
益
ア
ル
コ
ト
ヲ
秘
ス
…
：
．
」
と
記

し
、
こ
れ
は
医
師
が
本
来
保
持
し
て
い
た
聖
職
的
使
命
を
忘
却
し
て
、
利
潤
の
追
求
に
の
み
始
終
す
る
者
の
存
在
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る

矛
勺
／
０ 一

君
ゆ
へ
に
こ
こ
ろ
と
つ
け
る
や
病
あ
は
い
、

と
い
う
二
首
の
歌
が
そ
え
て
あ
り
、
当
時
一
般
く

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
直
ち
に
医
師
の
向

い
。

と
一
一
け
る
や
病
ぁ
は
い
、

あ
ら
し
そ
な
る
へ
か
り
け
る
」
。

「
君
ゆ
へ
に
こ
こ
ろ
と
つ
け

先
に
あ
げ
た
、
和
気
、
丹
波
両
氏
の
系
譜
で
見
て
も
、
玉
葉
に
出
て
来
る
医
師
の
名
は
、
鎌
倉
に
下
っ
た
医
師
の
名
と
は
重
複
し
な
い
、
玉

葉
の
著
者
九
条
兼
実
の
如
き
、
一
宮
同
位
の
人
を
診
断
し
て
い
る
医
師
は
こ
の
両
系
統
と
も
直
系
の
し
か
も
、
当
代
名
医
と
言
わ
れ
る
人
々
で
、
彼

等
は
、
鎌
倉
に
は
下
向
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

最
後
に
、
当
時
の
医
師
が
ど
の
よ
う
な
装
束
を
用
い
て
い
た
か
、
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
当
時
の
彼
等
の
姿
を
描
い
た
も
の
と
し
て

「
東
北
院
職
人
歌
合
」
が
あ
り
こ
れ
は
建
保
二
年
九
月
十
三
夜
東
北
院
の
念
仏
聴
聞
後
に
会
衆
が
「
月
と
恋
」
を
題
と
し
て
医
師
、
仏
師
等
、

当
時
の
十
種
の
職
人
に
託
し
歌
合
を
し
た
も
の
で
、
左
一
番
と
し
て
医
師
の
図
を
描
き
「
む
ら
く
も
の
か
か
れ
る
月
の
く
す
り
に
は
、
夜
半
の

経
」
ｌ
承
久
元
・
七
・
一
九
の
記
事
に
見
ら
れ
る
如
く
、
将
軍
に
つ
い
て
鎌
倉
に
来
る
と
い
う
形
の
も
の
で
あ
ろ
う
、
こ
の
中
の
何
人
か
は
、

鎌
倉
に
住
み
つ
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
逆
に
考
え
れ
ば
、
彼
等
の
基
盤
が
京
都
で
は
、
そ
れ
だ
け
浅
か
っ
た
と
一
一
二
口
う

こ
と
も
で
き
よ
う
。

つ
き
め
に
灸
治
し
て
み
ん
」
。

え
て
あ
り
、
当
時
一
般
の
医
師
（
官
医
は
別
で
あ
る
）
が
、
陰
陽
師
、
鍜
冶
、
鋳
物
師
、
な
ど
と
同
等
の
職
人
と
み
ら

こ
れ
が
直
ち
に
医
師
の
身
分
の
低
さ
を
示
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
や
や
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
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「
官
位
」
の
診
療
を
受
け
た
が
、
安
元
三
年
（
二
七
七
）
六
月
十
日
の
「
玉
葉
」
の
記
事
中
に
「
筑
紫
の
医
僧
大
善
房
を
源
中
納
言
が
つ
れ

て
き
て
灸
治
を
加
え
て
く
れ
た
、
こ
の
こ
と
は
密
々
の
こ
と
で
世
下
か
ら
種
々
の
そ
し
り
を
受
け
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
身
命
を
完
う
す
る
た

め
に
は
仕
方
が
な
い
・
・
・
…
」
と
言
う
様
な
こ
と
を
書
き
つ
け
て
い
る
。
ま
た
藤
原
定
家
は
「
明
月
記
」
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
正
月
二
四
日

の
記
事
の
中
に
「
心
寂
房
従
者
来
り
昨
日
申
時
（
午
後
四
時
）
落
命
せ
し
由
し
申
す
、
余
の
病
気
殆
ん
ど
彼
を
頼
み
と
す
、
未
だ
本
復
せ
ぬ
う

ち
に
、
此
の
事
に
遇
う
、
悲
歎
堪
え
難
し
、
今
と
な
り
て
は
頼
む
者
な
く
何
を
以
て
か
余
命
を
扶
け
ん
…
：
。
」
と
あ
り
、
彼
が
も
っ
と
も
信
頼

し
て
い
た
「
心
寂
房
」
の
死
を
悲
し
ん
で
い
る
。
兼
実
や
定
家
の
よ
う
な
地
位
の
高
い
公
家
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
た
の
が
、
「
官
医
」
で
は
な

く
民
間
の
「
医
療
僧
」
で
あ
る
こ
と
、
兼
実
の
「
玉
葉
」
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
、
「
身
命
を
完
う
す
る
た
め
に
は
：
…
」
と
言
う
よ
う
な
彼

等
へ
の
信
頼
は
、
「
仏
教
医
学
」
へ
の
信
頼
と
言
っ
て
は
過
言
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
彼
等
の
服
装
は
僧
侶
で
あ
る
か
ら
「
法
躰
姿
」
を
し
て

啄

ｑ

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
し
か
し
一
般
の
「
民
間

『
千
古

帥

医
」
は
「
東
北
院
職
人
歌
合
」
の
「
医
師
」
の
服
装
か
ら
処
る
と
別
図

霧
確

臼
の
如
き
従
七
位
下
相
当
官
の
服
装
を
し
て
い
る
。
即
ち
他
の
職
人
は

、

韓

ｊ

韓
》
鯛
鮮
純
躍
凄
睡
）
「
鯛
蕊
鶏
轆

，

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
等
が
民
間
に
在
っ
て
職
人
と
同
等
と
は
い
つ

歌

吾
色
画
《
届
く
弾
て
も
、
厳
然
と
他
ど
ぱ
塁
〈
怨
み
と
言
う
権
威
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示

一
、
《
毒
帳

昼

『

し
た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
律
令
官
制
の
遺
風
が
強
く
支
配
し

》
、
解
東

て
い
た
当
時
、
医
師
の
職
業
の
「
い
わ
れ
」
の
よ
う
な
も
の
を
、
と
ど

”
図

め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
風
俗
史
的
視
点
か
ら
見
て
も
、
こ
れ
は
興
味

．
１

：
罐
第

あ
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
実
際
の
医
療
の
と
き
は
別
で
あ
る
。
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六
、
お
わ
リ
に

鎌
倉
時
代
の
医
師
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
そ
の
「
史
的
実
態
」
を
さ
ぐ
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
概
論
的
に

は
一
応
判
っ
て
い
て
も
、
一
歩
そ
れ
を
細
か
に
究
明
し
て
い
こ
う
と
す
る
と
、
そ
の
史
料
の
少
な
い
こ
と
に
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

吾
妻
鏡
は
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
の
余
地
は
あ
る
が
、
武
家
政
治
の
中
心
地
、
鎌
倉
に
お
い
て
の
医
師
の
動
き
を
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
記
録
し

て
い
る
。
こ
れ
は
政
治
関
係
の
記
録
が
主
体
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
登
場
し
て
来
る
医
師
は
当
然
、
鎌
倉
幕
府
上
層
部
の
武
士
、
或
は
将
軍
と

そ
の
一
族
に
な
ん
ら
か
の
関
係
を
も
っ
た
か
た
ち
で
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
も
、
そ
れ
ら
を
中
核
に
し
て
視
点
を
同
心
円
的
に
拡
大
し
て
行
く
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
考
証
さ
れ
て
く
る
よ
う
に

思
う
。
私
が
此
処
に
と
り
あ
げ
た
こ
と
は
、
そ
の
ほ
ん
の
一
部
分
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
全
て
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
は
な
い
。
私
は
以
前
、
本

〈
註
二

誌
に
お
い
て
、
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
僧
侶
の
才
芸
と
し
て
の
医
療
」
と
題
し
て
、
主
と
し
て
僧
侶
の
「
医
療
従
事
」
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と

が
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
「
官
医
」
の
系
統
を
ひ
い
た
「
民
間
医
」
の
存
在
も
見
ら
れ
る
が
当
時
民
衆
に
も
っ
と
も
近
く
、
ま
た
社
会

（
註
二
）

事
業
的
な
意
義
を
も
っ
た
「
医
療
救
済
」
に
当
た
っ
た
も
の
は
「
僧
侶
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
彼
等
の
汗
景
に
「
仏
教
医
学
」
が
存
在
し
た
こ
と

は
、
無
視
で
き
な
い
事
実
の
よ
う
に
考
え
る
。

吾
妻
鏡
で
見
る
限
り
、
鎌
倉
に
下
っ
た
医
師
は
、
上
層
の
武
士
の
診
療
に
当
た
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
と
照
合

す
る
に
、
す
で
に
、
民
間
に
お
い
て
「
医
師
」
を
業
と
す
る
も
の
も
出
て
い
る
。
ま
た
「
病
草
紙
」
な
ど
の
絵
巻
な
ど
を
見
る
と
、
す
で
に
一

般
の
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
診
療
し
て
い
る
医
師
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
病
草
紙
」
は
、
そ
の
成
立
年
代
が
現
在
の
と
こ
ろ

平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
頭
と
言
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
風
俗
的
な
面
か
ら
の
考
証
の
史
料
と
し
て
使
用
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

旧
来
の
医
史
学
的
研
究
が
文
献
、
古
文
書
の
新
発
見
に
努
力
を
注
ぐ
割
り
合
い
に
は
、
絵
画
史
料
の
発
見
や
既
存
の
絵
巻
等
へ
の
究
明
に
不

充
分
な
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
こ
れ
ら
と
あ
わ
せ
た
多
面
的
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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註註
二一

3 2 1

主
題
の
本
旨
か
ら
多
少
逸
脱
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
吾
妻
鏡
の
記
事
を
考
証
し
、
更
に
関
連
史
料
を
み
る
と
律
令
官
制
に
も
と
づ
い
て
養
成
さ

れ
た
「
医
師
」
も
時
代
が
た
つ
と
、
直
接
「
官
医
」
と
し
て
宮
廷
に
直
結
で
き
る
の
は
、
そ
の
主
流
の
ご
く
一
部
で
他
の
派
生
的
存
在
の
も
の

は
、
鎌
倉
に
下
向
し
た
り
、
或
は
民
間
医
と
し
て
民
衆
に
接
し
た
ら
し
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
数
が
少
い
こ
と
、
そ
の
根
源
に
「
官
医
」
の

意
識
が
強
く
残
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
絵
画
史
料
に
見
る
彼
等
の
服
装
が
、
如
実
に
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
民
間
に
在
っ
た
医
師
と
し
て
は
、
「
僧
侶
系
」
の
も
の
と
「
官
医
系
」
の
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
抜
歯
の
如
き
技
能
的
な
も

の
は
別
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
「
官
医
系
」
の
医
師
に
は
、
僧
侶
と
は
異
な
り
「
医
療
」
を
救
済
と
見
る
思
想
は
ま
だ
芽
生
え
て

い
な
い
。
「
医
」
を
「
聖
職
」
と
見
る
よ
り
「
貴
職
」
と
見
た
よ
う
に
考
え
た
方
が
良
い
と
思
う
。

参
考
文
献

鎌
倉
時
代
医
学
史
の
研
究
服
部
敏
良
氏
著

吾
妻
鏡
Ｉ
国
史
大
系
ｌ
吉
川
弘
文
館

鎌
倉
市
史
Ｉ
総
説
編

註
日
本
医
史
学
雑
誌
第
十
七
巻
第
三
号

北
山
十
八
間
戸
（
奈
良
市
川
上
町
字
坂
の
上
）
忍
性
が
西
大
寺
に
い
た
頃
経
営
し
た
と
の
説
あ
り
。
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一
、
は
じ
め
に

能
登
の
守
護
畠
山
氏
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
日
置
謙
氏
編
の
『
改
訂
石
川
県
史
』
編
制
幸
雫
幽
、
米
原
正
義
氏
の
『
能
登
畠
山
氏
の
文

芸
』
一
・
二
（
掴
李
誰
耀
癖
鏡
伝
斗
審
嗜
却
亨
二
）
な
ど
、
先
学
の
少
な
か
ら
ぬ
研
究
業
績
が
あ
る
。
前
者
は
歴
代
畠
山
氏
を
政
治
・
外
交
を
主
体
に
、
豊

富
な
史
料
を
網
羅
し
、
総
合
的
に
捉
え
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
能
登
畠
山
氏
全
盛
期
の
文
芸
を
、
義
忠
・
義
統
な
ど
歴
代
当
主
の
文
芸
を
列

挙
し
な
が
ら
も
、
と
く
に
「
義
総
及
び
そ
の
被
官
人
と
い
う
窓
か
ら
眺
め
た
」
も
の
で
あ
り
、
地
方
武
士
文
芸
伝
播
・
興
隆
の
様
相
に
つ
い
て

歌
道
を
巾
心
に
書
き
纒
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
何
づ
れ
も
明
断
な
研
究
を
見
る
。

と
こ
ろ
が
、
義
綱
の
医
道
伝
受
に
つ
い
て
は
、
残
存
史
料
の
些
少
と
相
俟
っ
て
、
未
だ
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
僅
か
に
、

日
置
氏
が
前
掲
『
改
訂
石
川
県
史
』
に
於
い
て
、
義
細
動
静
の
説
明
上
、
部
分
的
に
こ
の
面
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
だ
が
、

こ
れ
は
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
と
は
言
い
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
小
論
で
は
、
す
で
は
第
七
士
一
同
日
本
医
史
学
会

総
会
講
演
論
旨
で
若
干
触
れ
て
き
た
「
戦
国
武
将
の
医
学
意
識
と
医
道
伝
授
」
緬
悸
嘔
麺
誇
圭
毒
と
の
意
味
合
い
を
兼
ね
て
、
新
史
料
・
未
発
表

史
料
の
駆
使
に
よ
り
義
綱
医
道
伝
受
の
事
実
を
証
明
し
、
次
に
伝
受
の
背
景
と
影
響
、
及
び
伝
受
者
曲
直
獺
一
渓
道
三
と
義
綱
交
誼
の
状
況
を

詳
述
し
、
そ
の
上
で
、
伝
受
の
意
味
に
つ
い
て
思
考
す
る
と
こ
ろ
を
纒
め
て
み
た
い
。

原
著

畠
山
義

綱

と
医
道
伝
受
(一）

譲
轤
羅
瞬
鐸
獄
一
罐
鵬
調
四
十
七
年
九
月
一
一
十
六
日
受
付

宮

本
義
己
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な
お
、
義
綱
に
関
し
、
ご
く
最
近
束
四
柳
史
明
氏
が
『
畠
山
義
綱
考
』
と
題
し
て
、
国
史
学
第
八
十
八
号
に
発
表
間
近
と
い
う
話
を
耳
に
し

た
。
し
か
し
、
氏
の
論
槁
は
サ
ブ
・
タ
イ
ト
ル
に
「
能
登
畠
山
氏
末
期
の
領
国
制
」
と
断
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

小
論
作
成
に
際
し
、
視
点
・
主
旨
に
於
い
て
氏
の
著
者
と
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
差
し
当
っ
て
問
題
は
な
い
と
考
え

ブ
（
》
○

二
、
義
綱
の
医
道
伝
授

畠
山
義
綱
医
道
伝
受
の
実
際
は
、
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
所
蔵
、
『
曲
直
瀬
家
文
書
』
所
収
の
『
小
乗
覚
自
養
録
紙
背
文
書
』
・
『
目
養
録
紙

（
証
几
）

背
文
書
』
に
収
録
さ
れ
る
計
十
一
通
の
当
代
第
一
流
の
文
化
人
名
医
、
曲
直
瀬
一
渓
道
三
宛
義
綱
（
義
胤
）
書
状
及
び
胤
驍
副
状
に
よ
り
確
証

（
心
身
）

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
以
下
に
こ
の
十
一
通
の
書
状
を
駆
使
し
て
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
が
、
そ
れ
に
際
し
、
ま
ず
最
初
に
こ
れ
ら
両

紙
背
文
書
の
真
偽
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

『
小
乗
覚
自
養
録
紙
背
文
書
』
・
『
Ⅲ
養
録
紙
背
文
書
』
は
、
各
々
『
小
乗
覚
自
養
録
』
・
『
自
養
録
』
の
紙
背
に
存
在
す
る
文
書
で
あ
る
。
そ

こ
で
『
小
乗
覚
自
養
録
』
及
び
『
白
養
録
』
両
文
書
に
つ
い
て
究
明
し
て
み
る
に
、
ま
ず
内
容
は
両
者
と
も
に
、
道
三
流
医
術
・
治
療
及
び
医

療
心
得
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
曲
直
獺
一
渓
道
三
の
医
道
害
と
見
倣
し
て
誤
り
あ
る
ま
い
。
次
い
で
、
こ
れ
ら
両
文
書
の
成
立
年
代
に
つ
い

て
問
題
と
な
る
が
、
『
自
養
録
』
に
は
年
月
日
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
も
の
か
ら
は
確
証
を
得
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
『
小
乗
覚
自
養
録
』

は
奥
書
に
、

右
一
般
ハ
、
道
三
自
一
申
年
一
至
二
老
衰
→

損
→
察
二
栄
衛
個
１
耗
「
和
剤
拝
‐
服
而
。

干
し
時
永
禄
十
一
戊
辰
年
六
月
廿
四
日

洛
下
雌
知
苦
斎
一
荒
静
子

労
し
神
堪
レ
精
、
栄
衛
虚
延
而
、
盛
暑
至
寒
之
時
、
諸
疾
蜂
起
而
、
臥
し
「
‐
枕
或
一
月
、
或
二
月
、
自
弁
一
臓
賄
ノ
虚

得
一
一
再
生
一
之
配
ｌ
味
也
。
潜
為
二
後
学
子
姪
《
遣
二
幡
面
一
者
也
芙
。

259



〆
、
刻
稚
１
句
」
Ｊ
膓
廿
二
Ｅ
義
綱
（
花
押
）

道
参
入
道
殿

右
記
の
書
状
に
は
、
年
号
が
記
さ
れ
て
な
い
が
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
を
収
録
す
る
『
小
乗
覚
自
養
録
紙
背
文
書
』
の
年
代
が
永

禄
十
一
年
六
月
二
十
四
日
以
前
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
「
就
一
家
中
不
慮
之
儀
託
至
一
坂
本
一
上
津
候
」
と
記
さ
れ
る
か
ら
、
畠
山
氏
の
内
証
が
激

（
３
）

化
し
、
八
代
俊
盛
・
長
続
連
・
遊
佐
続
光
ら
の
怡
頭
に
よ
り
、
重
臣
間
の
合
議
に
よ
っ
て
当
主
で
あ
る
義
綱
、
及
び
そ
の
父
義
続
が
追
放
さ

（
４
）

れ
、
姻
戚
で
あ
る
近
江
六
角
氏
を
頼
っ
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
永
禄
十
年
と
推
定
さ
れ
る
。
宛
所
に
「
道
参
入
道
殿
」
と
あ

る
の
は
、
当
世
第
一
流
の
文
化
人
で
あ
り
名
医
で
あ
る
、
曲
直
瀬
一
渓
道
三
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
状
記
事
に
道
二
一
の
「
三
」
を
「
参
」
と

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
端
書
に
「
小
乗
覚
自
養
録
錐
知
苦
斎
道
三
著
」
と
あ
る
。
筆
蹟
・
花
押
は
と
も
に
、
一
渓
道
三
の
も
の
に
相

違
な
い
。
し
た
が
っ
て
右
の
奥
書
に
よ
り
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
六
月
二
十
四
日
、
当
時
六
十
一
歳
で
あ
っ
た
「
雛
知
苦
斎
煮
静
子
」

つ
ま
り
曲
直
瀬
一
渓
道
三
が
後
学
の
子
孫
の
た
め
に
、
京
都
に
お
い
て
筆
録
し
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
前
の
『
自
養
録
』
も
、
内
容
的
に
は
ほ
と
ん
ど
こ
れ
に
変
わ
ら
ず
、
筆
蹟
も
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
筆
録
年
代
は
『
小
乗
覚
自
養

録
』
に
異
な
ら
ず
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
る
に
、
こ
れ
に
よ
り
両
文
書
の
紙
背
に
収
録
さ
れ
る
書
状
年
代
も
、
当
然
、

一
方
が
永
禄
十
一
年
六
月
二
十
四
日
以
前
と
な
り
、
他
方
も
そ
れ
に
近
い
年
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
内
容
、
成
立
年

代
、
筆
蹟
・
花
押
の
吟
味
か
ら
、
両
紙
背
文
書
の
信
逓
性
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
て
、
義
綱
が
一
渓
道
三
よ
り
、
医
道
の
奥
儀
を
伝
受
し
た
事
実
は
、
管
見
の
限
り
、
『
小
乗
覚
自
養
録
紙
背
文
書
』
所
収
の
次
に
あ
げ
る

書
状
記
事
に
表
わ
れ
て
い
る
の
が
初
見
で
あ
る
。
以
下
、
『
小
乗
覚
自
養
録
紙
背
文
書
』
・
『
自
養
録
紙
背
文
書
』
所
収
書
状
は
、
第
一
号
（
仮

称
）
よ
り
第
十
一
号
ま
で
、
す
べ
て
は
じ
め
に
全
文
を
掲
載
し
、
必
要
に
応
じ
て
逐
次
利
用
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

第
一
号
（
『
小
乗
覚
自
養
録
紙
背
文
書
』
）

就
二
家
中
不
慮
之
儀
→
至
二
坂
本
一
上
津
候
。
冊
、

煩
候
。
猶
富
来
小
次
郎
可
レ
申
候
。
恐
為
謹
言
。

（
永
禄
十
年
）
卯
月
廿
二
日

連
を
申
談
候
医
道
之
儀
、
此
度
於
二
相
伝
一
者
、
入
魂
之
筋
目
、
可
レ
為
二
祝
着
一
候
。
将
亦
、
近
日
中
気
相
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記
し
て
い
る
の
は
、
以
後
の
義
綱
言
い

交
信
が
未
だ
浅
か
っ
た
故
で
あ
ろ
う
。

以
後
の
義
綱
書
状

さ
て
、
こ
の
書
状
に
よ
れ
ば
、
「
連
々
申
談
候
医
道
之
儀
、
此
度
於
一
和
伝
］
者
」
と
見
え
、
義
細
が
、
先
頃
か
ら
た
び
た
び
申
し
諸
う
て
い

た
医
道
秘
伝
を
こ
の
時
期
、
す
な
わ
ち
永
禄
十
年
（
推
定
）
四
月
二
十
二
日
ま
で
に
、
す
で
に
め
で
た
く
相
伝
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同

時
に
ま
た
「
入
魂
之
筋
目
、
可
レ
為
二
祝
着
一
候
」
と
あ
り
、
義
綱
が
こ
れ
ま
で
の
一
渓
道
三
と
の
交
誼
を
、
よ
り
一
層
親
密
に
し
て
い
こ
う
と

す
る
心
中
で
あ
る
の
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
５
）

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
の
曲
直
瀬
一
渓
道
三
は
、
将
軍
足
利
義
輝
を
媒
介
と
し
て
、
す
で
に
安
芸
の
有
力
戦
国
大
名
毛
利
元
就
一
族
、
幕
府

（
６
）

と
の
密
接
な
関
係
を
保
持
し
て
い
た
大
和
の
松
永
久
秀
他
の
有
力
諸
武
将
と
親
密
な
交
渉
を
有
し
て
い
る
。
が
こ
れ
に
よ
り
、
彼
が
永
禄
十
年

代
に
、
能
登
の
大
名
畠
山
義
綱
と
も
交
誼
の
あ
っ
た
の
が
知
ら
れ
る
。
恐
ら
く
こ
れ
も
、
毛
利
・
松
永
な
ど
諸
武
将
の
例
に
漏
れ
ず
、
永
禄
四

年
（
推
定
）
六
月
二
十
九
Ｈ
付
、
畠
山
次
郎
（
義
綱
）
宛
足
利
義
輝
御
内
害
（
『
御
内
耆
案
』
）
に
確
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
幕
府
と
の
親
交
を
有

（
７
）

し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
多
少
を
問
わ
ず
、
義
輝
を
媒
介
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
義
綱
の
医
道
伝
受
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
じ
主
旨
で
送
ら
れ
た
、
以
下
に
あ
げ
る
三
通
の
一
渓
道
三
宛
義
綱
書
状
に
よ
っ
て
も
明

白
日
予
主
の
ブ
Ｃ
Ｏ

第
二
号
（
『
小
乗
覚
自
養
録
紙
背
文
書
』
）

今
度
、
養
生
之
次
第
申
候
処
、
種
々
懇
情
、
誠
不
し
始
レ
今
儀
、
難
し
尽
一
筆
紙
一
候
・
諸
口
相
調
候
条
、
近
日
令
二
入
国
一
候
。
如
二
本
意
一
候
上
、
祝
着
之
旨
、

可
二
申
論
一
之
儀
、
此
瑚
医
道
奥
儀
於
二
伝
受
一
省
、
別
而
、
可
レ
令
一
満
足
一
候
・
併
偏
頼
入
候
。
委
細
冨
来
小
次
郎
申
含
候
。
恐
々
謹
言
。

（
永
緑
十
年
）
卯
月
廿
八
日
義
綱
（
花
押
）

道
三
入
道
殿

第
三
号
（
『
小
乗
覚
自
養
録
紙
背
文
書
己

（
注
）

就
二
医
道
伝
受
之
儀
一
以
一
二
書
一
申
候
。
宴
相
煩
之
通
、
如
レ
此
候
間
、
令
二
平
愈
一
候
様
、
一
を
懇
註
到
来
候
者
、
可
し
為
一
説
着
一
候
。
毎
度
無
心
之
儀
、

に
こ
れ
と
同
じ
く
す
る
記
載
が
全
く
な
い
こ
と
か
ら
推
量
し
て
、
両
者
交
誼
の
当
初
で
あ
り
、
相
互
の
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右
に
あ
げ
た
三
通
の
圭
白
状
は
、
何
づ
れ
も
、
義
綱
が
一
渓
道
三
宛
て
に
「
医
道
伝
受
」
の
謝
意
を
表
し
て
送
っ
た
書
状
で
あ
る
。
こ
う
し
た

再
三
・
再
四
に
渡
る
義
綱
の
礼
状
は
、
第
一
号
に
「
入
魂
之
筋
目
、
可
レ
為
二
祝
着
一
候
」
、
第
一
一
号
に
「
別
而
、
可
レ
令
二
満
足
｜
候
」
、
第
三
号
に

（
必
力
）

「
可
レ
為
二
祝
着
し
候
」
、
第
四
号
に
「
誠
以
懇
情
之
至
、
難
し
尽
二
筆
紙
一
侯
。
如
二
祝
着
一
侯
旨
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
み
て
も
、

こ
の
上
な
く
嬉
し
が
っ
て
い
る
義
綱
の
心
中
を
語
っ
て
余
り
あ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
こ
と
に
第
二
一
号
書
状
に
、
「
価
乍
二
軽
少
『
黄
金
弐
両
相
送

候
」
と
見
え
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
は
先
の
断
り
書
き
に
「
毎
度
無
心
之
儀
、
不
し
及
二
是
非
一
候
」
（
第
三
号
）
と
あ
る
と
お
り
、

種
々
の
医
療
処
方
に
対
す
る
謝
礼
を
も
含
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
医
療
処
方
の
教
示
、
こ
と
に
医
道
伝
受
に
対
す
る
代
価
と
し
て
、
黄
金
二

両
で
酬
い
て
い
る
実
例
と
し
て
意
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
第
二
一
号
書
状
に
、
医
道
伝
受
に
つ
い
て
「
篁
相
煩
之
通
、
如
レ
此
候
間
、
令
二
平
愈
｜
候
様
、
一
々
懇
註
到
来
候
者
、
可
レ
為
二
祝
着
一
候
」

と
見
え
、
絶
え
間
な
く
襲
っ
て
く
る
煩
い
完
治
の
た
め
、
円
ら
治
療
の
実
践
が
で
き
う
る
よ
う
、
注
釈
書
の
送
付
を
依
頼
し
て
い
る
の
が
知
ら

れ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
道
三
一
の
聿
日
状
に
よ
り
、
義
綱
医
道
伝
受
の
事
実
が
確
証
さ
れ
た
こ
と
と
思
っ
。
だ
が
、
こ
の
と
き
に
一
渓
道
三
よ

り
義
綱
に
授
け
ら
れ
た
医
道
奥
儀
相
伝
害
は
、
現
時
点
で
は
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
正
確
な
内
容
は
把
握
で
き
な
い
。
た
だ
こ
の
第
三
号
書
状

を
見
た
限
り
で
は
、
相
伝
書
は
か
な
り
難
解
で
あ
っ
た
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
義
細
は
、
「
懇
註
」
つ
ま
り
注
釈
書
を
伝
授
者
一

第
四
号
（
『
小
乗
覚
自
養
録
紙
背
文
書
』
）

就
二
今
度
相
煩
司
至
レ
干
二
坂
本
計
被
二
相
下
一
候
・

小
次
郎
可
レ
申
候
。
恐
々
謹
言
。

不
し
及
二
是
非
一
候
。
価
乍
二
軽
少
「
黄
金
弐
両
相
送
候
。
恐
々
謹
言
。

（
永
敵
十
年
）
五
月
三
日

（
永
禄
十
年
）
五
月
廿
六
日

（
必
力
）

殊
医
道
伝
受
、
誠
以
懇
情
之
至
、
難
し
尽
一
筆
紙
一
候
。
如
二
祝
着
一
侯
旨
、
従
し
国
可
二
申
上
一
候
。
猶
冨
来

義
綱
（
花
押
）

道
三
入
道
殿

義
綱
（
花
押
）

道
三
入
道
殿
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渓
道
三
に
要
請
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
に
記
載
さ
れ
る
「
懇
註
」
霊
権
号
）
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
こ
れ
も
や
は
り
現
存
し

な
い
た
め
、
明
ら
か
で
な
い
。
恐
ら
く
、
後
に
述
べ
る
「
手
日
記
」
の
よ
う
な
形
式
を
と
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
義
綱
医
道
伝

受
書
の
難
解
さ
は
、
同
じ
く
一
渓
逆
三
が
こ
れ
よ
り
先
、
永
禄
九
年
（
推
定
）
春
に
、
安
芸
の
戦
国
大
名
毛
利
元
就
に
与
え
た
医
道
秘
伝
相
伝

書
で
あ
る
『
雲
陣
夜
話
補
遺
秘
伝
』
緬
恥
帳
建
の
例
に
よ
っ
て
も
、
幾
分
と
も
納
得
さ
れ
よ
う
。

こ
こ
に
そ
の
大
略
を
述
べ
て
み
る
と
、
ま
ず
首
題
に
「
雲
陣
夜
話
補
遺
秘
伝
一
渓
嬰
撰
」
と
記
さ
れ
、
そ
し
て
奥
耆
に
は
、

右
例
縄
ハ
、
千
治
万
療
之
通
格
也
。
後
学
宜
請
し
之
而
莫
レ
慢
。
元
就
公
依
二
御
懇
望
→
於
二
雲
肋
嶋
根
陣
中
「
編
．
録
之
→

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
「
疫
富
門
」
・
「
瘡
疾
門
」
・
「
泄
潟
門
」
・
「
痢
病
門
」
・
「
淋
病
門
」
・
「
眼
病
門
」
・
「
頌
痛
門
」
・
「
腹
痛
門
」
の
八

カ
門
と
「
雑
方
」
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
各
門
に
は
、
疾
病
誘
引
の
琿
由
、
及
び
そ
の
撲
滅
法
、
治
療
薬
の
使
用
法
及
び
効
能
な

（
８
）

ど
が
簡
潔
に
、
し
か
も
か
な
り
専
門
的
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
渓
道
三
が
嗣
子
や
門
人
に
与
え
た
医
道
相
伝
言
と
比
較
し
て
み
た
場

合
に
、
医
師
・
医
療
心
得
を
除
い
て
、
内
容
的
に
さ
ほ
ど
見
劣
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
う
し
た
伝
授
書
は
、
戦
術
・
戦
略
・

政
道
を
専
ら
と
す
る
、
戦
国
武
将
で
あ
る
元
就
に
と
っ
て
、
如
何
に
関
心
が
深
か
っ
た
と
は
言
え
、
甚
だ
解
読
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
に
ち

恐
ら
く
こ
の
点
で
、
義
綱
に
授
け
ら
れ
た
医
道
相
伝
書
は
、
「
元
就
公
依
二
御
懇
望
一
」
っ
た
の
に
端
を
発
し
て
い
る
元
就
の
そ
れ
に
対
照
し
、

「
連
々
申
淡
候
医
迫
之
儀
」
雲
提
号
）
と
や
は
り
幾
度
も
依
頼
し
た
結
果
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
同
じ
経
緯
を
辿
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
両

者
と
も
に
当
世
に
名
を
留
め
た
著
名
大
名
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
相
伝
年
代
が
両
者
と
も
に
さ
し
た
る
隔
た
り
の
な
い
こ
と
な
ど
、
伝
受
の

条
件
・
契
機
（
後
節
に
詳
述
す
）
に
か
な
り
の
類
似
性
が
み
ら
れ
る
か
ら
、
や
は
り
、
元
就
の
伝
受
書
と
同
様
に
難
解
で
あ
っ
た
よ
う
に
傍
証

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
難
解
さ
は
、
元
就
の
例
が
「
後
学
宜
請
し
之
而
莫
レ
慢
」
蒜
緬
錘
罎
醇
蓼
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
毛
利
氏
に

臣
侍
す
る
医
師
を
対
象
と
し
て
筆
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
み
た
場
合
に
、
義
綱
医
道
相
伝
書
の
そ
れ
も
、
こ
れ
と
同
様
、
彼
の
家
臣

（
侍
医
）
を
対
象
と
意
図
さ
れ
た
の
に
基
囚
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
何
づ
れ
に
せ
よ
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

が
い
な
い
。
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が
あ
る
。

一
渓
道
一
一
よ
り
義
綱
に
授
け
ら
れ
た
医
道
相
伝
書
が
見
当
た
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
出
な
い
。

以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
通
の
聿
日
状
に
よ
り
、
義
細
が
一
渓
道
三
よ
り
医
道
奥
儀
を
相
伝
し
た
事
実
に
つ
い
て
は
、

傍
証
さ
れ
得
た
こ
と
と
忠
っ
。
ま
た
推
測
で
は
あ
っ
た
が
、
相
伝
聿
日
の
内
容
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、

得
た
範
囲
で
証
明
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
義
細
医
辿
伝
受
沓
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
は
な
し
難
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
な
書
状
記
事

第
七
号
（
『
自
養
録
紙
背
文
書
』
）

第
六
号
（
『
自
養
録
紙
背
文
書
』
）

第
五
号
（
『
自
養
録
紙
背
文
書
』
）

（
力
）

追
巾
申
候
。
価
譲
月
廿
六
日
此
ヨ
リ
、
推
病
相
煩
、
一
日
ハ
サ
メ
ニ
相
発
嵯
灸
・
其
外
薬
等
、
不
し
及
レ
申
注
月
候
．
如
何
可
し
有
し
之
騰
．
以
二
分

別
一
薬
方
之
儀
、
住
進
候
者
、
可
レ
為
一
喜
悦
一
候
・
丼
灸
所
之
儀
モ
記
、
能
々
可
レ
被
一
相
下
一
候
。
別
而
頼
入
候
。
恐
禽
善
一
戸
。

（
永
禄
十
一
年
）
五
月
六
日

義
綱
（
花
押
）

道
三
入
道
殿

（
信
長
）

公
方
様
御
入
洛
之
儀
、
織
田
尾
張
守
以
二
馳
走
一
早
速
被
し
属
二
御
本
意
一
之
段
、
珍
重
候
。
就
レ
其
、
為
二
御
礼
儀
『
被
し
為
し
指
．
上
使
僧
一
候
。
価
而
、
江

南
・
北
井
京
都
南
方
之
様
子
、
於
二
御
注
進
一
者
、
可
レ
為
二
祝
着
一
由
候
。
将
又
、
御
薬
之
方
之
儀
、
具
一
々
被
二
相
注
→
可
レ
被
二
下
置
一
候
。
別
而
被
二
頼
入
一

候
由
、
被
し
成
二
御
言
一
候
。
猶
相
意
得
可
二
申
入
一
旨
候
。
恐
々
謹
言
。

（
永
禄
十
一
年
）
（
富
来
）

十
月
廿
六
日

胤
盛
（
花
押
）

（
信
長
）

公
方
様
御
入
洛
之
儀
、
織
田
尾
張
守
以
二
馳
走
→
早
速
被
し
属
二
御
本
意
一
候
段
、
珍
重
。
誠
天
下
之
名
誉
候
。
就
レ
其
、
為
二
礼
儀
一
為
し
指
．
上
使
僧
一
候
。
価

江
南
・
北
井
京
都
南
方
之
様
子
、
一
々
以
二
一
言
一
注
進
、
可
二
悦
入
一
候
・
将
又
、
近
日
相
煩
候
。
次
小
児
之
方
儀
、
此
手
Ｈ
記
之
趣
、
写
到
来
候
者
、

可
レ
為
二
祝
若
一
候
。
偏
頼
入
候
。
委
細
富
来
小
次
郎
可
レ
申
候
。
恐
を
謹
言
。

（
永
禄
十
一
年
）
十
月
什
六
日

義
胤
（
花
押
）

道
三
入
道
殿

明
確
に

要
領
を
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頼
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
右
記
し
て
き
坐

右
記
し
て
き
た

右
に
記
し
た
第
五
号
・
第
六
号
書
状
は
、
何
づ
れ
も
一
渓
道
三
に
宛
て
た
義
綱
書
状
で
あ
る
。
第
六
号
の
差
出
人
書
に
「
義
胤
」
と
見
え
る

（
９
）

の
は
、
義
綱
の
義
胤
改
名
後
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
第
七
号
書
状
は
同
じ
く
一
渓
道
三
宛
の
胤
盛
副
状
で
あ
る
。
こ
れ
の
差
出
人
傘
稚
号
）
に

「
胤
盛
」
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
掲
げ
て
き
た
、
全
て
の
一
渓
道
三
宛
義
綱
（
義
胤
）
書
状
に
副
状
を
出
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
、

富
来
小
次
郎
の
こ
と
で
あ
る
。
富
来
小
次
郎
胤
盛
は
義
綱
の
近
臣
で
、
使
者
と
な
り
、
絶
え
ず
一
渓
道
三
居
住
の
京
都
（
上
京
）
と
近
江
、
あ

る
い
は
能
登
（
七
尾
ヵ
）
の
間
を
往
来
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
じ
め
て
彼
の
名
が
胤
盛
と
で
て
く
る
の
は
、
主
筋
で
あ
る
義
綱

の
改
名
に
倣
っ
て
、
こ
れ
を
称
し
は
じ
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
こ
れ
ら
三
通
の
書
状
に
つ
い
て
、
そ
の
年
代
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
第
五
号
は
、
「
追
而
申
候
」
と
見
え
、
後
に

述
べ
る
第
九
号
耆
状
と
同
日
付
追
加
の
も
の
で
、
義
綱
の
能
登
入
国
戦
時
に
該
当
す
る
か
ら
、
永
禄
十
一
年
と
推
定
さ
れ
る
。
第
六
・
七
号
書

（
足
利
義
昭
）
（
信
長
）

状
は
、
「
公
方
様
御
入
洛
之
儀
、
織
田
尾
張
守
以
二
馳
走
《
早
速
被
し
属
二
御
本
意
一
候
段
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
信
長
上
洛
年
時
の
も
の
で
あ
る

か
ら
、
第
五
号
と
同
じ
く
、
や
は
り
永
禄
十
一
年
の
も
の
と
見
倣
し
て
誤
り
な
か
ろ
う
。

さ
て
、
右
に
あ
げ
た
書
状
に
よ
れ
ば
、
第
五
号
書
状
に
瘡
病
を
煩
っ
た
義
細
が
、
一
日
お
き
連
続
的
に
襲
っ
て
く
る
発
作
に
、
灸
・
薬
な
ど

の
治
療
を
施
し
た
が
効
果
な
く
、
治
癒
の
方
法
が
見
出
せ
な
い
。
そ
こ
で
改
め
て
彼
が
一
渓
道
三
に
、
「
以
二
分
別
一
薬
方
之
儀
、
注
進
候
者
、

可
レ
為
二
喜
悦
一
候
」
、
「
灸
所
之
儀
モ
記
、
能
々
可
レ
被
二
相
下
一
候
」
と
新
た
に
、
治
療
処
方
の
教
示
を
依
頼
し
て
い
る
の
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に

第
六
号
書
状
に
は
「
小
児
方
之
儀
、
此
手
Ｈ
記
之
趣
、
写
到
来
候
者
、
可
レ
為
二
祝
著
一
候
」
と
あ
り
、
次
い
で
こ
れ
の
副
状
で
あ
る
第
七
号
に

「
御
薬
方
之
儀
、
具
一
々
被
二
相
注
司
可
レ
被
二
下
置
一
候
」
と
見
え
て
、
小
児
方
に
つ
い
て
一
渓
道
三
に
薬
方
の
指
示
を
仰
ぎ
、
そ
の
解
答
を
依

、
こ
れ
ら
第
六
・
七
号
書
状
に
み
え
る
「
手
日
記
」
と
は
次
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

道
三
入
道
殿参

御
宿
所

265 ﾛ



（
胤
盛
）

右
記
の
手
日
記
は
、
前
の
第
七
号
書
状
に
「
委
細
富
来
小
次
郎
申
候
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
義
綱
（
義
胤
）
の
命
を
受
け
、
富
来
小
次
郎

胤
盛
が
一
渓
道
二
一
に
進
呈
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
て
八
カ
条
か
ら
成
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
疲
労
、
衰
弱
、
下
痢
、
養
生
、
原
因
不
明
の

疾
、
小
・
大
便
通
異
常
、
瘡
痘
、
小
児
高
熱
な
ど
の
諸
疾
病
治
療
の
際
に
、
必
要
な
薬
方
に
つ
い
て
妃
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
此
薬
方
之
事
、

注
被
二
下
置
一
候
ハ
、
可
レ
為
御
祝
著
一
之
由
」
と
調
薬
の
方
法
あ
る
い
は
そ
の
効
能
を
指
摘
し
、
書
き
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
た
も
の
で

あ
る
。
し
か
も
「
小
児
之
方
之
儀
」
霊
椎
号
）
と
あ
り
、
言
つ
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
各
条
項
に
記
さ
れ
る
疾
病
は
何
づ
れ
も
小
児
方
に
類
す
る

病
名
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
時
期
の
小
児
方
は
、
従
来
の
成
果
を
基
に
、
盛
ん
な
研
究
が
試
み
ら
れ
、
こ
れ
を
専
門
と
す
る
医
家
の
出
現
に
よ
っ
て
、

第
八
号
（
『
自
養
録
紙
背
文
書
』
）

一
、
小
児
甚
熱
気
御
入
候
て
、
御
煩
之
時
、
御
薬
之
事
。

此
薬
之
方
之
事
、
注
被
二
下
置
一
候
ハ
、
可
レ
為
二
御
祝
著
一
之
由
、
相
意
得
可
し
申
旨
候
。

（
永
禄
十
一
年
）
（
胤
盛
）

十
月
廿
六
日

富
来

一
、
府
之
か
た
、
御
薬
之
事
。

一
、
何
共
不
レ
被
二
相
見
分
→
袷

（
御
力
）

一
、
御
痢
小
便
治
る
時
之
薬
一

一
、
瘡
痘
之
方
、
御
薬
之
事
。

婿
之
か
た
、
御
薬
之
事
。

何
共
不
レ
被
二
相
見
分
→
御

一
、
近
日
御
労
屈
故
候
哉
。

一
、
小
児
御
煩
、
泄
潟
留
上

一
、
不
断
御
養
生
薬
之
事
。

近
日
御
労
屈
故
候
哉
。

道
三
入
道
殿

ぬ
か
み
候
て
、
御
煩
候
時
之
御
薬
之
事
。

（
御
力
）

御
痢
小
便
治
る
時
之
薬
之
事
。

一
国
諸
事
、
御
退
屈
之
方
、
丼
揺
事
之
方
無
し
之
候
。
其
か
た
御
薬
之
事
。

小
児
御
煩
、
泄
潟
留
か
た
き
時
、
御
薬
之
事
。

手
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（
永
線
）

日
置
氏
は
、
義
綱
の
医
道
伝
受
に
つ
い
て
「
義
胤
の
道
三
に
与
へ
た
る
十
一
年
十
月
の
状
に
就
い
て
見
る
に
、
何
れ
も
疾
病
に
よ
り
医
道
の

伝
受
を
請
い
た
る
も
の
に
し
て
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
氏
の
論
拠
は
多
少
と
も
疑
問
の
余
地
を
残
す
も
の
で
あ
り
、
暖

昧
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
ま
ず
第
一
に
、
氏
が
医
道
伝
受
の
史
料
と
し
て
指
摘
す
る
、
永
禄
十
一
年
十
月
中
の
一
渓
道
三
宛

義
胤
（
義
綱
）
書
状
に
は
、
何
づ
れ
に
も
、
そ
の
記
す
る
と
こ
ろ
の
「
医
道
の
伝
受
」
に
つ
い
て
は
、
何
ら
の
記
載
も
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
、

す
で
に
小
論
で
引
用
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
義
胤
が
「
小
児
之
方
」
に
つ
き
、
「
手
日
記
」
に
ま
と
め
て
こ
れ
を
一
渓
道
三
に
送
り
、
治
療
の

シ

つ
C

以
上
、
義
綱
が
一
渓
道
三
よ
り
教
示
さ
れ
た
（
あ
る
い
は
教
示
の
依
頼
を
し
た
）
疾
病
治
療
法
に
つ
い
て
、
調
薬
方
法
の
依
頼
書
で
あ
る

『
手
日
記
』
露
八
）
を
中
心
と
し
た
第
六
・
七
号
書
状
の
駆
使
に
よ
り
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
が
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
義
綱
医
道
奥
儀
相

伝
言
の
内
容
推
測
・
吟
味
上
、
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
り
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
義
綱
（
義
胤
）
の
医
道
奥
儀
相
伝
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
義
綱
考
の
一
部
と
し
て
、
日
置
謙
氏
が
、
『
改
訂
万
川
県
史
』
需
訓
輻
轆
和
）

に
於
い
て
指
摘
さ
れ
た
先
例
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
氏
の
見
解
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
引
用
し
、
そ
の
論
考
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ

よ
り
一
層
専
門
と
し
て
分
科
し
て
い
く
傾
向
を
辿
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
『
家
診
方
』
・
『
家
伝
小
児
方
』
・
『
暹
齢
小
児
方
』
な
ど

（
、
）

の
専
門
書
の
輩
出
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
と
に
『
暹
齢
小
児
方
』
鑑
謝
麸
峠
垂
跨
鰡
書
）
は
、
永
禄
九
年
の
奥
書
が
あ

り
、
一
渓
道
三
の
著
作
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
小
児
に
つ
い
て
の
も
の
で
、
そ
れ
の
養
生
及
び
治
療
の
次
第
を
論
じ
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
義
綱
が
一
渓
道
三
よ
り
教
示
さ
れ
た
「
小
児
方
」
に
関
す
る
薬
方
（
調
薬
の
方
法
）
が
、
義
綱
の
も
と
に
送
付
さ
れ

て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
内
容
は
、
彼
が
一
渓
道
三
に
、
小
児
方
の
薬
の
処
方
教
示
を
依
頼
し
て
い
る
時
期
が
、
永
禄
十
一
年
で
、
こ
の
著
述
の

成
っ
た
僅
か
二
年
後
の
こ
と
で
あ
る
の
を
考
慮
し
て
み
た
場
合
に
、
恐
ら
く
こ
の
著
書
、
つ
ま
り
『
遼
齢
小
児
方
』
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
義
綱
の
手
日
記
に
よ
る
依
頼
に
答
え
た
一
渓
道
三
の
小
児
方
薬
方
注
釈
書
が
、
管
見
の
範
囲
で
は
見
当
た
ら
ず
、
明
確

に
は
さ
れ
が
た
い
ぐ
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指
示
を
仰
ぎ
、
施
薬
の
処
方
を
依
頼
し
て
い
る
模
様
が
記
さ
れ
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
氏
は
「
手
日
記
」
と
記
載
さ
れ
る
義
胤
（
義

綱
）
書
状
論
語
第
）
記
事
を
根
拠
に
し
て
、
こ
れ
を
医
道
伝
受
と
見
倣
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
義
綱
の
医
道
伝
受
は
こ
れ
よ
り
前
、
し
か
も
こ
の

事
項
と
は
別
に
、
す
で
に
永
禄
十
年
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
明
ら
か
に
異
な
る
。
こ
の
点
は
、
す
で
に
小
論
で
、
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で

の
書
状
を
取
り
上
げ
、
義
綱
医
道
奥
儀
相
伝
の
記
事
に
つ
い
て
考
証
し
て
き
た
か
ら
、
明
白
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
理
由
に
よ
り
、
日

置
氏
の
指
摘
す
る
義
綱
の
医
道
伝
受
と
は
、
治
療
処
方
な
の
で
あ
り
、
奥
儀
伝
授
と
は
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
当
を
得
た
見

解
と
し
て
は
納
得
さ
れ
難
く
、
幾
分
、
的
確
さ
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
『
小
乗
覚
自
養
録
紙
背
文
書
』
・
『
自
養
録
紙
背
文
書
』
に
は
、
義
綱
（
義
胤
）
・
胤
盛
書
状
の
ほ
か
、
毛
利
隆
元
・
総
芸
・
安
藤
守
就
・
小
早
川
隆

（
専
力
）

景
・
倹
斎
・
蜂
屋
頼
隆
・
房
兼
・
豐
心
・
光
善
寺
珍
充
ら
の
書
状
も
含
ま
れ
、
総
数
は
二
十
一
通
を
数
え
る
。

（
３
）
こ
の
時
期
、
つ
ま
り
永
禄
九
年
か
ら
十
年
初
頭
に
か
け
て
の
能
登
皇
山
氏
の
内
乱
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
、
史
料
些
少
で
あ
り
詳
細
は
明
ら
か

で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
義
綱
能
登
追
放
が
如
何
な
る
権
力
に
依
っ
た
も
の
か
決
定
し
が
た
い
。
義
隆
擁
立
説
が
あ
る
命
岫
嬬
埜
叡
が
、
こ
れ
も
義

隆
の
存
在
そ
の
も
の
が
未
だ
分
明
で
な
く
、
明
確
な
事
実
と
し
て
捉
え
る
に
は
疑
問
が
残
る
。

（
４
）
義
綱
及
び
徳
祐
（
義
続
）
能
登
追
放
年
時
は
、
正
確
に
は
論
じ
え
な
い
ま
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
「
へ
驍
八
土
麓
諭
鱸
零
）
と
さ

（
藤
長
）

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
足
利
義
昭
の
入
溶
援
助
督
促
に
対
し
て
発
行
さ
れ
た
、
義
綱
の
一
色
式
部
少
輔
・
和
田
伊
賀
守
・
三
淵
弾
正
左
衛
門
尉
宛
永
禄

九
年
（
推
定
）
七
月
十
六
日
付
の
返
書
（
『
本
多
文
書
』
）
に
よ
れ
ば
、
「
価
出
勢
之
儀
、
蓑
し
仰
候
へ
共
、
隣
国
近
日
者
以
外
錯
乱
、
当
国
牢
人
共
、

端
郡
被
二
寵
居
一
之
条
、
令
二
出
馬
一
刻
候
。
以
二
御
心
得
『
披
露
可
し
被
し
申
候
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
は
彼
は
ま
だ
、
能
登
七
尾
当
主
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
追
放
年
時
も
、
永
禄
九
年
七
月
十
六
日
以
降
で
あ
り
、
か
つ
同
十
年
二
月
に
は
、
彼
ら
は
す
で
に
能
登
入
国
準
備
に

か
か
っ
て
い
る
（
指
》
垂
痔
趣
這
恥
抑
耳
吐
罪
岬
翫
秘
罰
睡
の
で
、
こ
の
間
と
推
定
さ
れ
る
。

へ
－
Ｊ
）

／
、

一
渓
道
三
が
当
該
時
代
第
一
流
の
名
医
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
さ
ら
語
る
に
及
ば
な
い
。
し
か
し
彼
は
ま
た
、
群
耆
・
漢
籍
に
通
暁
し
て
い
た
ほ

か
、
茶
の
湯
・
和
歌
を
嗜
み
、
キ
リ
ス
ト
教
に
も
浅
か
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
文
化
人
と
し
て
の
素
地
も
十
分
に
備
え
て
い
た
。

詳
し
く
は
、
拙
稿
『
曲
直
瀬
一
溪
道
三
と
茶
道
』
霊
磧
難
癖
儲
信
計
五
）
、
芳
賀
幸
四
郎
博
士
『
曲
直
瀬
道
三
の
キ
リ
シ
タ
ン
入
信
』
余
毒
錘
韮
蝿
輌
壼
十
）

詳
し
く
は
、
拙
稿
『
曲
直
瀬
焉

な
ど
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

参
考
文
献

一
渓
道
三
が
当
該
時
代
第
一
流
の
名
医
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
さ
雲
具

か
、
茶
の
湯
・
和
歌
を
嗜
み
、
キ
リ
ス
ト
教
に
も
浅
か
ら
ぬ
関
心
を
｛

詳
し
く
は
、
拙
稿
『
曲
直
瀬
一
溪
道
三
と
茶
道
』
霊
磧
難
癖
儲
信
計
五
）
、
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（
５
）
一
渓
道
三
と
毛
利
元
就
及
び
そ
の
一
族
と
の
交
渉
は
、
彼
が
『
雌
知
苦
斎
一
溪
道
三
言
上
目
録
』
（
劃
坪
鵡
彰
を
毛
利
氏
一
族
に
提
出
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
一
般
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
と
に
両
者
交
誼
の
主
た
る
内
容
は
、
一
渓
道
三
の
安
芸
下
向
、
毛
利
元
就
へ
の
医
道
伝
授
な
ど
を
通
じ
た

も
の
で
、
か
な
り
の
親
密
な
度
合
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
詳
述
し
た
い
。

（
６
）
一
溪
道
三
と
松
永
久
秀
の
交
渉
は
、
『
松
屋
久
政
茶
会
記
』
永
禄
六
年
正
月
十
一
日
の
条
に
、
奈
良
多
門
山
の
居
城
に
於
い
て
、
久
政
の
催
し
た
朝

会
の
記
事
が
あ
り
、
こ
れ
に
一
渓
道
三
が
招
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
は
『
曲
直
瀬
家
譜
』
娠
蔀
罐
耀
溢
学
）
に
も
、
「
松

（
久
秀
）

永
等
厚
遇
之
一
」
と
見
え
て
、
傍
証
さ
れ
る
。

（
７
）
『
御
内
書
案
』
は
「
為
二
年
始
礼
『
太
刀
一
腰
、
白
烏
、
背
腸
五
十
桶
到
来
目
出
候
」
と
い
う
内
容
の
年
次
の
も
の
で
あ
る
。
だ
が
歴
代
畠
山
氏
当
主

は
、
守
護
大
名
在
京
制
に
よ
り
京
都
滞
在
が
多
く
、
幕
府
と
の
関
係
が
密
切
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
義
綱
の
代
に
至
っ
て
も
、
急
激
に
疎

遠
に
な
っ
た
と
は
思
え
ず
、
や
は
り
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。

（
８
）
嗣
子
・
門
人
に
授
け
た
一
溪
道
三
医
道
相
伝
害
に
は
、
主
な
も
の
と
し
て
、
首
題
に
「
医
工
宜
慎
持
法
」
と
記
さ
れ
、
五
十
七
ヵ
条
か
ら
成
る
『
道

一
二
切
紙
』
編
酔
診
鍔
乖
諺
・
『
小
乗
覚
自
養
録
』
（
前
出
）
・
『
弁
証
察
脈
配
味
』
念
建
醒
詫
家
）
な
ど
が
あ
る
。

（
９
）
義
綱
の
義
胤
改
名
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
改
訂
石
川
県
史
』
（
前
出
）
に
於
い
て
日
置
氏
が
、
永
禄
十
一
年
（
推
定
）
十
二
月
五
日
付
の
林

（
平
三
郎
）

源
右
衛
門
尉
宛
義
綱
書
状
（
『
林
文
書
』
）
を
基
と
し
て
、
「
永
禄
十
一
年
に
至
り
て
義
胤
と
改
め
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
が
、
こ
れ
に
取
り
上
げ

た
『
自
養
録
紙
背
文
書
』
に
よ
り
、
永
禄
十
一
年
七
月
七
日
か
ら
同
年
十
月
二
十
六
日
に
至
る
間
、
と
短
縮
さ
れ
よ
う
。

面
）
富
士
川
勝
博
士
著
『
日
本
医
学
史
』
（
相
銅
雫
醍
蝿
睡
に
、
板
阪
宗
慶
著
『
家
診
方
』
、
板
阪
鈎
閑
著
『
家
伝
小
児
方
』
に
つ
い
て
若
干
の
記
載
が
あ

り
、
参
考
と
す
。
（
以
下
次
号
）
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各
冊
の
表
紙
に
は
「
水
腫
論
巻
幾
」
と
あ
り
、
第
二
冊
は
「
水
腫
各
類
篇
第
二
」
五
六
章
か
ら
二
四
章
に
至
る
本
文
計
七
五
丁
。
第
三
冊

は
「
一
嚢
水
腫
部
、
類
頭
水
」
二
五
章
か
ら
一
四
四
章
に
至
る
計
六
○
丁
。
第
四
冊
は
「
鞘
膜
睾
丸
間
水
腫
」
’
四
五
章
か
ら
一
九
○
章
に

至
る
。
そ
の
末
に
「
再
訳
水
腫
論
大
尾
」
と
あ
り
、
こ
こ
ま
で
五
三
丁
。
続
い
て
普
山
の
後
出
の
賊
と
中
川
修
亭
の
肢
「
文
化
辛
臘
月
平
安
中

川
故
其
徳
謹
識
」
が
あ
る
。
次
に
「
水
腫
論
目
録
」
と
「
捜
索
一
一
便
ナ
ラ
シ
メ
ン
ガ
為
二
以
呂
波
ヲ
以
テ
分
シ
」
「
水
腫
論
細
目
」
が
あ
り
、

京
都
の
藤
林
普
山
に
は
水
腫
に
関
す
る
著
作
が
あ
っ
た
。
穂
亭
主
人
の
『
西
洋
学
家
訳
述
目
録
』
（
一
八
五
二
）
普
山
の
項
に
、
写
木
七
部
中

（
１
）

の
一
つ
と
し
て
「
泰
西
水
腫
纂
要
二
」
と
あ
る
。
し
か
し
其
の
後
そ
の
書
物
を
確
認
し
た
人
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
左
に
紹
介
す
る
『
水
腱

論
』
が
『
泰
西
水
腫
纂
要
』
と
同
一
書
で
あ
る
と
、
断
定
す
る
根
拠
は
な
い
。
深
い
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
、
と
云
う
に
止
ど
め
て
お
こ

崇
つ
０ 原

著
藤
林
普
山
の
『
水
腫
論
』
皿

（
２
）

（
第
一
冊
）
を
欠
い
て
い
る
。

は

藤
林
普
山
『
水
腫
論
』

付
北
山
正
剛
『
外
科
要
論
』

、

あ
ら
た
に
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
写
本
三
冊
で
、
全
四
巻
中
の
巻
第
一

蔀
酔
誰
唾
曜
識
晦
‘
一
唾
麺
料
一
一
罐
昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
八
日
受
付

宮

~卜

一
一
一

一
■
一

郎
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最
後
に
「
水
腫
論
大
尾
」
と
記
す
。

に
「
剛
按
」
の
朱
按
語
が
あ
る
。

此
書
ハ
泰
西
諸
厄
利
亜
蘭
度
官
医
、
鐸
納
爾
度
蒙
路
ナ
ル
人
、
其
国
語
ヲ
以
著
述
ス
ル
所
ノ
者
ナ
リ
．
然
ル
ヲ
バ
ー
ゼ
ル
ノ
官
医
、
’
一
ヤ
ン

ベ
ル
ナ
ル
ド
サ
ン
ヂ
ホ
ル
ト
ト
云
ヘ
ル
人
、
業
謁
怪
爾
閲
杜
ノ
語
二
翻
訳
シ
Ⅲ
註
ヲ
附
シ
、
千
七
百
七
十
二
年
レ
ィ
デ
ン
’
一
テ
梓
行
ス
ル
モ
ノ

ナ
リ
。
実
一
一
我
此
書
我
国
一
一
斎
来
リ
、
崎
港
ノ
衆
骨
家
一
一
伝
へ
蔵
セ
ル
ヲ
、
近
頃
浪
華
斎
藤
氏
求
メ
得
ラ
レ
タ
リ
。
今
妓
辛
未
九
月
ノ
初
之
ヲ

訳
シ
テ
以
国
語
一
一
通
セ
ン
コ
ト
ヲ
乞
う
。
予
悦
シ
テ
之
ヲ
諾
シ
其
業
ニ
ヵ
、
ル
’
一
及
テ
、
通
ゼ
ザ
ル
所
甚
多
ク
言
語
全
ク
別
ナ
ル
ガ
如
シ
・
然

ト
モ
千
辛
万
苦
シ
テ
思
慮
ヲ
労
シ
、
日
慾
ヲ
費
シ
テ
十
一
月
中
旬
二
至
り
遂
一
一
業
ヲ
終
う
。
然
卜
雌
モ
文
意
難
解
モ
ノ
往
々
有
り
、
畢
寛
強
テ

筆
ス
ル
ノ
ミ
。
必
謬
狄
野
醍
ヲ
免
レ
ズ
。
他
日
傅
洽
ノ
君
子
之
ヲ
訂
正
セ
バ
、
予
ガ
大
幸
ノ
ミ
。
文
化
辛
未
仲
冬
大
西
紀
元
淳
迫
謹
識

普
山
の
践
文
は
『
水
腫
論
』
の
原
著
者
・
翻
訳
の
契
機
な
ど
を
伝
え
て
い
て
興
味
深
い
。
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。
句
読
点
の
外
は
原
文
の
ま

一
塞
云
」
幸
の
う
ｏ
Ｏ

一
一

普
山
の
践
文
か
ら
、
原
著
者
は
ロ
ン
ド
ン
の
ロ
○
口
図
画
昌
○
ｚ
丙
○
蘭
訳
者
は
百
口
屑
目
色
ａ
ｍ
シ
ｚ
ロ
弓
○
両
目
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
次

の
藺
書
の
邦
訳
に
あ
た
る
こ
と
は
、
全
く
問
題
が
な
い
と
思
う
。
弓
①
Ｈ
ｇ
且
呂
畠
◎
ぐ
曾
号
乏
胃
①
目
巨
唄
①
目
鳥
目
①
言
①
『
。
且
①
厨
３
①
己
①

印
○
○
算
の
胃
．
（
ロ
詳
彦
２
国
己
叩
）
ぐ
①
鼻
．
①
ロ
ョ
２
四
四
ロ
ョ
閏
戸
ぐ
①
爲
ョ
．
●
○
○
円
】
曽
〕
国
ｍ
Ｐ
ｚ
ｐ
房
勃
○
詞
弓
．
胃
ｈ
丘
①
ご
￥
司
司
画
．

こ
の
蘭
訳
書
は
現
在
日
本
で
は
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
幸
い
英
文
第
三
版
（
一
七
六
五
）
が
労
働
科
学
研
究
所
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ

大
西
が
普
山
の
旧
姓
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
《
）
文
化
辛
未
八
年
（
一
八
一
こ
は
、
普
山
が
『
訳
鍵
』
を
刊
行
し
た
翌
年
に

あ
た
り
、
年
紀
ま
さ
に
三
○
・
斎
藤
方
策
は
四
○
才
、
中
川
修
亭
三
八
才
で
あ
る
。
文
中
の
狄
轆
は
通
訳
官
。

第
四
冊
は
合
わ
せ
て
八
六
丁
に
な
る
。
写
し
手
は
一
人
で
毎
半
葉
九
行
行
二
○
字
、
片
か
な
交
り
、
文
中
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最
後
に
、
本
研
究
の
端
緒
を
与
え
ら
れ
、
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
多
治
比
郁
夫
氏
に
感
謝
す
る
。
ま
た
資
料
閲
覧
に
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
大

阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
労
働
科
学
研
究
所
図
書
館
、
伊
勢
市
神
宮
文
庫
の
関
係
各
位
に
深
謝
す
る
。

｜
一
一

こ
の
『
水
腫
論
』
に
朱
按
語
を
加
え
た
「
剛
」
と
い
う
の
は
、
大
阪
の
北
山
正
剛
（
無
應
）
で
あ
る
。

北
山
正
剛
が
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
外
科
医
、
ョ
ハ
ネ
ス
・
ハ
ン
・
ウ
ヰ
ク
の
外
科
書
を
訳
し
た
『
外
科
要
諦
』
の
一
部
も
、
中
之
島
図
書
館
に

収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
「
動
脈
静
脈
篇
」
一
三
丁
の
み
の
残
巻
で
あ
る
。
ウ
ヰ
ク
の
外
科
書
の
舶
載
に
つ
い
て
も
、
『
外
科
要

論
』
に
つ
い
て
も
、
寡
聞
に
し
て
紹
介
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
、
こ
の
機
会
に
つ
け
加
え
て
お
く
。
同
学
諸
賢
の
御
追
考
が
得
ら
れ
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

水
腫
論
註
」
と
あ
る
。
『
鬼
国
作

（
３
）

と
あ
る
も
の
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。

ド
ナ
ル
ド
・
モ
ン
ロ
ー
は
エ
ジ
ン
ブ
ル
グ
の
有
名
な
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
モ
ン
ロ
ー
一
世
の
次
男
で
、
ロ
ン
ド
ン
に
住
み
医
者
と
し
て
成
功

し
た
。
本
著
書
は
高
野
長
英
訳
の
『
泰
西
胸
水
新
書
』
に
引
用
が
多
い
。

藤
林
普
山
の
『
西
医
方
選
』
（
一
八
一
三
）
の
採
披
書
日
五
三
部
中
第
二
八
に
「
孟
魯
水
腫
論
辮
諦
善
と
あ
り
第
三
○
に
「
珊
地
福
児
土

水
腫
論
註
」
と
あ
る
ｃ
『
鬼
国
先
生
言
行
録
』
（
一
八
八
五
）
に
、
新
宮
凉
庭
の
常
用
し
た
藺
害
三
三
部
中
第
一
三
に
「
門
呂
氏
水
腫
治
療
書
」

モ
ン
ロ
ー
は
一
八
○
二
年
に
没
し
て
お
り
、
生
存
年
代
か
ら
し
て
ジ
キ
タ
リ
ス
を
使
用
せ
ず
、
そ
の
著
書
に
画
期
的
な
治
療
法
が
盛
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
斎
藤
方
策
は
脚
気
の
治
療
に
参
孜
し
た
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
ど
れ
ほ
ど
効
果
を
挙
げ
え
た
か
疑
問
で
あ
る
。

注

（
１
）
藤
林
普
山
先
生
景
仰
会
編
『
藺
学
の
泰
斗
藤
林
普
山
先
生
伝
』
（
一
九
五
七
）
や
岩
波
書
店
の
『
国
書
総
目
録
』
（
一
九
六
三
’
七
二
）
に
所
在
を
明
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（
３
）
藤
井
尚
久
「
明
治
前
本
邦
内
科
史
」
の
一
五
九
ペ
ー
ジ
に
「
モ
ン
ロ
新
宮
凉
庭
水
腫
治
療
書
」
を
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
モ
ン
ロ
ー
二
世
か
、
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
無
論
誤
解
で
あ
る
。

な
お
小
森
桃
鳩
の
『
泰
西
方
鑑
』
（
一
八
二
九
）
に
「
蒙
盧
内
科
治
療
書
註
」
と
あ
る
の
は
、
Ｄ
モ
ン
ロ
ー
の
Ｊ
ス
プ
レ
ン
ゲ
ル
内
科
書
（
一
七
八

五
’
八
八
）
へ
の
注
の
こ
と
で
、
『
水
腫
論
』
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

（
２
）
神
宮
文
庫
に
『
水
腫
論
』
一
巻
一
冊
な
る
写
本
が
あ
る
。
こ
れ
は
和
田
東
郭
の
『
導
水
瓊
言
』
（
一
八
○
七
）
の
写
し
で
、
普
山
の
『
水
腫
論
』
と
は

関
係
が
な
い
。

示
し
て
い
な
い
。
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か
ら
も
、

も
そ
の
一

椿
茎
は

（
１
１
６
）
（
Ⅳ
）

「
植
学
独
語
」
を
引
用
し
て
い
る
論
文
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
植
学
独
語
」
自
身
に
つ
い
て
検
討
し
た
論
文
は
な
い
。
「
植
学

啓
腺
」
の
場
合
、
非
常
に
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
る
為
、
か
え
っ
て
そ
の
中
か
ら
椿
蓄
の
学
問
的
態
度
な
ど
を
窺
う
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
。
一

（
５
）
（
６
）

方
、
「
植
学
独
語
」
は
学
問
的
随
筆
で
あ
る
だ
け
に
、
椿
篭
の
色
々
な
側
而
を
兄
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
「
植
学
独
語
」
か

ら
見
た
椿
蓋
を
問
題
と
し
た
い
。

原
著

一
、
椿
巷
の
植
物
学

弘
化
三
年
丙
午
（
一
八
四
六
）
に
椿
蓄
が
没
し
た
際
、
坪
井
信
道
は
緒
方
洪
庵
に
「
抑
宇
子
事
残
念
千
万
不
及
申
候
、
社
中
一
人
之
人
物
外

（
７
）

二
比
類
無
之
候
已
来
格
事
覧
向
可
致
人
無
之
当
惑
仕
候
。
（
中
略
）
乍
去
椿
子
流
之
学
問
ハ
難
嗣
御
座
候
・
」
と
書
簡
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
、
椿
番
の
学
問
が
、
独
特
の
も
の
で
あ
り
、
優
れ
て
い
た
事
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
第
一
が
彼
の
化
学
で
あ
る
が
、
生
物
学
特
に
植
物
学

つ
で
あ
っ
た
。

「
植
物
啓
原
」
の
学
原
で
、
「
弁
物
（
分
類
学
）
は
窮
理
の
糸
口
を
開
き
、
窮
理
は
舎
密
の
基
礎
で
あ
る
。
弁
物
は
学
問
の
門
で
あ

「
植
学
独
語
」
か
ら
見
た
宇
田
川
椿
番

瀧
霊
峰
灘
鶏
獄
一
罐
蝿
緬
四
十
七
年
二
月
二
十
八
日
受
付

矢
部
一

郎
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二
、
椿
蕃
の
学
問
に
対
す
る
態
度

（
９
）

椿
蒸
は
医
者
兼
博
物
学
者
を
自
任
し
た
様
に
、
生
涯
を
化
学
や
生
物
学
研
究
に
没
頭
し
た
。
同
僚
箕
作
玩
甫
と
は
異
な
り
、
学
問
以
外
に
手

（
岨
）

を
出
さ
な
か
っ
た
。
「
至
聖
に
あ
ら
ざ
れ
ば
三
有
に
兼
通
す
る
事
あ
た
わ
ず
と
い
ふ
に
仔
細
な
る
事
」
の
章
で
、
「
人
の
精
力
凡
そ
定
限
あ
り
。

若
終
身
一
有
に
思
ひ
を
尽
さ
ば
僅
に
足
ら
ん
。
是
を
多
事
に
用
ひ
ぱ
事
な
か
ら
ん
。
」
と
言
う
所
か
ら
も
、
他
を
振
り
捨
て
、
学
問
の
み
の
生

活
を
送
っ
た
椿
篭
自
身
の
き
び
し
い
態
度
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
三
有
の
学
ハ
い
か
に
も
深
く
嗜
み
、
篤
く
好
め
（
、
至
極
の
妙
境

に
い
た
り
、
又
思
を
潜
ま
し
、
疑
を
貯
れ
ば
偶
悟
す
る
事
。
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
、
椿
巷
の
学
者
と
し
て
の
あ
り
方
が
窺
わ
れ
る
。

（
叩
）
（
、
）

椿
蓄
が
近
代
自
然
科
学
の
要
素
と
し
て
の
実
験
観
察
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
化
学
の
分
野
で
は
っ
き
り
と
知
ら
れ
て
い
る
。
生
物
学
者

と
し
て
も
、
「
物
の
真
形
全
く
存
し
て
、
し
か
も
伝
遠
不
朽
な
る
ハ
写
生
の
設
色
図
に
し
く
も
の
な
し
。
凡
そ
、
画
図
ハ
い
か
に
拙
く
と
も
、

（
８
）

り
、
舎
密
は
理
学
の
奥
深
い
所
に
あ
る
。
」
と
言
い
、
植
物
学
研
究
の
第
一
歩
が
分
類
学
か
ら
始
ま
る
と
考
え
た
。
そ
れ
故
、
「
植
学
独
語
」
は

初
学
者
の
た
め
の
啓
蒙
的
教
科
書
の
一
つ
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
内
容
は
植
物
学
と
本
草
学
と
の
違
い
、
植
物
分
類
の
方
法
、
植
物
学
及

び
植
物
分
類
学
に
対
す
る
態
度
の
あ
り
方
と
研
究
方
法
に
終
始
し
て
い
る
。

（
岨
）

椿
蓄
は
、
衆
知
の
如
く
、
リ
ン
ネ
の
分
類
学
に
拠
っ
た
。
「
近
き
頃
林
梛
斯
と
い
ふ
聖
人
の
出
世
で
、
三
有
究
理
学
と
い
ふ
道
を
唱
へ
玉
ひ

已
後
、
此
道
に
達
せ
し
人
多
し
。
」
、
「
然
れ
ど
も
林
螂
聖
人
独
り
衆
群
に
卓
出
す
る
と
す
。
」
、
「
今
時
四
大
洲
の
草
木
十
二
万
五
千
種
に
近
し
と

い
へ
ど
も
、
林
梛
斯
氏
僅
に
二
十
四
経
に
包
括
し
て
尽
く
其
所
属
を
し
ら
し
む
る
。
よ
く
其
確
徴
を
撰
み
し
故
な
り
。
こ
れ
を
林
氏
の
二
十
四

加
刺
摂
と
称
し
て
、
林
氏
出
世
の
後
今
に
至
る
ま
で
鑑
と
す
。
菩
多
厄
訶
経
に
花
有
二
十
四
経
と
い
ふ
な
り
。
」
、
「
此
本
類
の
分
ち
方
、
古
今

の
異
同
あ
れ
ど
も
、
林
梛
斯
の
説
に
従
て
心
蕊
・
鬚
蕊
・
花
弁
・
薯
・
実
に
拠
る
を
宣
と
す
。
」
と
し
、
リ
ン
ネ
の
分
類
法
を
さ
ら
に
詳
述
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
学
名
の
説
明
に
於
て
、
「
往
々
誤
解
す
る
の
弊
あ
る
を
以
て
近
晩
の
害
に
は
（
公
私
リ
ン
ナ
）
と
書
け
り
。
リ
ン
ナ

と
は
林
螂
斯
の
定
め
ら
れ
し
名
と
い
ふ
略
な
り
。
」
と
し
て
、
リ
ン
ネ
の
二
名
法
を
紹
介
し
て
い
る
。
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却
て
能
文
の
千
百
言
を
重
た
る
に
勝
れ
り
。
百
間
一
見
に
し
か
ず
と
い
ふ
語
は
実
な
り
。
」
と
し
、
「
た
ぎ
、
自
ら
生
草
に
対
臨
し
、
其
法
を
得

（
９
）

く
し
。
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
「
植
学
啓
原
」
巻
末
の
椿
蓄
自
筆
の
彩
色
図
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
し
、
彼
の
謄
葉
標
本
も
シ
ー
ポ
ル
ト
に
称

〈
勉
）

賛
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
‐
植
学
独
語
」
を
近
代
生
物
学
の
啓
蒙
書
た
ら
し
め
て
い
る
の
は
「
西
洋
に
は
膳
葉
の
み
な
ら
ず
謄
花
も
あ
る
事
」

に
お
け
る
謄
葉
謄
花
標
本
の
製
作
法
や
「
謄
葉
の
外
草
木
の
真
形
を
遠
久
に
伝
ふ
べ
き
術
あ
る
事
」
に
お
け
る
ス
ケ
ッ
チ
に
対
す
る
あ
り
方
や

植
物
の
拓
本
を
作
る
方
法
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
書
の
重
要
な
点
は
「
植
学
及
び
採
薬
旅
行
に
有
用
と
す
る
書
籍
器
械
の

事
」
に
お
い
て
、
花
実
解
剖
の
図
説
・
各
国
所
産
草
木
の
名
集
・
薬
鑑
・
花
筒
・
膳
葉
帖
・
謄
花
鉄
板
・
コ
ー
ル
ン
タ
ン
グ
・
細
錐
・
細
鋏
・

細
刀
・
結
綿
針
・
顕
微
鏡
を
挙
げ
、
そ
の
使
用
法
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
顕
微
鏡
に
つ
い
て
は
「
其
徳
尤
も
大
な
り
。
い
か
に
も
精

巧
の
も
の
を
択
ミ
備
ふ
く
し
。
（
中
略
）
其
他
此
鏡
の
用
広
大
に
し
て
、
悉
く
枚
挙
し
難
し
。
実
に
植
学
家
の
鴻
宝
と
い
ふ
く
し
。
」
と
し
て
い

（
３
）

る
。
こ
こ
に
、
実
験
科
学
と
し
て
の
植
物
学
が
、
始
め
て
椿
篭
に
よ
っ
て
採
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（
皿
）
（
Ｍ
）

蘭
学
発
展
の
基
盤
は
江
戸
時
代
の
伝
統
的
な
学
問
の
興
隆
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
「
植
学
啓
原
」
や
「
楠
学
独
語
」
に
は
、
多
数
の

和
漢
書
の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
小
冊
子
で
あ
る
「
植
学
独
語
」
を
み
て
も
、
「
本
草
綱
日
」
・
「
物
理
小
識
」
・
「
中
山
伝
信
録
」
・
「
広
東
新

語
」
・
「
地
錦
抄
」
・
「
錦
繍
枕
」
・
「
花
壇
大
全
」
・
「
遠
西
奇
器
図
説
録
最
巻
一
」
二
結
毫
居
別
集
」
の
名
が
あ
る
。
ま
た
、
植
物
学
研
究
の
際
の

態
度
を
教
え
る
た
め
の
例
と
し
て
、
稲
若
水
・
新
井
白
石
・
松
岡
玄
達
・
貝
原
篤
信
・
小
野
間
山
・
木
内
石
亭
・
伊
藤
伊
兵
衛
・
佐
久
間
銅

巌
・
松
村
昨
蓄
・
陶
弘
景
な
ど
多
数
の
先
賢
の
逸
話
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
伊
藤
伊
兵
衛
の
逸
話
を
語
る
際
に
は
、
「
但
し
、
葉
を
以

て
草
木
を
識
る
こ
と
前
に
も
弁
ず
る
ご
と
く
、
植
学
者
の
為
ざ
る
な
れ
ど
篤
好
に
て
妙
を
得
し
例
に
こ
こ
に
引
出
づ
る
の
み
。
」
と
し
て
、
自

分
の
学
問
と
本
草
学
の
相
違
を
厳
密
に
区
別
し
て
い
る
。
椿
竜
が
先
賢
達
を
尊
敬
し
な
が
ら
も
、
学
問
に
お
い
て
は
妥
協
し
な
い
科
学
者
ら
し

い
態
度
が
窺
わ
れ
る
。
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三
、
椿
蕃
の
合
理
的
精
神

熔
蓄
が
、
本
草
学
を
捨
て
、
リ
ン
ネ
の
分
類
学
延
い
て
は
西
欧
生
物
学
に
拠
っ
た
の
は
、
彼
の
合
理
的
精
神
に
よ
っ
て
い
る
。
「
植
学
啓
原
」

の
引
で
、
「
植
学
の
場
合
、
学
説
を
説
く
人
は
一
人
で
な
く
、
学
者
の
流
派
も
一
派
で
は
な
い
。
各
々
長
所
・
短
所
が
あ
り
、
僅
か
の
時
間
で

理
解
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
私
は
学
問
を
研
究
す
る
暇
々
に
、
い
ろ
い
ろ
な
説
を
折
衷
し
（
中
略
）
そ
の
説
に
異
同
が
あ
る
場
合
に
は
、
お

だ
や
か
で
確
か
な
事
実
の
物
を
選
び
、
こ
れ
に
従
っ
た
。
誤
っ
た
議
論
や
無
駄
な
説
明
は
一
切
削
り
取
っ
て
採
用
し
な
か
っ
た
。
」
と
述
べ
て

（
肥
）

い
る
。
因
に
、
「
植
物
独
語
」
の
最
後
に
「
本
邦
に
船
来
あ
り
て
植
学
に
益
あ
る
耆
籍
の
目
録
」
の
章
を
置
き
、
二
一
十
四
種
の
書
物
を
挙
げ
て

（
２
）
（
４
）

い
る
。
こ
の
よ
う
な
多
数
の
洋
書
を
読
み
、
さ
ら
に
伝
統
的
な
本
草
学
と
の
対
応
の
内
に
、
リ
ン
ネ
の
分
類
学
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

（
９
）
（
皿
）
（
班
）

椿
蓄
が
科
学
者
と
し
て
科
学
史
を
重
視
し
た
こ
と
は
、
「
舎
密
開
宗
」
に
お
け
る
科
学
史
の
記
述
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
現
代
に
お
い
て
も
、

科
学
の
歴
史
の
流
れ
を
学
ぶ
所
か
ら
、
現
在
の
学
問
の
位
置
を
知
る
こ
と
は
、
自
然
科
学
の
研
究
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
椿
番
は
「
植
学
独

語
」
で
も
、
「
此
の
周
な
き
は
ホ
ゥ
ル
リ
ゥ
セ
の
書
と
称
し
て
、
今
時
の
学
法
に
あ
ら
ざ
る
古
書
な
り
。
初
学
に
益
あ
る
に
あ
ら
ね
ど
、
古
今

の
変
革
を
知
る
も
の
な
り
。
」
と
い
っ
て
い
る
。

椿
篭
は
「
植
学
独
語
」
の
随
所
で
リ
ン
ネ
の
分
類
の
合
理
性
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
ず
、
植
学
は
「
唯
植
物
の
み
に
限
り
て
、
効
能
の
有
無

と
薬
の
用
る
と
不
用
と
に
拘
ら
ず
、
博
く
捜
索
し
、
弁
識
記
載
し
、
尚
且
植
物
之
生
々
長
生
開
花
結
実
す
る
の
理
を
論
ず
。
然
れ
（
植
学
と
本

草
と
ハ
週
に
別
の
学
問
な
り
。
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
「
唐
山
に
て
ハ
三
有
の
属
と
種
と
を
分
つ
に
或
は
形
状
の
似
た
る
を
以
て
或
は
産
地
の

同
じ
き
に
て
分
つ
。
（
中
略
）
又
、
物
類
相
感
の
理
に
原
て
類
を
分
っ
事
な
り
。
（
中
略
）
西
洋
に
て
ハ
此
等
の
事
に
て
諏
類
を
分
っ
事
な
き

事
」
の
章
に
お
い
て
「
遊
突
た
る
。
い
に
し
ヘ
ハ
西
洋
に
て
も
外
形
の
似
た
る
に
て
属
と
種
と
を
分
つ
と
兄
へ
た
り
。
中
世
よ
り
以
後
は
三
有

の
類
を
分
つ
に
曽
て
外
形
に
拘
ら
ず
性
能
に
拠
ら
ず
、
た
だ
其
最
も
徴
と
な
る
要
処
を
挙
て
類
を
分
つ
な
り
。
（
中
略
）
た
へ
ひ
外
形
ハ
大
に
異

り
あ
り
と
も
肝
要
の
徴
と
す
る
処
だ
に
同
じ
け
れ
（
、
こ
れ
を
同
一
類
と
す
る
な
り
。
」
と
言
い
、
本
草
学
に
お
け
る
分
類
原
理
の
不
合
理
性

（
６
）

非
科
学
性
を
突
い
て
い
る
。
そ
し
て
「
物
の
形
状
を
記
す
る
は
徒
に
詳
密
な
ら
ん
よ
り
ハ
、
た
ぎ
其
徴
を
記
す
る
を
宗
と
す
べ
き
事
」
の
章
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ニ
ン
ソ
ウ
ガ
キ

で
、
肖
人
害
を
例
に
と
り
、
「
三
有
ハ
先
ヅ
其
確
徴
を
拳
て
大
経
を
建
而
後
に
形
状
を
詳
に
す
べ
し
。
（
中
略
）
此
次
第
無
け
れ
（
た
と
い
幸
に

し
て
其
物
を
的
識
す
る
事
あ
る
も
、
所
謂
偶
中
な
り
。
必
ず
是
非
の
疑
あ
り
、
或
は
誤
り
認
て
人
命
を
害
す
る
事
あ
り
。
」
と
し
、
リ
ン
ネ
分

類
の
合
琿
性
を
躯
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
如
く
、
リ
ン
ネ
の
学
名
の
合
理
性
を
公
称
・
私
号
を
例
に
と
っ
て
説
明
し
て
い
る
。

ク
セ

ま
た
「
本
邦
の
物
産
家
や
き
も
す
れ
（
何
の
一
種
彼
の
一
種
と
い
ふ
毛
病
あ
る
事
」
の
章
で
、
「
我
国
の
本
草
家
物
産
学
者
な
ど
い
ふ
者
こ

れ
ハ
何
の
一
種
と
い
ふ
ハ
見
慣
れ
ざ
る
も
の
を
み
て
窮
す
る
時
の
詞
な
り
。
又
遁
詞
な
り
。
西
洋
の
植
学
に
て
い
ふ
何
の
一
種
と
い
ふ
左
に
あ

ら
ず
。
」
と
し
、
本
草
家
や
物
産
学
者
の
暖
昧
さ
を
批
判
し
、
植
物
学
の
厳
密
さ
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
後
に
「
凡
そ
草
木
花
を
見
ず
し

て
葉
の
み
に
て
ハ
定
む
く
か
ら
ざ
る
事
」
の
章
に
お
い
て
「
漢
流
の
本
草
家
に
て
は
膳
葉
と
て
生
葉
を
紙
冊
の
間
に
爽
み
乾
か
し
て
、
こ
れ
に

て
草
木
を
識
る
を
上
も
な
き
宝
の
や
ふ
に
思
へ
る
ハ
我
門
の
取
ら
ざ
る
処
な
り
。
西
洋
に
て
も
膳
葉
ハ
す
れ
ど
必
ず
花
を
添
て
階
す
な
り
。
」
と

言
い
、
本
草
家
の
植
物
鑑
定
を
「
世
に
人
相
家
と
い
ふ
も
の
の
如
し
。
い
と
笑
う
べ
し
。
た
と
ひ
云
い
中
る
も
偶
中
と
い
ふ
く
し
。
」
と
断
じ
、

（
６
）

植
物
分
類
で
花
を
主
た
る
目
安
と
す
る
合
理
性
を
強
調
し
、
本
草
学
の
非
科
学
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

四
、
啓
蒙
家
と
し
て
の
椿
巷

「
植
学
独
語
」
は
刊
本
で
な
く
、
写
本
で
は
あ
る
が
、
初
学
者
の
た
め
の
教
科
書
で
あ
り
、
啓
蒙
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
教
科

書
的
な
ま
と
ま
り
が
無
い
だ
け
に
、
自
由
で
伸
び
伸
び
と
所
論
を
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
ま
で
挙
げ
て
来
た
引
用
文
か
ら
推
察
出
来
る
よ

う
に
、
本
草
学
や
物
産
学
な
ど
と
の
対
比
に
お
い
て
、
繰
返
し
繰
返
し
、
丁
寧
に
且
つ
論
理
的
に
論
旨
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
邦
及
び

中
国
の
書
、
さ
ら
に
は
本
草
学
の
先
賢
の
逸
話
を
引
用
し
、
身
近
な
所
か
ら
、
自
説
を
進
め
て
い
る
こ
と
は
、
正
に
椿
巷
の
啓
蒙
家
と
し
て
の

資
質
を
示
し
て
い
る
。
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五
、
終
り
に

聖
人
と
い
う
言
葉
か
ら
、
椿
篭
が
漢
籍
依
存
の
立
場
か
ら
の
脱
却
を
、
自
己
の
力
で
行
な
え
な
か
っ
た
た
め
に
、
科
学
者
に
ふ
さ
わ
し
か
ら

（
６
）

ぬ
西
欧
科
学
に
対
す
る
卑
屈
な
権
威
主
義
に
陥
っ
た
も
の
と
す
る
見
方
が
あ
る
。

し
か
し
十
八
枇
紀
の
西
欧
に
お
い
て
も
、
’
三
－
ト
ン
や
ブ
ー
ル
ハ
ー
フ
ェ
な
ど
に
対
し
権
威
を
認
め
る
称
号
を
付
け
て
呼
ん
で
い
る
場
合

も
あ
る
。
聖
人
と
い
う
称
号
を
用
い
た
こ
と
か
ら
だ
け
で
、
短
絡
的
極
め
つ
け
方
を
す
る
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
十
八
壯
紀
に
は
西
欧
に

（
脇
）
（
Ⅳ
）

お
い
て
も
リ
ン
ネ
派
が
充
満
し
て
い
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
も
ツ
ン
ベ
ル
グ
も
リ
ン
ネ
分
類
学
に
拠
っ
て
い
た
。
本
草
的
分
類
学
し
か
な
か
っ
た
日

本
に
リ
ン
ネ
の
分
類
学
が
入
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
自
然
科
学
の
近
代
化
の
歴
史
の
歪
み
を
指
摘
す
る
た
め
に
、
特
に
、
椿
篭
を
槍
玉

に
あ
げ
る
こ
と
は
正
し
い
歴
史
の
見
方
と
は
言
え
ま
い
。

（
本
稿
の
一
部
は
、
昭
和
四
六
年
十
二
月
十
八
日
日
本
医
史
学
会
例
会
で
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
）

（
９
）

（
帥
）

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

注大
槻
如
電
佐
藤
栄
七
日
本
洋
学
編
年
史
錦
正
社
一
九
六
五

白
井
光
太
郎
増
補
改
訂
日
本
博
物
学
年
表
大
岡
山
書
店
一
九
四
三

白
井
光
太
郎
本
邦
に
於
け
る
顕
微
鏡
の
由
来
理
学
界
第
十
一
巻
第
一
号
一
九
一
三

吉
川
芳
秋
日
本
科
学
の
先
覚
宇
田
川
椿
蓄
名
古
屋
Ｃ
Ａ
趣
味
社
一
九
三
八

上
野
益
三
宇
田
川
棺
奄
の
「
動
学
啓
原
稿
」
科
学
史
研
究
第
八
号
一
九
四
四

尾
藤
正
英
江
戸
時
代
中
期
に
於
け
る
本
草
学
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀
要
十
一
号
一
九
五
七

青
木
一
郎
坪
井
信
道
の
生
涯
杏
林
温
故
会
一
九
七
一

本
稿
に
於
け
る
「
植
学
啓
原
」
か
ら
の
引
用
は
拙
訳
の
現
代
語
訳
「
宇
田
川
椿
奄
の
植
学
啓
原
」
旬
、
旬
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
第
三
巻

第
一
号
、
第
三
号
（
一
九
七
一
）
に
よ
る
。

水
田
昌
二
郎
宇
田
川
棒
篭
の
研
究
（
１
）
科
学
史
研
究
第
十
五
号
一
九
五
○

藤
浪
剛
一
宇
田
川
椿
奄
（
未
定
稿
）
中
外
医
事
新
報
第
一
二
三
○
号
一
九
三
六
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19 18 17 16 15 14 13 12 11
…シーノシーーン、ジン

田
中
実
明
治
前
物
理
化
学
史
日
本
学
術
振
興
会
一
九
六
四

シ
ー
ポ
ル
ト
江
戸
参
府
紀
行
平
凡
社
一
九
六
七

沼
田
次
郎
洋
学
伝
来
の
歴
史
至
文
堂
一
九
六
六

矢
部
一
郎
宇
田
川
椿
電
の
植
学
啓
原
（
１
）
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
第
二
四
二
号
一
九
七
一

坂
口
正
男
「
舎
宗
開
宗
」
の
研
究
（
Ⅲ
）
科
学
史
研
究
第
七
二
号
一
九
六
四

ダ
ン
ネ
マ
ン
大
自
然
科
学
史
第
五
巻
（
一
九
五
五
）
第
六
巻
（
一
九
五
六
）
三
省
堂

上
野
益
三
明
治
前
日
本
生
物
学
史
第
一
巻
日
本
学
術
振
興
会
一
九
六
○

矢
部
一
郎
『
植
学
啓
原
』
に
於
け
る
生
殖
に
つ
い
て
生
物
学
史
研
究
第
二
二
号
一
九
七
二

矢
部
一
郎
宇
田
川
椿
電
と
リ
ン
ネ
分
類
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
第
二
五
九
号
一
九
七
二

（
武
蔵
大
学
人
文
学
部
生
物
学
教
室
）
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字
が
み
え
る
。
（
文
献
八
）

一
、
居
所
当
時
大
阪
在
留
（
以
下
略
）

と
あ
る
。
ま
た
岡
大
池
田
家
文
庫
の
ロ
イ
ト
ル
の
雇
用
条
約
書
の
う
つ
し
の
末
尾
に
、
ご
周
．
］
・
号
国
昌
言
目
と
か
ろ
う
じ
て
判
読
で
き
る
文

明
治
三
年
四
月
、
岡
山
藩
が
医
学
館
を
創
設
し
た
直
後
、
一
人
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
、
教
師
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。

彼
の
名
前
は
、
岡
山
藩
の
明
治
三
年
の
弁
達
日
記
四
月
十
六
日
の
条
に
「
聞
医
ロ
イ
ド
・
ボ
ー
ド
イ
ン
御
頼
ミ
学
館
へ
御
引
詰
相
成
候
」
と

あ
り
、
ま
た
「
維
新
以
来
外
国
人
雇
入
書
類
」
（
文
献
五
）
中
の
一
文
害
に
は

ま
た

原
著

他
に
彼
の
姓
の
み
（
魯
依
篤
児
、
魯
乙
篤
児
、
ロ
イ
ト
ル
、
ロ
イ
テ
ル
、
な
ど
）
が
み
え
る
古
文
書
等
は
、
十
数
点
を
数
え
る
が
（
文
献

一
、
国
阿
閉
陀

一
、
人
名
ロ
イ
ド
ル
ボ
ー

ー
、
年
令
当
午
二
十
七
才

阿
閉
陀

ロ
イ
ド
ル
ボ
ー

党

ド
イ
ン

ロ
ィ
ト
ル
に
関
す
る
新
資
料

岡
山
藩
医
学
館
オ
ラ
ン
ダ
人
教
師

齪
窄
吟
鑛
懸
謝
里
一
膳
昭
和
四
十
七
年
五
月
二
十
二
日
受
付

石
田
純

郎
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六
）
、
名
に
関
し
て
は
前
記
の
三
点
よ
り
詳
し
い
も
の
は
な
く
、
フ
ル
ネ
ー
ム
は
全
く
判
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
岡
山
藩
医
学
館
教
師
ロ
イ
ト
ル
と
、
大
阪
病
院
、
つ
い
で
大
学
束
校
の
教
師
と
な
っ
た
、
ポ
ー
ド
イ
ン
が
全
く
混
同
さ
れ
た
り

（
文
献
九
）
、
ロ
ィ
ト
ル
は
ポ
ー
ド
ィ
ン
の
偽
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
（
文
献
十
一
）
。
し
か
し
餓
近
、
中
野
博
士
（
文
献
十
）
や
中
山

教
授
（
文
献
五
、
六
お
よ
び
七
）
ら
に
よ
り
別
人
で
あ
る
事
が
指
摘
さ
れ
た
。

こ
の
ボ
ー
ド
ィ
ン
と
ロ
ィ
ト
ル
と
の
混
同
の
原
因
は
、
ロ
イ
ト
ル
に
関
し
て
の
基
礎
資
料
の
不
足
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
ロ
イ
ト

ル
に
関
す
る
資
料
が
今
尚
残
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
陸
軍
省
に
、
つ
い
で
、
そ
の
返
信
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
ロ
イ
ト
ル
の
出

生
地
の
役
場
、
更
に
彼
の
母
の
出
生
地
の
役
場
と
ハ
ー
グ
の
国
立
古
文
書
保
存
館
や
各
地
の
図
書
館
等
に
、
問
合
わ
せ
の
手
紙
を
書
い
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
今
迄
に
得
ら
れ
た
、
新
し
い
知
見
を
、
次
に
述
べ
る
。

尚
、
局
巨
胃
①
【
は
、
昔
詞
匡
曽
関
と
、
つ
づ
ら
れ
た
も
の
が
国
語
改
革
で
変
わ
っ
た
も
の
で
、
こ
の
ロ
イ
ト
ル
で
は
詞
匡
菩
①
【
と
、
つ
づ

る
の
が
正
し
い
。
前
述
の
岡
山
藩
の
条
約
書
に
は
、
罰
昌
茸
図
と
、
し
る
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ィ
ト
ル
の
フ
ル
ネ
ー
ム
は
、
司
国
口
臼
め
、
巨
切
ぎ
ほ
四
目
目
の
ゅ
シ
ョ
○
日
５
月
雨
宮
弩
①
局
で
、
オ
ラ
ン
ダ
シ
言
扁
冒
色
臼
田
旨
の
輿
①
①
胃

三
○
番
地
に
、
一
八
四
一
年
六
月
六
日
に
生
れ
た
。
（
文
献
二
）

ロ
ィ
ト
ル
の
家
族
構
成
は
次
表
の
如
く
で
あ
る
。
（
文
献
二
お
よ
び
文
献
三
）

長
女 母 父

ロ
イ
ト
ル
の
家
族

］
○
壷
四
己
。
①
⑳
Ｆ
①
〔

ン
の
ラ
イ
ム
ニ

ン
〕
侭
里
ご
色
⑦
司
〕

シ
セ
ル
で
死
亡
。

】
四
邑
口
①
茸
煙
甸
禺
讐

甸
禺
四
国

原
○

。
』
目
撃

コ
煙
己
扁
卑
幽
胃
扇
。
ロ
ｍ
烏
詞
二
号
①
門
》
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
、
一
八
○
三
年

（
石
灰
）
工
場
勤
務
、
一
八
三
三
年
二
月
二
一
日
ド
ル
ド
レ
ヒ
ト
で
結
婚
。

》
国
色
目
９
ｍ
３
国
鼬
巨
日
昌
邑
｝
ド
ル
ド
レ
ヒ
ト
で
、
一
八
一
三
年
八
月
三
日
生
れ
。

ア
ル
フ
ェ
ン
で
、
一
八
三
四
年
九
月
三
日
生
れ
。

一
八
八
二
年
一
月
二
一
日
ブ
リ
ュ

二
月
三
○
日
生
れ
。
ア
ル
フ
ェ
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F.D.A.Bauduin M.J.Masjon(女）

｜(1785~1846) ｜(?~?）
’ 9人ｸ亡弟

次
女

三
女

長
男

|第1子(女） ｜第5子
Prof.Dr.A､F,Bauduin

冨
胃
国
百
厨
【
旨
四
○
胃
三
旨
画
》
ア
ル
フ
ェ
ン
で
、
一
八
三
六
年
五
月
八
日
生
れ
。

、
胃
○
冒
国
］
○
冨
冒
国
固
弱
①
昌
煙
》
ア
ル
フ
ェ
ン
で
、
一
八
三
九
年
五
月
六
日
生
れ
。

叩
ヨ
の
ロ
イ
ロ
ト
ル
。

J.L.F.deRuijter A.F Bauduin

(1813～1882）(1803～？）

4人兄鑛|第4子

(1822～1885）

F､J.A.deRuijter

(1841～？）

出
身
学
校
は
、
ま
だ
不
明
で
あ
る
が
、
ウ
ト
レ
ヒ
ト
の
医
学
校
で
も
ラ
イ
デ
ン
の
医
学
校
で
も
な
い
。
ロ

ィ
ト
ル
は
、
一
八
六
一
年
七
月
一
○
日
か
ら
、
一
八
六
七
年
一
二
月
四
日
迄
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
陸
軍
の

三
等
軍
医
と
し
て
、
バ
ダ
ビ
ア
の
セ
マ
ラ
ン
グ
で
任
に
つ
い
た
。
（
文
献
一
お
よ
び
文
献
四
）
こ
れ
以
後
の

彼
の
軍
務
に
つ
い
て
の
、
オ
ラ
ン
ダ
側
の
資
料
は
現
在
の
所
な
い
。

そ
の
後
、
岡
山
藩
医
明
石
退
蔵
が
ロ
イ
ト
ル
雇
入
れ
の
た
め
大
阪
に
赴
い
た
と
き
、
す
な
わ
ち
一
八
七
○

年
（
明
治
三
年
）
春
に
は
、
彼
は
ポ
ー
ド
イ
ン
と
共
に
、
大
阪
に
居
た
。
な
お
、
ア
ル
フ
ェ
ン
の
役
場
に

は
、
ロ
ィ
ト
ル
の
結
婚
届
は
な
い
。
死
亡
届
も
な
い
の
で
、
死
亡
年
月
日
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ロ
ィ
ト
ル
と
、
ポ
ー
ド
ィ
ン
と
は
叔
父
、
甥
の
関
係
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
上
図
の
様
に
、
ロ
イ

ト
ル
の
母
が
、
ボ
ー
ド
イ
ン
の
姉
で
あ
る
。
（
文
献
三
）

以
上
が
新
た
に
判
明
し
た
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
基
に
、
今
迄
の
疑
問
点
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
ロ
イ
ト

ル
と
ボ
ー
ド
ィ
ン
と
は
当
然
全
く
異
な
る
人
物
で
あ
る
。
ロ
イ
ド
ル
・
ポ
ー
ド
イ
ン
と
古
文
書
に
書
か
れ
て

い
る
理
由
は
、
彼
の
母
の
姓
が
、
ボ
ー
ド
イ
ン
で
あ
る
為
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
も
ま
だ
、
色
々
な
機
関
に
、
ロ
ィ
ト
ル
に
つ
い
て
問
合
わ
せ
て
い
る
。
新
し
い
事
実
が
更
に
判
明
す

れ
ば
、
再
び
報
告
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

終
り
に
の
ぞ
み
、
中
山
沃
教
授
の
助
言
に
対
し
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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文
献

一
、
三
・
］
・
ぐ
目
胃
昌
ｇ
氏
（
オ
ラ
ン
ダ
陸
軍
省
第
一
記
録
局
）
よ
り
筆
者
へ
の
私
信
一
九
七
二
、
一
、
五

二
、
の
・
号
］
・
長
氏
（
ア
ル
フ
ェ
ン
・
ア
ン
・
デ
ン
・
リ
ジ
ン
役
場
）
よ
り
筆
者
へ
の
私
信
一
九
七
二
、
一
、
二
五

三
、
言
く
の
①
『
日
豐
氏
（
ド
ル
ド
レ
ヒ
ト
市
死
亡
届
記
録
所
）
よ
り
筆
者
へ
の
私
信
一
九
七
二
、
四
、
七

四
、
因
］
・
三
・
○
茸
ｇ
氏
（
ハ
ー
グ
市
、
国
立
古
文
書
保
存
館
第
二
部
）
よ
り
筆
者
へ
の
私
信
一
九
七
二
、
五
、
二

五
、
中
山
沃
、
岡
山
藩
医
学
館
の
創
設
、
日
本
医
事
新
報
二
一
二
号
四
三
昭
和
三
九
年

六
、
中
山
沃
、
岡
山
藩
医
学
館
教
師
ロ
イ
ト
ル
氏
に
つ
い
て
医
潭
復
刊
四
一
号
二
六
二
二
昭
和
四
五
年

七
、
中
山
沃
、
岡
山
藩
医
学
館
教
師
ロ
イ
ト
ル
氏
に
つ
い
て
蘭
学
と
日
本
文
化
三
四
九
東
京
大
学
出
版
会
昭
和
四
六
年

八
、
中
山
沃
、
岡
山
の
医
学
七
四
日
本
文
教
出
版
昭
和
四
六
年

九
、
森
紀
久
男
、
ポ
ー
ド
イ
ン
滞
岡
記
岡
山
医
科
大
学
学
友
会
雑
誌
五
九
号
昭
和
一
五
年

十
、
中
野
操
、
ロ
イ
ト
ル
と
ポ
ー
ド
イ
ン
、
同
一
人
説
を
否
定
す
日
本
医
事
新
報
二
一
○
八
号
八
三
昭
和
三
九
年

十
一
、
岡
長
平
、
岡
山
市
史
学
術
体
育
篇
六
二
昭
和
三
九
年

（
岡
山
大
学
・
医
学
部
学
生
）
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新
樹
冴
月

あ
れ
は
て
し
不
破
の
関
や
の
板
ひ
さ
し

青
葉
し
け
り
て
月
も
も
ら
さ
す

花
散
り
て
木
々
の
こ
の
間
に
見
し
月
の

か
け
し
け
れ
は
や
光
り
も
ら
さ
ぬ

菫
菜
蕗

有
明
の
月
の
光
も
す
み
れ
く
さ

う
す
む
ら
さ
き
に
露
そ
匂
へ
り

す
み
れ
く
さ
朝
露
な
か
ら
つ
み
て
見
む

若
む
ら
さ
き
に
袖
は
染
と
も

早
夏
侍
郭
公

郭
公
け
ふ
や
あ
す
や
と
ま
つ
ほ
と
は

原
著

鶉
斎
遺
稿
」
に
つ
い
て
（
五
）

(9I) (96） (94） (93) (92）

は
な
し
な
け
れ
と
し
つ
こ
洩
る
な
し

朝
時
鳥

こ
の
ね
ぬ
る
朝
気
は
老
の
み
壁
や
と
き
Ｗく

人
な
み
に
聞
山
ほ
と
と
き
す

柴
の
庵
あ
さ
戸
明
れ
は
ほ
と
畠
き
す
冊く

お
と
ろ
か
し
て
そ
な
の
る
一
声

か
畠
み
山
明
残
り
た
る
月
影
に
・
朋く

鴫
ほ
と
典
き
す
こ
ゑ
の
さ
や
か
な
り

か
た
お
も
ひ

ｊ

我
の
み
や
身
は
か
た
原
の
か
た
函
の
み
Ⅷ

よ
る
よ
し
も
な
く
折
は
て
ぬ
へ
し

一
善
か
海
某
の
花
さ
か
は
と
ち
き
り
給
ひ
し
を

津
鼈
罎
雛
懸
譲
一
膳
鴫
和
四
十
七
隼
十
月
七
日
受
付

大

烏

關
三
郎
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い
つ
し
か
散
ぬ
と
て
い
た
ふ
心
は
花
の
う
き
な

る
な
と
あ
り
け
れ
は

ち
き
り
置
し
花
も
ち
り
ぬ
と
つ
け
く
れ
は
皿く

う
き
世
の
ゆ
め
は
さ
め
に
け
る
か
な

夏
の
道
野
辺
を
過
る
と
て

す
み
れ
摘
わ
ら
ひ
折
に
し
野
辺
見
れ
は
Ⅲ０

同
し
色
に
そ
青
み
合
に
け
り

時
烏
待
月

時
烏
な
か
ぬ
か
き
り
は
ま
つ
ほ
と
の
皿

こ
典
ろ
く
も
れ
り
月
夜
な
か
ら
に

卯
花
未
返

玉
川
の
き
し
の
み
な
わ
の
た
え
ノ
ー
、
に
Ⅲく

よ
る
そ
と
見
せ
て
さ
け
る
卯
の
花

毎
夜
侍
時
烏

時
烏
な
く
か
と
思
ひ
そ
め
し
よ
り
Ⅲく

今
夜
い
く
よ
か
ま
ち
明
す
ら
む

ほ
と
掻
き
す
今
夜
も
待
て
す
こ
し
け
り
Ⅲ

あ
す
は
山
辺
に
宿
を
か
ら
な
む

雨
中
待
友

う
ち
し
め
る
軒
の
し
の
ふ
の
し
の
ひ
つ
嵐
、

友
待
わ
ふ
る
五
月
雨
の
空

世
を
す
て
掻
山
に
入
身
も
さ
み
た
れ
の
川

ふ
る
夕
く
れ
は
友
そ
ま
た
る
ふ

管
橘

軒
ち
か
く
れ
こ
し
て
植
し
立
花
の
Ⅱ

む
か
し
忘
れ
す
け
ふ
も
匂
へ
り

橘
風
静

折
々
に
吹
来
る
風
の
に
ほ
ふ
な
り
Ⅲｌ

は
な
立
は
な
の
今
朝
や
さ
く
ら
む

道
別
の
も
と
よ
り
誓
願
寺
の
軒
端
梅
の
古
枝
な
り
と
て

贈
り
給
り
た
り
是
を
も
の
し
て
念
珠
と
は
な
し
け
り
抑

此
誓
願
寺
と
云
は
む
か
し
上
東
門
院
の
御
願
に
よ
り
て

害
哺
品
を
講
し
給
ひ
し
所
の
よ
し
其
品
の
句
に
其
巾
衆

生
悉
是
吾
子
と
あ
れ
は

こ
れ
や
こ
の
御
法
の
は
な
の
さ
く
庭
に
Ⅲく

つ
ら
な
る
軒
の
う
め
の
古
枝
か

卯
花
混
月

白
妙
の
そ
の
色
と
し
も
わ
か
ぬ
か
な
皿Ｉ
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つ
き
の
夜
こ
ろ
に
さ
け
る
卯
花

尋
余
花

（
る
の
宇
脱
か
）
－
〃

暮
る
ま
て
や
ま
路
を
深
く
尋
見
む
畑

は
る
に
お
く
れ
し
は
な
も
あ
り
や
と

吹
か
せ
の
し
ら
て
の
こ
せ
し
は
な
や
あ
る
ⅡＯ

し
け
き
木
の
間
を
た
つ
ね
て
そ
み
む

野
新
樹

ｊ

わ
け
行
し
野
辺
に
枝
折
し
花
の
木
も
畑

お
な
し
緑
に
青
葉
し
て
け
り

ｊ

影
う
つ
す
野
沢
の
水
の
あ
さ
け
れ
と
Ⅲ

こ
す
ゑ
は
深
く
み
と
り
さ
し
け
り

葵

千
早
振
か
も
の
み
あ
れ
の
あ
ふ
ひ
草
叩

い
く
年
か
け
て
た
の
む
諸
人

山
か
つ
も
あ
ふ
ひ
か
さ
す
と
う
ち
む
れ
て
Ⅲ

け
ふ
は
都
へ
出
て
来
し
か
も

雨
後
老
人
の
身
ま
か
り
け
る
を
い
た
み
て

ｊ

五
月
雨
の
ち
か
つ
く
空
は
う
ち
く
も
り
叩

し
て
の
田
を
さ
の
鳴
音
悲
し
き

曙
時
烏

マ
マ

曙
の
月
彰
の
こ
る
た
か
根
よ
り
伽く

山
ほ
と
掻
き
す
な
き
て
過
な
り

道
別
の
も
と
よ
り
わ
ひ
こ
と
の
す
み
ふ
る
り
の
垣
根
に

は
あ
な
う
ノ
、
の
花
の
み
そ
さ
く
と
有
返
し

白
妙
の
き
ぬ
に
ま
か
へ
る
か
き
根
を
は
皿

何
に
う
の
花
と
人
は
見
る
へ
き

未
聞
郭
公

老
の
耳
こ
と
き
ま
よ
ひ
か
ほ
と
咲
き
す
皿

ま
て
と
も
ノ
、
い
ま
た
来
鳴
ぬ

曙
時
烏

ｊ

有
明
の
月
影
う
す
き
あ
け
ほ
の
に
咽

こ
ゑ
さ
や
か
な
り
山
ほ
と
鼻
き
す

菖
蒲

ｊ

と
し
こ
と
に
増
田
の
池
の
あ
や
め
く
さ
岨

根
な
か
き
た
め
し
引
く
ら
へ
み
む

長
か
れ
と
こ
ふ
ろ
そ
祈
る
あ
や
め
く
さ
唖く

れ
こ
し
に
引
て
か
へ
る
諸
人

五
月
雨
に
ふ
る
の
中
道
あ
と
た
え
て
職
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こ
け
の
み
と
り
の
色
増
り
行

世
の
中
を
お
も
ひ
た
ゆ
れ
は
人
も
来
す
血

み
つ
の
み
ち
さ
へ
苔
に
埋
り

五
月
五
日

あ
や
め
ふ
く
宿
は
昨
日
に
引
か
へ
て
Ⅲ

管
の
雫
の
匂
ふ
五
月
雨

山
田
早
苗

早
苗
と
る
い
な
ふ
さ
山
田
う
ゑ
た
て
私
伽

と
し
あ
る
秋
を
祈
る
芦
生

後
朝
恋

別
れ
来
て
陥
る
か
た
の
み
ち
し
は
に
剛

け
さ
は
い
か
な
る
露
か
お
く
ら
ん

名
所
滝

た
え
も
せ
す
幾
世
不
野
の
滝
の
水
皿

神
代
よ
り
猶
か
く
や
あ
り
け
ん

市
時
烏

西
東
き
ほ
ふ
市
の
を
ち
か
へ
り
塊く １

こ
ゑ
も
た
え
せ
す
鳴
ほ
と
と
き
す

片
田
舎
に
ま
か
り
て
橘
の
さ
き
け
る
を
見
て

し
つ
か
家
に
花
橘
の
に
ほ
は
す
は

い
か
て
む
か
し
の
こ
と
を
忍
ん

五
月
六
日
寄
菖
蒲
述
懐

い
た
つ
ら
に
残
る
も
つ
ら
し
あ
や
め
草

き
の
ふ
は
軒
の
つ
ま
と
な
り
し
に

お
ほ
わ
の
ま
つ
り
の
使

杉
立
て
る
三
輪
の
山
も
と
ふ
み
わ
け
て

大
宮
人
そ
ぬ
さ
は
さ
ゞ
く
る

禁
中
橘

袖
か
を
る
大
宮
人
に
と
ひ
て
見
む

た
ち
花
さ
け
る
み
は
し
経
し
か
と

夜
過
関
屋

あ
れ
は
て
し
不
破
の
関
屋
を
夜
行
ハ

雨
よ
り
ほ
か
に
も
る
も
の
は
な
し

三
輪
山

た
つ
ね
来
て
三
輪
の
は
ふ
り
に
こ
と
問
へ
は

し
め
な
は
引
る
杉
そ
か
み
す
き

野
撫
子

紅
に
そ
の
色
ふ
か
く
し
め
し
野
は

(139） (138） (137） (136） (135） (134） (133）
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ゆ
ふ
日
に
に
ほ
ふ
や
ま
と
撫
子

撫
子
色
々

ｊ

か
ら
大
和
色
や
分
る
と
撫
子
の
叩

露
も
は
ら
は
て
今
朝
は
見
る
哉

樗

五
月
雨
に
い
つ
か
あ
ふ
ち
の
花
咲
て
皿

そ
ら
は
れ
い
ま
に
散
り
は
て
に
け
り

香
樹
院
尼
公
の
六
十
の
御
賀
に
よ
み
て
奉
る

（
の
字
脱
か
）
－
”

か
め
尾
や
お
ち
く
る
滝
の
滝
に
あ
え
て
皿

き
み
か
よ
は
ひ
は
た
え
し
と
そ
思
ふ

み
な
月
は
た
へ
し
に
河
原
に
出
て
月
の
あ
か
き
を
見
て

ｊ

御
稜
河
あ
さ
せ
の
水
の
そ
こ
清
み
咄く

み
る
た
に
凉
し
夏
の
夜
月

野
草
秋
近

ｊ

夏
も
は
や
末
野
の
す
出
き
ゆ
ふ
か
せ
に
Ⅲ

ち
か
つ
く
秋
を
さ
し
ま
ね
き
け
り

移
恋

ｊ

過
し
夜
の
其
う
つ
り
香
の
残
る
に
そ
蝿

我
衣
な
か
ら
ぬ
き
か
て
に
し
て

杣
河
筏

五
月
雨
に
水
増
り
行
そ
ま
河
に

こ
り
し
宮
木
を
下
す
筏
師

河
上
夏
月

夏
夜
の
河
瀬
に
う
つ
る
月
見
れ
は

ひ
か
り
す
世
し
く
風
渡
り
け
り

庵
五
月
雨

わ
か
庵
の
ゆ
ふ
く
れ
こ
と
に
い
ふ
せ
き
は

か
や
り
火
く
ゆ
る
五
月
雨
の
頃

磯
松

風
あ
ら
き
磯
辺
の
ま
つ
は
い
く
代
経
し

た
ち
も
の
ほ
ら
す
枝
た
れ
に
け
り

丙
寅
秋
九
月

紅
葉
勝
花

色
深
く
そ
む
る
も
み
ち
の
こ
洩
る
も
て

な
に
か
さ
く
ら
の
あ
た
に
似
る
へ
き

散
る
花
は
雪
に
な
ら
ひ
て
と
く
き
へ
ぬ

お
ち
て
も
久
し
峰
の
紅
葉
葉

宣
徳
院
尼
の
十
三
回
忌
に
御
墓
に

(151） (1[O) (149） (148ノ (147） (146）
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ま
ふ
て
戎
懐
旧
の
こ
掻
ろ
を
よ
め
る

十
年
あ
ま
り
三
と
せ
に
な
り
し
け
ふ
ま
て
も
皿

ま
た
覚
や
ら
ぬ
夢
そ
悲
し
き

残
り
ゐ
し
お
い
そ
の
森
の
み
の
む
し
は
畑

む
か
し
し
の
ひ
て
音
に
こ
そ
は
な
け

又
同
し
御
墓
に
ま
ふ
て
給
ふ

ふ
る
き
人
々
に
逢
て

ｊ

年
を
経
て
あ
ひ
み
る
人
に
驚
き
ぬ
剛

わ
か
面
影
の
老
を
忘
れ
て

松
井
主
の
身
罷
り
給
ふ
を
い
た
み
て
よ
め
る

今
は
世
に
朽
ぬ
名
の
み
そ
し
た
は
る
弘
師

あ
ふ
く
ま
川
の
か
は
の
埋
木

秋
夕

我
の
み
の
秋
の
夕
と
思
は
め
や
恥

と
も
呼
鳩
も
声
あ
は
れ
な
り

秀
沢

ｊ

見
る
か
う
ち
に
海
士
の
小
船
の
あ
と
た
え
ぬ
師

お
き
に
幾
重
の
雪
や
立
ぬ
る

残
紅
葉

枝
し
け
き
松
の
林
の
紅
葉
画
は

い
ろ
も
か
は
ら
て
ふ
ゆ
に
残
れ
り

紅
葉
不
遍

露
し
く
れ
し
ら
れ
ぬ
か
た
や
わ
か
つ
ら
ん

そ
む
る
染
さ
る
峰
の
も
み
し
葉

あ
き
の
日
な
か
河
て
う
所
に
て

尾
花
さ
く
き
し
行
舟
は
迷
ふ
ら
し

か
な
た
こ
な
た
に
打
ま
ね
き
つ
つ

九
月
九
日

き
く
の
花
か
さ
し
と
な
せ
は
白
妙
に

か
し
ら
の
霜
の
い
ろ
も
か
は
ら
す

秋
の
夜
む
し
の
声
を
聞
て

む
し
の
声
夜
を
ふ
る
こ
と
に
悲
し
き
は

お
き
に
し
露
や
霜
と
な
る
ら
ん

寄
月
夢

て
る
月
に
む
か
ふ
心
そ
は
つ
か
し
き

夢
に
見
し
さ
へ
曇
り
か
ち
な
る

か
れ
の
弾
草
を

さ
ま
り
Ｊ
、
に
花
咲
秋
の
百
草
も

(158）(160） (179(161）(164） (163） (162）

291



お
な
し
色
に
そ
か
る
畠
む
さ
し
野

枯
尾
花
か
せ
吹
上
て
散
り
し
け
は

す
え
に
は
早
き
雪
と
見
え
ぬ
る

社
頭
紅
葉

散
を
乱
し
み
い
か
き
の
紅
葉
折
取
は

は
も
り
の
神
の
と
か
め
も
そ
す
る

山
姫
の
染
し
も
み
ち
は
か
ら
に
し
き

お
り
て
や
か
け
し
神
な
ひ
の
森

秋
を
を
し
む

く
れ
て
行
秋
の
な
こ
り
と
な
か
む
れ
は

ひ
と
よ
り
老
は
を
し
ま
れ
に
け
り

方
よ
り
に
野
辺
の
尾
花
の
ま
ね
け
る
は

け
ふ
は
か
り
な
る
秋
や
を
し
め
る

従
織

秋
の
野
は
い
ま
は
た
虫
の
お
り
え
け
ん

こ
え
あ
や
深
し
花
の
綿
に

は
た
お
り
め
い
と
悲
し
く
も
鳴
な
へ
に

く
さ
葉
の
露
そ
む
す
ほ
ほ
れ
け
る

安
見
か
間
来
て
返
し

(171) (170） (169） (168） (167） (166） (165)

け
ふ
来
す
は
秋
も
暮
な
ん
し
は
し
あ
ら
は

お
く
れ
ん
き
く
に
君
を
待
ま
し

け
ふ
は
か
り
招
く
も
の
か
は
花
す
出
き

あ
す
も
か
く
こ
そ
あ
る
へ
き
も
の
を

人
々
の
鹿
の
声
千
鳥
の
鳴
音

な
ん
と
間
ん
と
旅
立
と
間
て
→

峰
に
し
か
浦
に
千
鳥
の
声
な
く
は

た
ひ
の
あ
は
れ
を
な
に
畠
す
さ
め
ん

檮
衣
何
方

小
夜
更
て
よ
る
の
枕
に
ひ
画
く
な
り

た
か
さ
と
わ
か
す
う
つ
き
ぬ
た
か
も

栽
花

去
年
の
春
花
見
し
こ
と
の
た
ら
は
ね
は

い
さ
う
ゑ
添
て
あ
く
ま
て
に
見
む

秋
の
は
て

（
る
欠
か
）

別
か
る
は
め
く
り
逢
ふ
へ
き
あ
き
な
れ
と

を
し
む
心
は
老
も
か
は
ら
し

秋
の
日
新
梅
園
と
い
ふ
所
に

ま
か
り
て

(177) (176） (175） (174） (173） (172)
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か
な
ら
す
と
春
を
ち
き
り
て
別
な
り

我
も
わ
す
る
な
園
の
梅
枝

同
し
日
す
み
た
川
に
て

都
人
ま
よ
ふ
と
見
え
て
す
み
た
川

か
い
せ
の
き
り
に
船
よ
は
ふ
な
り

秋
の
日
麻
布
と
い
ふ
所
に
龍
り
し

に
人
々
の
家
に
菊
植
た
れ
は

植
置
て
や
こ
と
に
さ
け
る
き
く
の
花

こ
こ
ろ
，
Ｊ
、
の
色
香
を
そ
見
る

同
し
日
野
路
に
て

秋
の
野
に
ま
よ
ふ
も
う
れ
し
迷
す
は

か
か
る
紅
葉
に
い
か
て
逢
は
ま
し

同
し
日
閖
斎
か
家
に
宿
り
け
る

に
あ
め
ふ
り
け
れ
は

我
た
め
に
木
々
の
紅
葉
を
そ
め
ん
と
や

し
く
れ
の
雨
の
夜
た
き
ふ
る
ら
ん

此
節
秋
の
は
て
に
て
嵐
は
け
し

み
〃
１
，
Ｖ
４
４
１
１

封
，
ナ
ー
ま

け
ふ
の
み
の
秋
の
名
残
り
の
別
路
に

(178）(179）(180）181)(183） (182）

葉
守
の
神
も
旅
立
に
け
り

も
の
へ
ま
か
り
て
や
と
り
け
る
家

う
み
辺
ち
か
洩
り
け
れ
は

く
れ
な
ゐ
に
上
総
の
海
の
に
ほ
へ
る
は

秀
ま
に
出
る
あ
さ
日
な
り
け
り

冬
動
物

旅
人
の
渡
り
や
し
ぬ
る
さ
ほ
川
の

ふ
か
き
秀
ま
に
千
鳥
鴫
な
り

冬
更
衣

冬
の
米
て
吹
風
寒
し
や
ま
す
み
は

か
は
の
こ
ろ
も
に
た
ち
か
へ
る
ら
む

春
秋
は
う
か
り
し
鶴
の
毛
こ
ろ
も
注

い
つ
し
か
な
れ
ぬ
霜
の
夜
こ
と
に

山
路
桟

烟
り
立
あ
さ
ま
か
た
け
を
あ
と
に
見
て

小
き
そ
の
山
に
か
洩
る
か
け
は
し

君
か
代
は
木
曽
の
か
け
は
し
名
の
み
に
て

あ
や
ふ
き
し
ら
て
渡
る
旅
人

残
雁

(185） (184)(187） (186）(199） (1冊）
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春
の
花
見
す
て
弾
い
に
し
雁
か
ね
の

ゆ
き
の
ふ
る
日
は
い
か
て
残
れ
る

雁
か
ね
は
お
の
か
越
路
と
お
も
ひ
て
や

か
り
田
の
雪
に
猶
残
る
ら
む

滝
の
川
辺
に
も
み
ち
を
う
ゑ
け
る

人
の
歌
よ
め
と
い
ひ
け
れ
ば

こ
と
し
よ
り
き
く
に
紅
葉
を
植
え
そ
へ
て

こ
畠
も
立
田
の
川
と
な
ら
な
む

滝
の
川
か
ら
く
れ
な
ゐ
に
見
え
け
る
は

う
ゑ
し
紅
葉
の
か
け
や
移
れ
る

落
葉
混
雨

ま
き
の
戸
に
落
葉
ま
し
り
に
ふ
る
雨
は

そ
れ
と
は
か
り
の
音
も
わ
か
れ
す

ち
り
か
洩
る
紅
葉
を
さ
そ
ふ
夕
時
雨

く
れ
な
ゐ
ふ
か
く
色
見
え
に
け
り

苔
落
葉

夕
日
影
は
れ
て
く
も
れ
る
苔
戸
は

と
や
ま
に
し
く
れ
な
れ
は
な
る
ら
ん

路
も
な
き
苔
の
落
葉
に
音
た
え
て

(117) (196） (195) (194) (193） (192） (1,1 (1rO)

よ
は
の
し
く
れ
の
ふ
り
て
来
に
け
り

衾

老
ぬ
れ
は
い
と
掻
ふ
す
ま
も
な
か
り
け
り

な
か
き
夜
寒
し
し
け
き
寝
覚
に

羽
ね
か
は
す
を
し
の
衾
は
寒
か
ら
し

あ
か
つ
き
か
け
て
霜
の
お
け
れ
は

冬
の
日
よ
め
る

み
し
か
し
と
驚
く
冬
の
夕
日
影
と

見
え
し
は
残
る
紅
葉
な
り
け
り

樵
路
霜

つ
ま
木
と
る
み
ち
は
落
葉
に
理
れ
て

お
く
し
も
寒
く
今
朝
は
見
え
け
り

推
柴

か
し
烏
の
あ
さ
り
や
し
ぬ
る
推
柴
の

風
な
き
か
た
に
枝
さ
は
く
な
り

木
葉
み
な
そ
め
つ
く
せ
と
も
推
柴
は

あ
き
の
後
瀬
に
‐
い
ろ
も
か
は
ら
す

む
こ
な
り
け
る
男
の
一
周
忌
に

よ
め
る

(20)） (202） (201） (2Ⅱ） (199） (198）
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な
と
て
か
く
吹
木
枯
の
音
の
う
き

去
年
は
あ
ら
く
も
あ
り
し
と
お
も
へ
は

か
き
り
あ
る
老
は
な
か
ｊ
、
な
か
ら
へ
て

ひ
と
に
別
れ
し
日
は
め
く
り
来
ぬ

神
無
月
の
頃
滝
の
川
と
い
ふ

と
こ
ろ
に
龍
り
て
よ
め
る

も
ろ
こ
し
の
錦
を
あ
ら
ふ
入
江
よ
り

落
く
る
水
か
た
に
の
紅
葉
葉

同
し
日
金
輪
寺
と
い
ふ
山
寺
に

罷
り
て
桜
の
花
を
見
て

仙
人
に
い
つ
し
か
な
り
ぬ
花
も
み
ち

い
ろ
こ
き
山
に
け
ふ
は
来
に
け
り

前
四
位
殿
の
一
周
忌
に

(20i)(20）20 ） (201）

皆
人
の
お
ち
し
涙
や
そ
め
つ
ら
ん

の
こ
る
も
み
ち
の
色
ま
さ
り
ぬ
る

田
家
雪

ふ
る
雪
に
小
田
の
狼
の
う
つ
も
れ
て

あ
さ
る
か
た
な
く
村
雀
な
く

柏
霞

枝
た
か
き
軒
の
か
し
は
き
小
夜
更
て
、

う
つ
や
あ
ら
れ
の
音
さ
へ
に
け
り

こ
と
木
よ
り
分
て
葉
ひ
ろ
の
柏
木
は

あ
ら
れ
た
は
し
る
音
の
は
け
し
さ

(203）(211) (201）(210）
（
つ
づ
ノ
、
）
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東
三
河
地
方
（
豊
橋
市
、
八
名
郡
、
南
設
楽
郡
、
北
設
楽
郡
、
渥
美
郡
、

宝
飯
郡
）
に
蘭
学
が
導
入
さ
れ
た
の
は
天
保
年
間
三
河
国
田
原
藩
医
鈴
木
春

山
に
よ
る
も
の
と
思
う
。
鈴
木
春
山
の
諒
は
強
、
字
は
自
強
、
通
称
春
山
童

浦
と
云
ふ
。
享
和
元
年
三
河
国
田
原
に
生
る
。
文
政
三
年
二
十
才
に
し
て
長

崎
遊
学
、
天
保
六
年
三
十
五
才
に
し
て
再
度
長
崎
に
遊
学
、
蘭
人
に
つ
き
蘭

医
学
を
学
ぶ
。
弘
化
三
年
五
月
十
日
殻
す
。
享
年
四
十
六
才
な
り
。
浅
井
充

晁
茂
喬
が
春
山
と
親
交
を
結
ん
で
い
た
こ
と
は
彼
が
春
山
を
介
し
て
隼
山
に

か
の
有
名
な
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
を
画
か
し
め
た
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
。

即
ち
浅
井
完
晁
は
春
山
に
よ
っ
て
蘭
医
学
を
学
び
、
吉
田
藩
へ
こ
れ
を
伝
え

ぢ
よ
う
さ
ん

た
も
の
と
思
う
。
完
晁
の
子
弁
安
（
寛
備
）
、
常
三
も
亦
と
も
に
俊
才
に
し

て
蘭
医
を
も
っ
て
吉
田
藩
に
仕
え
、
又
、
町
医
と
し
て
も
人
望
高
き
人
々
で

あ
っ
た
。
明
治
初
期
に
於
て
弁
安
を
中
心
と
し
て
豊
橋
の
地
に
医
学
舎
設
立

が
企
て
ら
れ
、
功
成
ら
ず
と
云
え
ど
も
東
三
河
地
方
の
医
学
向
上
の
為
に
尽

し
た
事
蹟
は
偉
と
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ
に
設
立
願
の
全
文
を
か
か
げ
て
後

世
に
残
し
た
い
と
思
う
。

〃
ｂ
処
ｆ
矛
岨
ｆ
ｐ
く
み
ｑ
ｔ

資
料

ｊ
Ｌ
ｇ
ｐ
く
″
、
ｆ
″
お
く
１
》

豊
橋
浅
井
家
に
伝
は
る
資
料

豊
橋
医
学
舎
設
立
願

医
学
舎
設
立
願

竹
内
孝謹

テ
愚
議
一
ヲ

令
公
閣
下
二
上
啓
ス
僕
等
前
之
日
医
学
校
創
立
係
之
命
ヲ
蒙
リ
而
後
苦
心
配

意
御
趣
意
ヲ
示
諭
シ
便
宜
ヲ
商
議
ス
ル
ニ
衆
意
一
同
豊
橋
支
庁
下
江
仮
医
学

舎
ヲ
設
立
シ
三
河
東
三
郡
ノ
医
輩
同
舎
江
会
同
シ
以
テ
医
学
ヲ
研
究
セ
ン
事

ヲ
欲
ス
素
ヨ
リ
御
維
新
文
明
之
御
趣
意
ヲ
奉
体
シ
テ
其
職
ヲ
尽
サ
ン
ト
ス
ル

ノ
志
ア
リ
卜
雌
モ
僻
邑
寒
村
貧
琵
欠
給
ノ
医
輩
其
ノ
資
財
ノ
乏
シ
ク
起
死
回

生
之
善
害
ア
ル
モ
購
求
ス
ル
能
ハ
ス
都
府
扁
倉
之
妙
手
在
留
ス
ル
モ
左
右
二

従
事
シ
其
教
ヲ
受
ル
亦
能
ハ
ス
因
テ
前
文
ノ
如
ク
豐
橋
支
庁
下
江
医
学
舎
設

立
ノ
許
可
ヲ
得
以
テ
各
其
素
意
ヲ
尽
サ
ン
事
ヲ
統
翼
ス
、
伏
テ
願
ハ
令
公
、

惹
愛
憐
察
此
挙
ヲ
許
可
シ
有
名
無
実
ノ
弊
ヲ
一
掃
シ
医
生
ノ
職
務
ヲ
尽
サ
シ

メ
ン
事
恐
悼
希
望
頓
首
敬
白

附
添
中
上

一
、
三
河
東
三
郡
ノ
医
輩
愛
知
隆
学
校
創
立
資
金
出
課
免
セ
ラ
レ
豊
橋
支
庁

下
医
学
舎
資
金
一
一
下
賜
奉
願
上
度
事

一
、
医
学
舎
追
々
盛
大
二
相
成
資
金
窮
迫
一
一
立
至
り
候
節
〈
精
を
尽
力
資
金

方
法
永
続
ノ
目
途
相
立
候
様
可
仕
尤
モ
其
節
ハ
貧
民
病
苦
救
助
ノ
為
メ

施
薬
療
所
ヲ
傍
ラ
’
一
相
設
ケ
度
事
，

一
、
支
庁
下
二
於
テ
故
障
之
ナ
キ
寺
院
又
ハ
不
用
之
屋
舎
ヲ
学
舎
二
下
賜
奉

願
上
度
事

一
、
三
郡
之
医
輩
十
ノ
八
九
ハ
漢
家
者
流
二
有
之
候
間
、
当
分
之
内
翻
訳
書

一
一
テ
学
課
左
｛
一

（
マ
マ
）

解
部
害
、
生
理
学
、
薬
物
学
、
包
帯
学
、
内
科
治
療
書
卜
相
定
申
度
事

第
十
三
大
区
三
河
国
設
楽
郡
医
学
校
創
立
係

平
松
玄
仲
（
印
）

山
崎
讓
平
（
印
）
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豊
橋
支
庁
の
も
と
に
三
河
の
国
東
三
の
郡
の
久
寿
志
ど
も
か
り
に
学
び
所

を
設
け
な
し
お
の
れ
ら
も
児
子
を
も
は
ぐ
く
み
学
ぱ
し
た
き
と
ぞ

御
ゆ
る
し
を

県
の
君
に
願
た
て
ま
つ
る
美
し
く
又
い
つ
く
し
む
べ
き
こ
と
の
世
を
捨
し

お
の
れ
も
道
の
た
め
同
じ
心
に
て
。

あ
が
た
の
大
君
の
御
前
へ
言
の
葉
し
て
ね
ん
こ
ろ
に
、
ね
き
た
て
ま
つ
ら

ん
と
、
か
し
こ
み
か
し
こ
み
申
う
す
。
浅
井
弁
安
隠
居
（
花
押
）

平
田
弘
安
（
印
）

第
十
四
区
三
河
国
八
名
郡
医
学
校
創
立
係

山
田
三
学
（
印
）

鈴
木
元
貞
（
印
）

原
理
碩
（
印
）

第
十
五
大
区
三
河
国
渥
美
郡
医
学
舎
創
立
係

広
田
耕
民
（
印
）

大
沢
玄
龍
（
印
）

辻
村
泰
全
（
印
）

中
村
亦
寿
（
印
）

浅
井
常
三
（
印
）

（
註
一
）

愛
知
県
令
鷲
尾
隆
聚
殿

医
学
舎
之
儀
ハ
本
校
建
設
体
相
立
し
候
上
可
及
指
揮
候
条
予
而
相
達

（
マ
マ
）

置
御
通
知
鱸
金
早
々
可
貴
出
事

明
治
七
年
八
月
十
九
日

二
、
禄
高
拾
四
石
愛
知
県
貫
属
士
族
岩
田
秀
庵

癸
酉
七
月
四
十
四
才
二
ケ
月

弘
化
元
年
甲
辰
三
月
ョ
リ
安
政
元
年
甲
寅
七
月
迄
東
京
小
川
町
神
保
小
路
元

高
松
藩
医
雨
森
宗
益
江
入
塾
、
都
合
十
年
五
ヶ
月
間
内
治
科
学
研
究
。
嘉
永

一
、
第
十
五
大
区
小
一
区
渥
美
郡
豊
橋
田
町

平
民
西
郷
盧
橘
旧
通
称
多
門

癸
酉
七
月
三
十
七
年
十
一
ケ
月

一
、
安
政
三
年
丙
辰
正
月
ヨ
リ
同
六
年
己
未
十
二
月
迄
私
宅
二
於
テ
漢
医
書

研
究
仕
リ
、
同
七
年
二
月
ヨ
リ
文
久
二
年
壬
戌
九
月
迄
旧
江
戸
旧
姫
路
藩
医

向
井
玄
昇
二
随
上
漢
派
内
治
科
医
学
都
合
六
年
七
ヶ
月
間
研
究
仕
候
所
、
文

久
三
年
癸
亥
十
月
贈
父
没
去
二
付
、
同
年
十
一
月
ヨ
リ
同
所
二
於
テ
姫
年
廿

八
才
ヨ
リ
開
業
仕
候
。
尤
モ
代
々
漢
派
之
医
業
仕
候
所
轆
近
ハ
翻
訳
治
療
書

研
究
中
二
御
座
候

右
之
通
相
違
無
御
座
候
此
段
奉
申
上
候

明
治
六
年
癸
西
七
月
同
所

西
郷
盧
橘
（
印
）

折
あ
ふ
て
願
ふ
く
す
し
の
心
根
は

と
も
に
は
け
ま
ん
国
の
た
め
と
て

古
し
ヘ
ハ
無
か
り
と
聞
く
学
ひ
と
に

ふ
か
き
め
ぐ
み
を
た
ま
へ
我
が
君

．
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
■
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ

以
下
に
医
学
舎
設
立
賛
同
者
の
豊
橋
在
住
の
医
生
略
歴
を
記
す
。
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三
、
禄
高
拾
五
石
六
斗
愛
知
県
貫
属
土
族
石
川
宗
活

当
酉
六
月
五
十
一
才
六
ケ
月

天
保
九
年
戊
戌
正
月
ヨ
リ
同
癸
卯
十
四
年
十
二
月
迄
旧
幕
府
医
員
東
京
小
石

川
大
塚
喜
多
村
安
正
一
一
従
上
都
合
六
ヶ
年
之
間
内
科
研
究
。
天
保
十
二
辛
丑

東
京
谷
中
一
一
於
テ
開
業
。
明
治
三
年
六
月
ヨ
リ
豐
橋
仲
町
二
転
移
開
業
。
元

豊
橋
藩
二
於
テ
天
保
十
二
辛
丑
正
月
ヨ
リ
明
治
四
年
辛
未
七
月
迄
勤
務
。

右
之
通
り
御
座
候
此
段
奉
申
上
候

明
治
六
年
石
川
宗
活

四
年
辛
亥
正
月
迄
豊
橋
藩
江
勤
務
被
申
付
候
。
安
政
元
甲
寅
七
月
ヨ
リ
東
京

麹
町
隼
町
一
一
於
テ
開
業
。
明
治
四
年
戊
辰
五
月
渥
美
郡
豐
橋
指
笠
町
江
転
住

開
業
。

右
之
通
御
座
候

明
治
六
年
七
月
廿
四
日
岩
田
秀
庵
（
印
）

四
、
医
務
取
調
明
細
書

愛
知
県
管
下
三
河
国
渥
美
郡
拾
五
大
区
一
小
区
豊
橋
本
町
四
百
一
番
地
所

平
民
医
日
下
部
真
迄

当
酉
六
月
三
十
九
才
二
ケ
月

天
保
五
年
甲
子
四
月
ヨ
リ
万
延
元
年
庚
申
十
二
月

迄
二
十
六
才
九
ヶ
月
旧
通
称
今
泉
友
輔

万
延
元
年
甲
庚
十
二
月
ョ
リ
慶
応
三
丁
卯
年
十
一
一
月
迄

七
年
一
ヶ
月
間
同
尾
崎
舎
人

明
治
元
年
戊
辰
正
月
ヨ
リ
同
二
年
巳
十
二
月

迄
二
ヶ
年
間
旧
通
称
ニ
復
ス
同
今
泉
友
輔

安
政
元
年
甲
寅
十
二
月
ヨ
リ
同
五
年
戊
午
正
月
迄
東
京
住
居
、
水
戸
藩
士
族

佐
藤
民
之
助
江
従
上
都
合
三
年
二
ヶ
月
間
内
治
学
研
究
。
安
政
五
年
戊
午
三

月
ヨ
リ
方
延
元
年
庚
申
十
二
月
迄
尾
張
国
元
名
古
屋
藩
士
族
加
藤
秀
之
進
二

従
上
都
合
二
年
十
月
間
外
科
学
研
究
。
方
延
元
年
庚
申
十
二
月
ヨ
リ
文
久
二

年
壬
戌
十
二
月
迄
二
年
一
月
本
国
八
名
郡
□
口
村
舂
日
大
明
神
主
職
勤
務
。

文
久
二
年
壬
戌
十
二
月
ヨ
リ
文
久
三
年
癸
亥
四
月
迄
再
ビ
佐
藤
民
之
助
二
従

上
都
合
五
年
之
間
内
治
科
学
研
究
。
文
久
三
年
癸
亥
四
月
ヨ
リ
慶
応
元
年
丙

寅
正
月
迄
二
年
十
ヶ
月
間
国
事
ノ
為
メ
東
西
奔
走
。
慶
応
二
年
丙
寅
正
月
ヨ

リ
同
年
八
月
迄
武
州
国
入
間
郡
毛
呂
本
郷
権
田
直
助
二
従
上
都
合
八
月
問
内

治
学
産
科
学
研
究
。
慶
応
一
一
年
丙
寅
九
月
本
国
宝
飯
郡
赤
坂
駅
二
於
テ
開
業
。

慶
応
三
年
丁
卯
七
月
迄
都
合
十
一
ケ
月
、
慶
応
三
年
丁
卯
七
月
ヨ
リ
明
治
戊

辰
正
月
迄
七
ヶ
月
間
東
西
奔
走
、
同
年
正
月
ヨ
リ
四
月
迄
四
ケ
月
間
五
条
殿

附
属
ス
、
四
月
ヨ
リ
六
月
迄
三
ヶ
月
間
岩
倉
殿
二
附
属
ス
、
七
月
ヨ
リ
八
月

迄
二
ヶ
月
間
平
涜
口
参
謀
附
属
筆
生
勤
務
、
八
月
ヨ
リ
十
月
迄
三
ケ
月
平
潟

口
総
督
府
筆
官
助
役
勤
務
、
十
月
廿
五
日
情
陣
後
免
役
、
十
一
月
一
日
ヨ
リ

日
数
十
日
之
間
御
先
鋒
参
謀
附
属
相
勤
豊
橋
一
一
於
テ
被
免
。
明
治
元
戊
辰
十

二
月
ヨ
リ
同
四
年
辛
未
正
月
迄
一
一
ケ
月
本
国
宝
飯
郡
篠
束
村
一
一
於
テ
開
業
。

明
治
四
年
辛
未
六
月
ヨ
リ
十
一
一
日
迄
七
ケ
月
間
豊
橋
旧
社
一
一
病
院
二
入
社
、

但
シ
十
二
月
廃
藩
二
付
キ
廃
院
也
。
明
治
四
年
辛
未
正
月
ヨ
リ
同
大
年
癸
酉

六
月
迄
二
ヶ
年
六
月
当
ノ
間
当
所
一
一
転
移
居
候

右
ノ
通
相
違
無
御
座
候
此
段
奉
申
上
候
以
上

明
治
六
年
七
月
十
七
日
日
下
部
真
正

五
、
愛
知
県
管
下
第
十
五
大
区
小
一
区
豊
橋
曲
尺
手
町
平
民

無
禄
藤
原
泰
庵
当
酉
四
十
八
才
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七
、
愛
知
県
貫
属
士
族
豊
橋
呉
服
町

禄
高
十
石
六
斗
四
升
鈴
木
元
倫

当
西
四
十
六
才
七
ケ
月

天
保
十
二
年
庚
子
四
月
ヨ
リ
嘉
永
二
年
癸
口
四
月
迄
遠
江
国
長
上
郡
小
松
村

在
医
村
尾
留
器
一
一
従
上
都
合
十
ヶ
年
一
月
之
間
内
治
兼
外
科
致
修
業
退
塾
開

業
。
元
豊
橋
藩
二
勤
務
明
治
三
年
庚
午
十
一
月
免
役
仕
候

六
、
愛
知
県
貫
属
士
族

禄
高
拾
四
石
伊
東
迪
旧
通
称
通
迪

当
西
七
月
四
十
四
才
四
ケ
月

弘
化
二
乙
巳
年
七
月
ヨ
リ
同
丁
未
年
五
月
迄
東
京
采
女
ケ
原
清
川
玄
道
二
従

上
内
科
修
業
、
同
年
六
月
ヨ
リ
嘉
永
二
已
酉
年
迄
同
所
外
神
田
佐
久
間
町
二

丁
目
榎
本
通
純
二
従
上
内
外
科
供
修
業
仕
居
候
処
亡
承
祖
父
大
病
二
付
帰
省
、

嘉
永
三
庚
戊
年
八
月
よ
り
同
四
辛
未
十
月
迄
京
師
西
洞
院
夷
川
上
ル
馬
杉
玄

輔
二
従
上
内
外
科
修
業
十
一
月
帰
省
、
都
合
五
ケ
年
一
ケ
月
勉
学
元
豐
橋
藩

江
勤
務
開
業
、
明
治
三
庚
午
年
十
一
月
元
豊
橋
藩
一
般
解
職
之
際
被
任
史
生
、

翌
辛
年
廃
藩
後
被
免
本
官
復
本
業
候

右
之
通
相
違
無
御
座
候
此
段
奉
申
上
候
也

明
治
六
年
七
月
伊
藤
迪

安
政
元
甲
寅
二
月
ヨ
リ
同
所
同
町
湖
南
拙
庵
江
文
久
元
辛
酉
年
十
月
迄
都
合

九
ケ
月
寄
塾
、
漢
法
内
治
研
究
仕
候
。
文
久
辛
酉
年
十
二
月
開
業
仕
候
。

右
之
通

明
治
六
年
西
七
月
十
八
日
藤
原
泰
庵

九
、
愛
知
県
管
轄
第
十
五
大
区
小
一
区
豊
橋
曲
尺
牛
町

（
註
二
）

禄
高
拾
石
六
斗
四
升
貫
族
大
沢
玄
龍

西
六
月
五
十
七
年
五
ケ
月

一
、
天
保
四
癸
巳
年
三
月
大
坂
船
場
堺
筋
西
江
入
伏
見
町
吉
益
掃
部
方
江
天

保
六
乙
未
年
十
月
迄
都
合
二
ヶ
年
八
ケ
月
寄
塾
古
医
方
研
究
。
一
、
天
保
六

乙
未
十
一
月
長
崎
大
村
町
楢
林
栄
建
方
江
天
保
十
己
亥
十
一
月
迄
都
合
四
ケ

八
、
愛
知
県
管
轄
三
州
渥
美
郡
豊
橋
呉
服
町

阪
輪
龍
庵
野
路
井
龍
庵

当
酉
五
十
四
年

天
保
六
乙
未
年
間
同
庚
子
年
迄
六
ケ
年
西
京
笹
屋
町
通
り
七
本
松
下
ル
安
井

御
殿
御
内
高
山
元
良
一
一
従
上
内
科
修
業
仕
候
。
天
保
十
一
年
ヨ
リ
三
ケ
年
之

間
嵯
峨
御
所
御
内
野
口
左
門
一
一
従
上
修
業
九
ヶ
年
間
同
、
天
保
十
円
年
癸
卯

三
州
渥
美
郡
豊
橋
呉
服
町
阪
輪
周
郁
方
絶
家
同
様
二
付
、
家
名
相
続
仕
候
而

開
業
仕
候
。
明
治
已
巳
二
年
元
豊
橋
藩
知
事
出
入
医
仕
申
付
同
末
年
廃
後
出

入
医
被
免
候

右
之
通
相
違
無
御
座
候
此
段
奉
申
上
候
也

明
治
六
年
酉
七
月
阪
輪
龍
庵

鷲
尾
愛
知
県
令
殿

生
田
愛
知
県
権
参
事
殿

明
治
六
年
七
月

右
ノ
通
り
相
違
無
御
座
候
此
段
御
奉
申
上
候
也

鈴
木
元
倫
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十
一
、
愛
知
県
貫
族
士
族
豊
橋
手
間
町

禄
高
八
石
八
斗
八
升
伊
東
伸

酉
六
月
三
十
八
年
十
ケ
月

一
、
安
政
四
年
丁
巳
八
月
よ
り
明
治
二
年
乙
巳
正
月
迄
東
京
佐
久
間
町
住
伊

東
英
斉
二
従
上
都
合
十
一
ヶ
年
五
ケ
月
間
内
外
科
修
業
致
在
候
一
、
明
治

二
年
乙
巳
十
月
よ
り
三
河
国
豊
橋
手
間
町
二
於
テ
開
業
仕
候
一
、
元
豊
橋

十
、
愛
知
県
貫
属
士
族

禄
高
大
石
八
斗
三
沢
伝

当
酉
四
十
二
年
十
ヶ
月

一
、
弘
化
元
辰
年
三
月
よ
り
嘉
永
六
年
十
一
月
迄
当
郡
豊
橋
曲
尺
手
町
大
沢

玄
龍
方
江
入
塾
都
合
八
ヶ
年
七
ヶ
月
間
内
治
修
業
、
嘉
永
六
年
十
二
月
よ
り

安
政
三
年
四
月
迄
都
合
二
ヶ
年
四
ケ
月
之
間
西
京
西
洞
院
夷
川
上
ル
馬
杉
玄

輔
方
江
入
塾
修
業
一
、
安
政
三
丙
辰
年
十
一
月
当
郡
豐
橋
指
笠
町
二
於
テ

開
業
一
、
元
豊
橋
藩
二
於
テ
明
治
三
年
午
十
二
月
旧
藩
一
般
解
職
之
際
迄

勤
務

右
之
通
り
…
…

明
治
六
年
六
月
三
沢
伝

年
一
ヶ
月
寄
塾
西
洋
治
療
研
究
同
年
十
二
月
帰
省
、
天
保
十
一
庚
子
正
月
開

業
一
、
元
豊
橋
藩
二
於
テ
明
治
三
庚
午
年
十
一
月
旧
藩
一
般
解
職
之
際
迄

勤
務
当
時
古
医
方
内
治
外
科
仕
居
候

右
之
通

明
治
六
癸
酉
年
七
月
廿
日

大
沢
玄
龍

（
註
三
）

十
三
、
元
豊
橋
県
貫
族
士
族
浅
井
常
三

禄
高
十
石
六
斗
四
升
酉
六
月
廿
四
年
六
ケ
月

明
治
元
年
辰
八
月
廿
九
日
大
総
督
府
参
謀
付
横
浜
病
院
銃
創
人
加
勢
被
命
付
、

御
雇
英
国
医
師
失
度
児
氏
一
一
随
従
、
病
者
治
療
仕
候
。
同
年
十
一
月
横
浜
病

院
東
京
府
下
谷
江
転
移
シ
大
病
院
ト
御
改
称
右
之
通
被
御
渡
候

右
者
大
病
院
医
師
手
伝
銃
創
療
治
中
御
雇
命
伝
付
候
可
申
渡
事

辰
十
一
月

右
仕
伝
付
候
二
付
東
京
府
大
病
院
医
師
失
度
児
氏
治
療
中
伝
仕
居
候
明
治

二
年
已
巳
三
月
英
医
失
度
児
氏
御
雇
御
免
英
国
海
軍
第
二
等
医
師
偉
利
士
氏

御
雇
一
一
相
成
候
テ
モ
不
相
変
大
病
院
病
者
治
療
手
伝
勤
務
偉
利
士
氏
一
一
左
右

被
居
候
同
年
五
月
十
九
日
左
之
通
被
仰
渡
候
浅
井
常
三

辻
村
泰
全
酉
五
十
八
才

一
、
美
濃
国
羽
栗
郡
浅
平
村
水
谷
昌
委
男
泰
介
天
保
二
年
春
よ
り
天
保
十
一

年
迄
十
ヶ
年
間
美
濃
国
大
垣
飯
沼
慾
斉
二
随
上
内
外
科
研
究
致
シ
尾
張
国
名

古
屋
医
学
館
ノ
試
問
ヲ
受
ヶ
願
済
、
天
保
十
二
年
寅
正
月
よ
り
豊
橋
中
紫
町

ニ
テ
開
業
致
シ
、
安
政
三
年
辰
八
月
呉
服
町
江
転
移
勤
業
仕
候
此
段
御
届
申

上
候

明
治
六
年
七
月
辻
村
泰
全

辻
村
泰
全

十
二
、
愛
知
県
管
轄
第
十
大
区
一
小
区
渥
美
郡
豊
橋
呉
服
町

藩
二
於
テ
明
治
三
年
庚
午
十
一
月
旧
藩
一
般
解
之
際
迄
勤
務
致
仕
候

右
之
通
。
：
…

明
治
六
年
六
月
伊
東
伸
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十
四
、
愛
知
県
管
下
三
河
国
渥
美
郡
豊
橋
上
伝
馬
町
一
番
地

平
民
医
業
中
神
護

無
禄
西
三
十
二
年
八
ケ
月

一
、
慶
応
元
年
乙
丑
十
一
月
よ
り
明
治
元
年
戊
辰
十
一
月
迄
京
都
府
下
今
出

川
通
堀
川
西
江
入
居
住
松
田
春
行
二
従
上
都
合
三
年
二
ケ
月
之
間
古
方
内
科

鍼
治
修
業
、
同
元
年
戊
辰
十
一
月
西
四
辻
公
業
家
従
被
申
付
、
為
用
便
東
京

在
勤
ヲ
兼
、
同
年
ヨ
リ
同
辛
未
十
月
迄
三
ケ
年
之
間
東
京
府
下
桜
田
備
前
町

住
、
吉
田
大
輔
二
従
上
内
科
鍼
治
修
業
。
同
四
年
十
月
廿
六
日
ヨ
リ
同
五
年

壬
申
八
月
九
日
迄
同
府
下
小
川
町
裏
神
保
小
路
西
四
辻
公
業
私
邸
江
引
移
、

家
従
ヲ
兼
鍼
治
内
科
修
業
、
同
五
年
壬
申
九
月
十
八
日
三
河
国
豊
橋
上
伝
馬

町
転
移
開
業
仕
候

右
御
達
二
付
同
月
廿
日
よ
り
入
寮
学
事
勤
励
仕
大
試
業
後
同
年
十
二
月
御
褒

賞
拝
戴
仕
候

右
入
寮
仕
候
以
来
明
治
五
年
申
季
冬
迄
第
一
大
学
区
医
学
校
二
留
学
英
医
偉

利
士
氏
和
蘭
医
抱
独
英
氏
日
耳
曼
教
師
莫
氏
（
モ
ラ
ル
）
蒲
氏
（
ホ
フ
マ
ン
）
等

ノ
数
教
師
二
随
従
修
業
仕
候
処
実
父
弁
安
積
年
之
病
痂
ニ
テ
家
事
榔
棄
実
以

無
余
儀
次
第
退
校
願
済
シ
テ
帰
邑
仕
、
今
明
治
六
年
酉
一
月
よ
り
開
業
仕
候

以
上

右
之
通
・
；
…

明
治
六
年
八
月
浅
井
常
三

右
者
御
都
合
二
付
是
迄
之
職
務
差
免
候
事

但
是
迄
精
勤
候
二
付
入
寮
申
付
御
賄
被
下
候
事

五
月

知
学
事

十
五
、
愛
知
県
貫
族
士
族
牧
玄
遵

禄
高
六
石
八
斗
酉
六
月
四
十
三
年
十
ヶ
月

一
、
天
保
三
年
壬
辰
三
月
よ
り
同
九
年
戊
戊
二
月
迄
愛
知
郡
中
下
新
道
住
居

渡
辺
逸
斉
二
従
上
都
合
五
年
十
一
月
間
内
科
鍼
治
修
業
天
保
十
年
己
亥
二

月
よ
り
同
十
三
年
壬
寅
八
月
迄
都
合
三
年
六
ヶ
月
京
都
府
下
松
原
通
極
馬
場

東
江
入
ル
住
居
吉
益
周
輔
一
一
従
上
内
科
修
業
、
弘
化
元
甲
辰
二
月
よ
り
同
三

年
丙
午
十
月
迄
都
合
二
年
八
ヶ
月
間
東
京
府
下
南
茅
場
町
住
居
皆
川
菊
泉
二

従
上
鍼
治
研
究
致
在
候
一
、
弘
化
三
年
丙
午
十
月
ヨ
リ
東
京
府
下
下
谷
池

ノ
喘
仲
町
二
於
テ
鍼
治
開
業
、
文
久
三
年
癸
亥
九
月
三
河
国
豊
橋
元
鍛
冶
町

二
転
移
仕
候
。
豊
橋
旧
藩
二
於
テ
嘉
永
三
年
庚
戌
二
月
ヨ
リ
勤
務
、
明
治
三

年
庚
午
十
一
月
旧
藩
一
般
解
職
之
際
迄
勤
務
致
候

右
之
通
：
…
、

明
治
六
年
七
月
廿
日
牧
玄
遵

十
六
、
愛
知
県
貫
族
士
族
冨
田
宗
卓

禄
高
拾
石
六
斗
四
升
酉
六
月
五
十
四
才

一
、
天
保
六
乙
未
年
正
月
ヨ
リ
嘉
永
二
已
酉
年
十
二
月
迄
東
京
小
川
町
住
居

雨
森
宗
益
二
従
上
都
合
十
五
ヶ
年
間
内
治
研
究
致
在
候
一
、
嘉
永
三
庚
戌

年
正
月
ョ
１
塁
泉
排
町
一
丁
目
二
於
テ
開
業
、
慶
応
三
戊
辰
六
月
ヨ
リ
三
河

国
豊
橋
川
毛
町
江
転
移
開
業
、
明
治
六
癸
西
年
五
月
武
蔵
国
多
摩
郡
岸
村
江

寄
留
開
業
仕
候
一
、
元
豊
橋
藩
二
於
テ
明
治
三
庚
午
年
十
一
月
旧
藩
一
般

右
之
通
り
御
座
候

明
治
六
年
七
月
廿
日

中
‐
袖
Ⅱ
牽
哩
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十
七
、
愛
知
県
貫
族
士
族
本
多
隆
多

禄
高
十
六
石
八
斗
酉
六
月
冊
七
年
九
ケ
月

旧
通
称
隆
□

弘
化
三
年
丙
午
五
月
ヨ
リ
安
政
三
年
丙
辰
七
月
迄
東
京
両
国
薬
研
堀
居
住
竹

内
養
滋
江
従
上
都
合
十
一
ヶ
年
之
間
漢
医
唖
科
研
究
、
安
政
四
年
丁
巳
三
月

よ
り
同
五
年
午
三
月
迄
東
京
浅
草
御
掃
除
屋
舗
居
住
飯
泉
舂
堂
江
従
上
都
合

一
ヶ
年
之
間
漢
医
瘍
科
学
研
究
、
安
政
六
年
己
未
三
月
東
京
北
新
堀
二
於
テ

開
業
、
旧
豊
橋
藩
江
勤
務
、
明
治
元
年
丙
辰
五
月
免
役
同
五
年
壬
申
九
月
豊

橋
中
紫
町
転
移
寄
留
開
業

右
之
通
り
・
…
：

明
治
六
年
七
月
本
多
隆
多

十
八
、
医
業
御
届

三
河
国
渥
美
郡
第
十
五
大
区
内
小
一
区
豊
橋
本
町

高
須
唯
三
酉
四
十
七
才

一
、
天
保
四
年
癸
巳
正
月
ヨ
リ
遠
江
国
豊
田
郡
浦
川
村
、
三
浦
見
龍
塾
一
一
於

テ
和
漢
医
学
内
科
修
業
仕
候
一
、
弘
化
元
年
甲
辰
六
月
よ
り
西
京
東
洞
院

五
条
赤
沢
道
輔
江
入
塾
仕
候
、
道
輔
相
没
候
二
付
嘉
永
元
年
戊
申
二
月
ヨ
リ

解
職
迄
勤
務
致
在
候

右
之
通
：
・
・
：

明
治
六
年
六
月

寄
留
留
問
二
付

伊
東
伸
代
判

富
田
宗
卓

之
は
医
学
舎
設
立
賛
同
医
生
よ
り
第
一
回
の
礁
出
金
を
大
沢
玄
龍
え
上
納
し

た
証
書
で
あ
る
。
し
か
し
弁
安
病
弱
の
為
め
免
除
係
医
願
を
提
し
て
ゐ
る
。

第
十
五
大
区
一
小
区
医
生
履
歴
書

西
郷
盧
橘
、
岩
田
秀
庵
石
川
宗
活
、
日
下
部
直
進
、
藤
原
泰
庵
、
伊

東
迪
、
鈴
木
元
倫
、
坂
輪
龍
庵
、
大
沢
玄
龍
、
三
沢
伝
、
伊
東
伸
、
辻

村
泰
全
、
浅
井
常
三
、
中
神
護
、
牧
玄
遵
、
冨
田
宗
卓
、
本
多
隆
多
、

高
須
唯
三
〆
十
八
名

田
村
英
斎
、
竹
本
斧
次
、
辻
村
顕
策
、
亀
井
太
郎
次
、
近
藤
良
庵
、
後

藤
隆
、
土
屋
、
益
子
春
庵
、
渡
辺
喜
三
太
〆
十
名
履
歴
不
見

記

一
、
金
拾
壱
円
三
拾
七
銭
五
厘

右
ハ
医
生
醸
金
正
二
請
取
上
納
可
被
致
候
也

明
治
七
年
八
月
二
十
八
日

十
五
大
区
長
印

大
沢
玄
龍
殿

同
新
町
通
夷
川
岩
垣
六
蔵
江
入
門
仕
候

橋
本
町
二
開
業
致
在
候

右
之
通
：
．
…

明
治
六
年
七
月
廿
日

県
令
殿

一
、
文
久
元
年
辛
西
六
月
ヨ
リ
豊

高
須
唯
三
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か
く
て
弁
安
は
病
弱
の
理
由
に
よ
り
原
見
綾
を
推
し
て
い
る
。
中
心
的
指
導

者
を
失
っ
た
豊
橋
医
学
舎
設
立
の
願
望
は
空
し
く
終
っ
た
次
第
で
あ
る
。

（
註
一
）
鷲
尾
隆
聚
（
天
保
十
三
年
生
れ
、
明
治
四
十
五
年
殿
）

（
註
二
）
大
沢
玄
龍
東
京
大
学
医
学
部
初
代
生
理
学
教
授
大
沢
謙
二
の

養
父
。
天
保
年
間
長
崎
に
学
ぶ
。
明
治
十
五
壬
午
年
五
月
十
四
日

養
父
。

免
係
医
願

私
儀
病
身
二
付
五
ケ
年
以
前
隠
居
仕
摂
養
罷
在
候
処
、
昨
明
治
七
年
三
月

医
学
校
創
立
係
拝
命
以
来
苦
慮
尽
心
東
京
府
医
学
校
井
病
院
体
裁
位
置
拝
見

し
、
方
今
医
学
進
歩
之
梗
概
略
知
仕
度
、
既
一
一
出
京
仕
候
処
、
在
府
中
方
宿

洞
依
剥
昆
埣
爾
病
復
又
劇
発
、
帰
邑
後
今
以
病
患
依
然
其
苦
楚
万
態
神
心
将

昏
、
或
将
狂
、
或
莊
然
事
物
錯
誤
仕
、
何
分
難
相
勤
候
間
、
至
急
医
被
免
第

十
五
大
区
七
小
区
畠
村
原
見
綾
江
創
立
被
命
候
様
願
篤
翼
願
候
也

十
五
大
区
一
小
区
豊
橋
元
浜
町

明
治
八
年
一
月
七
日
浅
井
弁
安
圃

愛
知
県
令
鷲
尾
隆
聚
殿

明
治
八
年
一
月
十
五
日
日
付
に
て
聞
届
候
事

（
註
三
）
浅
井
常
三
、
常
三
の
三
男
二
郎
は
新
藤
家
に
入
り
、
新
藤
二
郎

と
い
っ
た
。
二
郎
は
東
京
大
学
医
学
部
を
明
治
十
二
年
に
卒
業
。

清
水
郁
太
郎
、
梅
錦
之
丞
と
ド
イ
ツ
に
留
学
。
帰
国
後
松
山
医
学

校
長
と
な
り
、
後
に
医
術
開
業
試
験
の
試
験
官
と
し
て
全
国
を
巡

清
水
郁
太
郎
、
梅
錦
之
丞
‘

校
長
と
な
り
、
後
に
医
術
詔

る
。
そ
の
後
郷
里
で
開
業
。

没
す

参
考
文
献

一
、
鈴
木
春
山
参
陽
新
報
社

二
、
愛
知
県
偉
人
伝
昭
和
九
年
十
一
月
愛
知
県
教
育
委
員
会

三
、
渥
美
郡
史
大
正
十
二
年
三
月
渥
美
郡
郡
役
所

四
、
華
山
の
研
究
昭
和
四
十
四
年
四
月
菅
沼
貞
三

五
、
国
史
よ
り
見
た
る
豊
橋
地
方
昭
和
十
三
年
十
月
大
口
喜
六

六
、
贈
従
四
位
三
宅
友
信
公
遺
墨
帖
昭
和
十
二
年
七
月
愛
知
県
教
育

《
云

七
、
隠
れ
た
る
先
覚
者
三
宅
友
信
昭
和
十
一
年
三
月
偉
人
景
仰
大
会
記

念
出
版

八
、
日
本
に
お
け
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
賛
美
昭
和
四
十
六
年
三
月
緒
方
富

雄

九
、
愛
知
県
医
事
風
土
記
昭
和
四
十
六
年
七
月
愛
知
県
医
師
会

（
本
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
浅
井
岩
次
先
生
、
小
川
鼎
三
先
生
の
御
校
閲
を

感
謝
し
ま
す
）
（
つ
づ
く
）
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日本医学史名著シリーズ第十一集(最新刊）
増

本 年日 医事大 表補

好評 中野操著
B5 ･510頁

発売中
定価8,000円

く内容見本呈＞
本書は著者が昭和17年に刊行したものに昭和16年から46年迄を増補し， タイトルも
新らたに刊行するものである。医学年表としては最高の書であり， 取扱い年代も神
武天皇から昭和46年に至るもので人類と病気との壮烈な闘争を読み取る事ができ， 厘
各時代の病の特徴も知りうる。又その独特の記述方式と秀れた内容の配列により，
医学史， 科学史，技術史の研究者にとって不可欠の資料であり，一般の方,々にも興
味深いものであろう。

－日本医学史名著シリーズ第1期刊行書一

編
頁
円

０
０

６
０

三
誌
７
β

Ｉ
６

秀
封
割
価

呉
富
Ａ
定

立
全

確
の

を
洞

学
東

医
益

療
吉

治
壁

の
巨
成

自
医
大

独
古
集

洋
た
を

東
し
貌

集全同
令
。
〃
々東

第
一
集

:呉氏医聖堂叢
呉
学
書

博士が江戸時代の精神病呉秀三編
の書をまとめた一大資料A5判・ 940頁

定価7,500円

雲
冒

第
三
集

大正十年から五年間に亘つ富士川瀞他編

杏林叢書(全二巻) て刊行された我国の医学随A5判･ 1400頁
筆大集成 定価10,000円

呉秀
宗田一
A5判・
定価6

６

著
訂
頁
円

０
０

’
一
一
補
別
副

『

第
五
集

稿
本 日本眼科学史箇纈謎鱈的著書で我小川剣三郎著金5鮎,繩

日

人

第
六
集
第
七
集

科叢書霧蕊難罐辮
のCO

史(全七巻)藷鑿蕊蕊亨鰐す

網羅さ 著
頁
円
著
頁
円

０
０
０
０

５
０
３
０

三
個
β
鞆
調
』

９
．
弱

秀
判
価
村
判
価

５
５

呉

大成で A5

定
今

驍す1'
定

帷
一
蓼

著
頁
円

０
０

３
０

三
４
β

●
Ｐ
、
》

秀
判
価

５
呉
Ａ
定

院作
著

箕
名

者
の

学
士

医
博

た
呉

め
で

修
記

を
伝

学
の

蘭
甫甫一

兀Ｉ作
第
八
集

箕

藤野識X類景瞳渡鵠W*'4"
及 ｜定価12,000円
風俗学，
及

第
九
集

はひ草(全六巻）よ

西欧における泌尿器科学の大矢全節蝦
発達を興味深い挿図を添えB5判･ 630頁
て詳述 定価9,000円

第
十
集

尿器科学史泌
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田
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第
七
○
号
文
書
津
江
栢
寿
書
状
堀
内
恵
宛

第
七
一
号
文
書
津
江
栢
寿
書
状
堀
内
忠
意
宛

Ｉ
ｔ
Ｉ
…
Ｉ

資
料
二

１
ク
Ｌ
″
屯
今
Ｉ
ｆ
も
少
Ⅱ
〃
ｈ
▲
Ｌ
・
ｆ
ｊ
１
（
喘
裏
）

「
堀
内
忠
意
様
津
江
栢
寿
」

（
マ
マ
）

以
二
紙
面
一
啓
上
仕
候
、
厳
寒
二
御
座
候
得
共
、
愈
御
多
福
一
三
御
座

可
し
被
し
成
奉
レ
寿
候
、
承
候
ヘ
ハ
、
御
内
家
人
様
御
不
快
二
御
座
被
し
成

候
段
、
御
苦
労
千
万
之
御
儀
奉
レ
存
候
、
一
両
日
御
疎
遠
二
打
過
候
故
、

（
恥
ヵ
）

御
潔
ケ
敷
奉
レ
存
候
、
且
此
榿
柑
近
比
微
少
一
一
御
座
候
得
共
、
京
都
方

昨
日
着
仕
候
二
付
上
申
候
、
乍
レ
憧
御
家
内
様
へ
可
し
然
様
奉
一
願
上
一
候
、

書
余
拝
顔
可
し
得
一
御
意
一
候
、
以
上

十
二
月
廿
五
日

尚
々
先
頃
方
結
構
之
品
追
為
御
恵
被
レ
下
、
千
万
恭
奉
レ
存
候
、
且
又
御

家
内
様
へ
宜
御
願
申
上
度
候
、
以
上

壮
健
二
御
座
候
、
殊
二
両
諸
生
至
而
壮
二
御
座
候
、
此
段
御
休
意
可
レ

堀
内
文
書
の
研
究
七

片
桐
一
男

噸
騨
被
レ
下
候
、
籾
先
達
而
麓
抹
成
団
扇
絵
半
紙
進
上
仕
候
と
て
御
念
之
御

状
被
レ
下
痛
入
申
候
、
御
存
之
貧
家
奉
レ
謝
も
の
な
く
無
一
正
事
一
進
献
仕

候
、
宜
思
し
め
し
可
し
被
し
下
候
、
偏
奉
一
願
上
一
候

一
、
中
津
川
痘
病
之
義
被
二
仰
下
『
例
も
果
も
無
キ
事
二
御
座
候
、
右
二

（
破
損
）

付
御
手
柄
之
趣
も
被
二
仰
下
一
籾
々
瀦
灘
至
二
奉
レ
存
候
、
清
左
衛
門
手

一
一
余
り
申
候
廿
六
人
之
内
二
人
關
候
と
ハ
莫
太
之
義
二
奉
レ
存
候
、
廿

六
人
之
内
二
而
ハ
重
症
斗
之
義
二
有
し
之
候
間
、
よ
く
て
も
五
六
人
ハ

可
し
有
し
之
筈
之
事
二
人
と
申
而
ハ
誠
二
御
手
柄
之
手
段
、
喜
狗
珍
重
真

一
一
術
之
長
し
た
る
へ
き
事
と
奉
レ
存
候
、
乍
一
遠
察
一
大
慶
此
事
一
一
奉
レ
存

候
、
乍
レ
隙
拙
子
之
斗
元
二
足
下
ノ
方
不
レ
及
二
樫
村
《
樫
村
之
治
不
し
及
二

足
下
『
謂
所
明
医
者
不
し
及
一
時
医
一
と
、
是
ハ
腹
ハ
御
立
被
し
下
問
敷
候
、

（
破
損
）
（
却
力
）

樫
村
ハ
猶
々
書
も
上
瀦
灘
申
候
得
共
、
仲
景
之
偏
二
寄
り
、
是
も
瀦
而

克
候
得
共
、
愚
寛
ニ
ハ
未
少
不
レ
足
事
も
有
哉
と
被
し
存
候
、
此
上
御
療

治
御
出
勢
奉
レ
祈
候
、
足
下
も
元
方
今
比
か
ら
ハ
儒
者
に
も
な
ら
る
ま

し
、
左
候
ヘ
ハ
上
工
二
御
成
可
レ
被
し
成
候
、
い
つ
れ
ニ
し
て
も
君
之
米

を
食
ふ
て
ハ
、
御
用
二
相
立
程
忠
心
也
、
療
用
ハ
心
を
附
候
ヘ
ハ
、
揮

々
面
白
き
も
の
一
一
御
座
候
、
興
譲
館
も
日
々
陥
二
御
座
候
由
、
尚
好
生

堂
も
御
再
造
一
一
而
、
猶
々
学
業
行
し
目
出
度
御
事
二
奉
レ
存
候
、
医
之

磨
節
ハ
此
節
の
珍
書
被
し
存
候
、
乍
レ
然
拙
子
儘
之
老
屈
、
今
日
二
逼
り
、

細
々
学
プ
間
も
無
ク
、
漸
飢
渇
を
陵
斗
二
御
座
候
、
万
緒
御
推
察
可
し

被
し
下
候
、
乍
レ
然
追
々
思
立
、
痘
害
著
述
仕
筈
二
御
座
候
、
往
年
害
置

候
を
出
し
候
ヘ
ハ
、
又
い
る
ノ
、
悪
敷
、
籾
々
困
り
入
申
候
、
少
し
も

出
来
仕
ハ
、
先
入
二
御
覧
一
可
レ
申
候
、
此
義
ハ
兄
外
二
御
沙
汰
ハ
御
無

用
二
被
し
成
可
レ
被
し
下
候
、
以
上
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一
、
御
約
束
之
保
赤
全
書
読
合
申
候
間
御
届
申
候
、
御
落
手
可
し
被
し
下

候
、一

、
根
皮
桂
之
儀
被
二
仰
下
一
承
知
仕
候
、
此
節
ハ
急
便
と
申
、
荷
物
ハ

遣
し
か
た
く
、
後
方
差
越
可
レ
申
候
、

一
、
上
村
玄
栄
事
阿
州
方
此
比
書
状
参
候
而
、
い
る
／
、
之
事
申
越
候
、

返
事
〔
造
し
〕
申
侯
、
追
々
〔
御
聞
可
レ
被
し
成
候
〕

一
、
左
馬
之
助
儀
事
被
二
仰
下
『
段
々
御
心
配
被
二
成
下
「
悉
く
御
礼
難
二

申
尽
一
候
、
い
つ
れ
可
レ
然
奉
二
願
上
一
候

一
、
内
々
之
儀
被
二
仰
下
『
御
深
切
之
至
難
し
尽
二
筆
頭
→
乍
二
此
上
一
宜
々

奉
二
願
上
一
候
、
飯
山
氏
へ
御
相
談
被
二
成
下
『
い
つ
れ
と
も
宜
を
奉
二
願

上
一
候

一
、
此
間
諸
生
中
同
道
｝
一
而
船
を
浮
申
候
、
保
赤
之
会
後
一
雨
折
ふ
し

原
風
佃
田
辺
一
一
参
り
、
急
候
而
漸
両
国
辺
へ
参
り
、
長
橋
之
下
二
而
一

盃
傾
、
御
噂
の
ミ
申
上
候
、
昨
日
新
川
方
酒
を
一
樽
口
切
申
候
間
、
只

（
破
損
）

〔
今
〕
瀦
瀦
ろ
ミ
御
噂
仕
候
、
有
益
も
立
竹
も
古
郷
之
噂
の
ミ
致
し
、
御

（
破
損
）
今
ご

酒
蔵
之
事
の
ミ
噂
仕
候
、
今
比
江
戸
鰯
何
も
無
し
之
、
三
王
祭
礼
近
日

御
座
候
、
も
は
や
舟
よ
り
外
た
の
し
く
無
し
之
候
、
米
沢
之
気
候
被
二
仰

下
→
御
懐
敷
奉
レ
存
候
、
乍
レ
憧
按
戸
太
夫
へ
御
来
光
之
瑚
可
レ
然
旦
乙

奉
二
願
上
一
候
、
竹
太
夫
へ
御
出
之
瑚
是
又
宜
々
御
願
上
候
、
何
程
一
一
而

も
尽
ぬ
事
、
愚
答
一
天
及
は
ぬ
事
相
止
申
候
、
い
つ
れ
後
便
可
二
申
述
一

候
事
候
、
以
上

六
月
七
日
津
江
栢
寿

堀
内
忠
意
様

尚
々
草
苅
氏
御
父
子
共
一
一
宜
々
奉
二
願
上
一
候
、
先
達
而
御
書
状
被
レ
下

第
七
二
号
文
書
津
江
栢
寿
書
状
堀
内
忠
意
宛

註

・
樫
村
Ⅱ
中
之
間
番
医
樫
村
元
龍
、
清
応
。

、
興
譲
館
Ⅱ
米
沢
藩
々
校
。

、
左
馬
之
助
Ⅱ
津
江
栢
寿
の
門
人
。

、
飯
川
Ⅱ
忠
林
、
有
倫
。

・
有
益
Ⅱ
飯
田
有
益
、
忠
林
。

・
立
竹
Ⅱ
山
口
立
竹
。

・
莅
戸
太
夫
Ⅱ
莅
戸
善
政
（
太
華
）
。

六
月
念
川
日
之
御
書
翰
此
間
中
拝
見
恭
奉
レ
存
候
、
残
暑
之
殉
増
々
御

安
寧
御
座
被
し
成
奉
二
珍
重
一
候
、
野
生
事
も
無
二
別
儀
一
罷
在
候
、
貴
意

安
被
二
思
召
一
可
し
被
し
下
候
、
且
又
内
々
之
儀
両
太
夫
江
も
精
々
御
内
咄

も
被
し
下
候
段
、
茶
々
仕
合
二
奉
レ
存
候
、
両
諸
生
事
御
尋
被
レ
下
、
恭

奉
レ
存
候
、
甚
壮
健
二
御
座
候

（
マ
マ
）

一
、
中
川
津
痘
病
今
以
除
兼
候
而
、
追
々
御
難
症
御
治
療
之
御
治
験
拝

見
、
甚
以
御
手
際
誠
肝
心
仕
候
、
乍
二
慮
外
一
加
筆
仕
候
、
思
召
も
ハ
か

ノ
、
敷
奉
レ
存
候
得
共
、
此
段
ハ
御
許
可
し
被
レ
下
候

一
、
其
御
地
好
生
堂
甚
繁
昌
之
由
、
追
々
承
知
仕
、
籾
々
難
し
有
事
奉
レ

候
処
、
御
報
も
段
々
及
二
延
引
《
今
以
無
二
其
儀
一
失
敬
宜
左
奉
一
願
上
一

候
、
以
上
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一
、
麻
疹
論
、
此
間
除
方
ハ
藁
科
氏
へ
遣
申
候
、
此
間
得
斗
相
認
上
可
レ

申
候
、
今
日
取
紛
早
禽
惣
躰
江
戸
表
も
静
謡
一
一
有
し
之
、
珍
事
一
向
一
一

眼
ヲ
驚
カ
シ
申
候

存
候
、
後
世
無
之
明
医
も
出
来
可
し
申
奉
レ
存
候

一
、
奇
病
之
御
間
合
、
揮
々
珍
ら
敷
病
人
二
而
御
座
候
、
拙
子
な
ど
始

而
承
知
仕
候
、
拙
医
之
非
所
及
な
れ
ハ
御
差
図
二
ま
か
せ
有
益
一
一
ま
か

せ
候
て
、
桂
川
家
二
願
遣
申
候
、
同
家
二
而
も
相
分
不
レ
申
候
様
二
被
し

存
候

一
、
鯨
肉
之
儀
被
二
仰
聞
弍
拠
々
恐
入
事
一
一
奉
レ
存
候
、
し
か
し
な
か
ら

上
候
様
か
た
灘
申
も
の
ハ
珍
ら
し
い
と
聞
申
、
一
言
で
興
を
催
し
御
慰

し
侯
一
一
も
可
二
相
成
一
奉
レ
存
候
、
粕
漬
之
儀
被
二
仰
下
斗
是
ハ
今
比
ハ
無

キ
も
の
二
而
御
座
候
、
右
品
ハ
春
よ
り
初
夏
之
節
ハ
漸
御
座
候
、
来
陽

二
相
成
候
ハ
、
差
上
可
レ
申
候
、
左
様
思
召
可
し
被
レ
下
候

一
、
御
詩
作
拝
見
被
二
仰
付
→
抑
々
面
向
キ
事
一
一
奉
レ
存
候

一
、
玄
栄
事
、
．
昨
日
も
阿
州
よ
り
書
状
至
来
仕
候
、
随
分
無
事
一
只
候

得
共
、
い
る
ノ
ー
鰯
耀
仕
方
申
越
候
、
左
馬
之
助
事
追
々
被
二
仰
聞
一

被
し
下
段
誠
添
奉
レ
存
候
、
御
礼
可
二
申
尽
一
候
、
乍
二
此
上
一
御
教
授
可
し

被
し
下
候
、
ひ
と
へ
に
ノ
、
奉
一
願
上
一
候
、
以
上

一
、
二
州
橋
ニ
テ
魯
智
進
之
働
キ
、
其
節
之
誉
咳
声
米
沢
マ
デ
間
へ
候

由
、
左
程
ア
レ
大
手
際
ニ
テ
御
座
候
、
当
夏
ハ
残
暑
一
一
相
成
、
涜
船
甚

多
、
誠
二
田
沼
繁
昌
之
時
分
位
一
一
船
な
ど
高
直
、
ャ
子
フ
子
壱
緋
壱
貫

六
百
文
、
夫
ニ
テ
モ
昼
後
ニ
ハ
ナ
シ
、
七
月
十
六
日
ニ
ハ
船
ハ
キ
レ
申

候
、
十
七
日
下
拙
方
出
入
之
船
宿
へ
申
遣
出
浮
候
処
、
甚
多
私
家
内
桜

田
ヨ
リ
折
節
救
蓄
元
龍
見
へ
申
候
間
、
同
伴
致
候
処
、
有
益
立
竹
皆
為

註

・
好
生
堂
Ｉ
米
沢
藩
の
医
学
館
。

・
有
益
Ｉ
飯
田
有
益
、
忠
林
。

・
桂
川
家
Ⅱ
幕
府
に
仕
え
る
医
師
桂
川
家
（
甫
周
）
。

、
二
州
橋
Ⅱ
両
国
橋
。

．
田
沼
Ⅱ
田
沼
意
次
。

、
救
篭
Ⅱ
伊
京
升
廸
、
祐
徳
（
初
め
救
電
）
。

、
元
龍
Ⅱ
樫
村
元
龍
、
渭
応
。

、
立
竹
Ⅱ
山
口
立
竹
。

・
細
川
氏
之
国
Ⅱ
肥
後
藩
。

無
し
之
候
、
細
川
氏
之
国
鴻
水
、
惣
而
九
州
は
当
年
ハ
雨
が
ち
二
有
し
之
、

大
水
と
相
聞
候
、
長
崎
も
去
年
洪
水
、
当
年
も
又
禽
水
出
申
候
由
二
申

来
候

一
、
御
公
儀
も
当
月
御
出
生
様
可
レ
有
一
御
座
一
筈
二
而
御
座
候
歎
、
い

（
と
ふ
ぞ
）

ま
た
御
沙
汰
無
一
御
座
一
候
、
拠
々
能
御
出
来
被
し
成
候
、
鍵
鰯
瀦
着
靱

〈
連
と
被
し
存
候
、
尚
再
便
可
レ
得
二
御
意
一
候
以
上

七
月
廿
日
津
江
栢
寿

堀
内
忠
意
様

尚
々
御
家
内
様
へ
可
し
然
様
御
伝
声
可
レ
被
レ
下
奉
二
願
上
一
候
、
猶
又
莅

氏
竹
俣
御
両
家
へ
可
し
然
様
奉
一
願
上
一
候
、
以
上
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第
八
○
号
文
書
飯
田
幽
澗
書
状
堀
内
忠
意
宛

乍
レ
恐
永
来
之
御
容
躰
奉
レ
窺
度
、
御
詰
之
間
ま
て
罷
出
候
処
、
追
日
御

快
方
被
し
為
し
入
候
条
奉
二
恐
悦
一
候
、
霊
液
奏
効
草
根
木
皮
之
不
し
可
レ
及

候
、
然
所
尚
又
御
日
延
被
二
仰
出
一
候
上
者
、
弥
以
御
順
快
被
し
為
し
在
候

儀
恐
悦
之
至
奉
レ
存
候
、
依
レ
之
得
二
御
意
一
候
者
其
表
御
暇
被
二
成
下
一
候

節
及
二
御
内
談
一
候
通
、
暫
御
発
被
レ
成
候
刀
圭
之
術
御
一
振
御
座
候
而
、

御
膝
蓋
之
邪
気
を
相
除
候
様
御
治
術
被
二
仰
上
一
候
義
乍
二
推
薬
一
肝
要
之

至
存
候
、
御
互
之
上
、
申
ま
て
な
く
候
得
共
、
二
十
年
来
旧
染
之
毒
を

結
ひ
、
如
レ
此
之
燗
疾
者
容
易
二
退
散
い
た
し
か
た
き
候
、
脚
疾
か
り
そ

め
之
坐
板
瘡
之
御
崇
御
附
上
之
御
腫
気
も
軽
易
之
事
二
候
へ
と
も
、
彼

御
膝
蓋
之
一
物
、
此
虚
一
一
乗
し
候
而
誘
引
い
た
し
候
故
、
期
迄
御
治
療

被
二
仰
上
一
候
処
、
自
若
と
し
て
消
解
い
た
し
兼
候
、
無
二
是
非
一
次
第
一
一

候
、
彼
亦
所
謂
脚
気
之
一
腫
二
御
座
候
、
旧
掴
之
毒
の
い
た
し
候
処
、

些
少
之
御
崇
を
以
御
難
渋
被
し
為
し
入
、
御
内
躁
之
下
内
側
二
ケ
処
へ
流

注
、
毒
ヲ
結
ひ
、
或
者
御
足
指
之
腫
気
こ
こ
か
し
こ
動
静
発
止
仕
候
事
、

尤
以
奇
怪
之
至
奉
レ
存
候
、
是
を
以
考
孜
仕
候
得
は
、
容
易
な
ら
さ
る

毒
一
一
御
座
候
も
、
下
様
之
者
な
れ
ハ
持
病
な
と
当
申
唱
ひ
、
時
一
一
臨
ミ

治
療
い
た
し
候
ま
て
に
て
、
尋
常
之
事
一
一
御
座
候
も
、
夫
と
ハ
引
連
ひ
、

御
後
害
目
前
二
候
処
、
捨
置
可
レ
申
様
無
し
之
候
、
尚
又
か
り
そ
め
の
御

崇
に
て
御
再
発
之
御
ふ
せ
き
か
た
の
御
備
不
二
申
上
一
候
而
ハ
不
二
本
意
一

之
至
、
乍
レ
憧
奉
レ
存
候
処
、
寸
情
御
取
用
ひ
一
一
て
、
御
日
延
被
一
仰

出
『
御
互
難
し
有
仕
合
奉
レ
存
候
、
左
候
得
は
、
弥
御
相
談
之
通
、
已
後
七

日
者
御
湯
殿
内
二
て
御
入
浴
之
後
、
御
湯
気
之
退
き
不
し
申
、
御
膣
理
之

ひ
ら
け
、
御
肥
膚
御
筋
骨
之
御
温
暖
被
し
為
し
在
候
節
、
速
二
温
薬
を
以

御
膝
蓋
御
掴
中
ハ
申
不
レ
及
、
御
足
之
背
心
共
二
熨
蒸
仕
、
御
痛
所
ヲ

按
撫
被
二
仰
上
一
候
節
は
、
按
跨
之
意
を
帯
ひ
、
手
術
ヲ
御
尽
被
し
成
候

儀
は
、
紙
上
二
及
か
ね
候
得
共
、
御
汲
量
之
御
事
に
て
、
甚
御
心
配
な

さ
れ
た
き
も
の
に
存
候
、
且
又
御
煎
薬
剤
之
事
も
御
貝
之
う
へ
二
齪
酷

仕
候
て
ハ
、
い
か
及
敷
存
候
間
、
尚
又
申
述
候
者
、
肉
豆
甘
艸
大
黄
当

帰
川
弓
白
正
慧
政
之
類
、
焼
酎
二
浸
シ
、
一
貼
大
凡
百
五
十
銭
目
、
水

煎
し
て
奉
二
熨
蒸
一
度
候
、
尤
両
三
日
御
効
験
不
二
相
見
一
候
時
は
、
加
附

子
可
レ
然
候
、
必
以
御
膝
蓋
之
御
邪
気
温
散
可
し
仕
候
、
幸
ひ
二
此
度
之

毒
之
流
注
、
従
時
候
へ
は
、
御
浴
後
御
附
上
之
御
腫
気
を
増
し
申
候
事
、

秀
毒
之
揺
動
者
顕
然
た
る
事
二
候
間
、
速
二
此
時
を
の
か
さ
す
御
膝
蓋

之
一
鬼
ヲ
攻
メ
、
霊
液
霊
薬
之
刀
を
以
遁
逃
い
た
さ
せ
候
様
二
術
治
を

御
振
ひ
被
し
成
度
存
候
、
但
シ
蒸
薬
御
調
進
被
レ
成
候
処
、
焼
酒
の
臭
気

を
以
、
御
逆
上
之
事
恐
多
候
、
白
酒
す
ら
御
悪
ミ
被
し
成
候
処
、
ま
し

て
御
入
浴
中
御
上
衝
は
当
然
之
事
二
候
、
然
ル
’
一
火
酒
を
以
造
製
仕
候

薬
汁
二
て
薫
蒸
い
た
し
候
ハ
、
、
御
眩
量
之
事
憧
入
候
間
、
予
め
御
備

御
鼻
孔
ヲ
堅
固
二
御
塞
可
レ
被
し
成
候
、
尤
岻
綿
之
類
に
て
可
レ
然
候
、

返
ス
ノ
、
熨
蒸
被
二
仰
上
一
候
は
、
湯
手
御
手
扱
御
手
術
之
事
、
能
々

御
心
を
被
し
尽
候
様
、
毎
度
推
薬
至
極
候
へ
と
も
申
上
候
、
霊
湯
霊
薬

之
奏
効
不
日
二
御
邪
気
之
消
散
仕
候
而
御
全
快
可
し
被
し
為
し
在
候
ハ
、

恐
悦
仕
候
、
何
事
も
紙
表
不
レ
任
心
底
り
残
念
之
至
奉
レ
存
候
、
已
上

八
月
飯
田
幽
澗

堀
内
忠
意
様
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第
八
一
号
文
書
飯
田
幽
澗
書
状
堀
内
忠
意
宛

註

・
飯
田
幽
澗
Ⅱ
飯
田
忠
林
、
有
倫
。
隠
居
後
、
幽
澗
。
寛
政
七
年
、
津
江

栢
寿
の
御
用
掛
を
勤
む
。
享
和
元
年
、
細
井
平
洲
診
察
。
文
化
三
年
、

好
生
堂
総
裁
。
同
五
年
六
月
、
治
憲
公
御
膝
痛
、
容
体
伺
い
、
御
側
医

相
談
を
相
勤
む
。

「
忠
意
様
幽
澗
」

尚
々
煎
薬
も
御
煎
湯
は
不
し
及
レ
診
熟
附
子
な
る
く
し

御
詰
之
間
に
て
栄
雪
江
面
談
可
し
致
御
容
躰
之
儀
委
曲
熟
談
仕
候
処
、
別

意
も
無
一
御
座
］
候
間
、
弥
別
紙
之
通
御
同
人
被
し
下
候
ハ
、
、
御
調
剤

致
二
進
上
一
度
候
、
然
処
、
御
内
薬
之
儀
、
栄
雪
へ
猶
又
熟
評
仕
候
処
、

御
膝
蓋
之
毒
ヲ
温
薬
一
一
て
熨
蒸
仕
候
節
ハ
、
内
薬
と
て
も
同
様
御
下
部

之
御
温
和
被
し
為
し
在
候
様
二
御
調
進
ハ
い
か
蚤
と
沙
汰
仕
候
処
、
先
を

両
人
の
存
慮
に
ハ
、
地
黄
差
ま
て
御
用
ひ
の
事
二
御
座
候
も
、
鉢
密
と

煎
湯
に
て
少
し
筋
道
も
連
ひ
候
事
一
一
候
間
、
八
味
丸
煎
湯
二
し
て
、
一

貼
十
包
位
太
服
一
一
て
御
調
進
之
方
可
レ
然
哉
、
此
段
能
を
梅
雪
方
へ
御

相
談
被
し
成
度
も
の
一
一
候
、
尤
以
二
附
子
一
ハ
御
両
君
御
心
得
二
あ
る
へ

く
候
、
右
両
様
と
も
二
何
彼
得
一
胄
意
一
候
、
甚
以
推
薬
慮
外
二
奉
レ
存

候
へ
共
、
不
し
悪
御
承
知
可
し
被
し
下
候
、
以
上

、
ハ
月
一
日

尚
を
両
通
共
一
一
御
安
否
も
不
し
承
候
、
先
比
の
何
彼
の
御
礼
も
不
一
串
上
一

（
端
裏
）

第
一
七
一
号
文
書
坪
井
信
友
書
状
堀
内
忠
廸
宛

註

・
栄
雪
Ⅱ
矢
尾
板
栄
雪
、
忠
秋
。

・
梅
雪
Ⅱ
矢
尾
板
道
廸
、
忠
房
（
初
め
梅
雪
）
。
栄
雪
、
忠
秋
の
嫡
子
。

候
御
用
向
計
相
認
候
、
御
存
可
し
被
し
下
候
、
返
ス
ノ
、
前
文
別
紙
共
一
一

宜
敷
御
心
得
可
し
被
し
下
候
、
以
上

（
端
裏
）
坪
井
信
友

「
堀
忠
紬
様

侍
史
」

新
橲
奉
二
拝
寿
一
候
、
御
満
堂
皆
を
様
御
揃
御
清
福
可
レ
被
し
遊
一
一
御
超
歳
《

恐
悦
至
極
奉
一
一
大
賀
一
候
、
当
方
家
春
無
二
異
事
一
消
光
罷
仕
候
、
乍
レ
憧
御

休
意
可
レ
被
二
成
下
一
候
、
過
日
八
十
瀬
へ
御
尋
申
上
候
処
、
御
取
込
之

御
様
子
二
而
、
不
し
得
二
拝
顔
一
候
へ
共
、
御
別
条
不
し
被
し
為
し
在
よ
し
御

安
心
可
し
被
し
遊
候
、
籾
て
其
後
一
連
失
音
不
本
意
至
極
二
奉
レ
存
候
、

定
而
不
二
相
替
一
御
流
行
之
御
事
卜
奉
二
遠
察
一
候
、
将
御
老
母
様
御
母
上

様
皆
為
様
御
障
も
不
し
被
し
為
し
在
御
勇
健
之
事
ト
奉
レ
存
候
、
兼
而
御
談

御
座
候
御
出
府
、
尚
年
二
も
や
乎
、
然
し
御
六
ケ
敷
方
ト
奉
レ
存
候
、

松
嶌
瑞
益
も
度
為
御
噂
致
居
候
、
何
卒
御
繰
合
御
出
府
之
程
奉
レ
待
候
、

当
舂
ハ
風
日
々
強
、
雨
ハ
旧
臘
来
一
二
度
、
昨
日
ハ
珍
敷
蚕
雷
雨
交
来
、

人
々
大
二
驚
申
候
、
暖
鰯
余
程
早
、
庭
前
之
薦
花
最
早
落
花
之
期
二
相

成
申
候
、
異
船
之
談
ハ
不
断
一
一
相
成
、
人
も
格
別
評
判
不
し
致
様
二
罷
在
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註

・
八
十
瀬
Ⅱ
堀
内
忠
明
の
木
妹
梅
女
。
和
歌
を
よ
く
す
。

・
異
船
之
談
ハ
不
断
二
相
成
Ⅱ
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
は
ペ
リ
ー
の

率
い
る
米
艦
七
隻
が
江
戸
に
来
り
、
日
米
和
親
条
約
（
神
奈
川
条
約
）

が
調
印
さ
れ
、
英
艦
四
隻
長
崎
に
来
り
、
次
い
で
日
英
和
親
条
約
調
印

さ
れ
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
乗
る
露
艦
デ
イ
ア
ナ
号
下
田
に
回
航
さ
れ
来

り
、
十
一
月
四
日
津
波
の
た
め
破
損
、
十
二
月
二
日
戸
田
へ
回
航
の
途

り
、
十
一

江
川
太
郎
左
衛
門
殿
神
経
熱
セ
ー
ル
ゲ
ハ
ー
ル
ト
Ⅱ
セ
ー
ル
ゲ
ハ
ー
ル

中
沈
没
。

候
、
此
節
勢
州
津
へ
何
国
ノ
船
に
や
入
津
致
居
候
由
、
四
五
日
前
早
飛

脚
到
来
之
趣
一
一
御
座
候
、
江
川
太
郎
左
衛
門
殿
神
経
熱
セ
ー
ル
ゲ
ハ
ー

ル
ト
申
事
也
、
御
時
節
柄
惜
人
也
、
何
卒
全
快
御
座
候
様
存
候
、
伊
東

玄
朴
翁
セ
ー
デ
ウ
エ
ィ
、
一
旦
は
甚
ゲ
ハ
ー
ル
ニ
三
日
前
方
梢
分
利
一
一

相
成
候
、
然
し
未
安
心
ハ
難
し
仕
候
、
江
川
之
不
快
ハ
天
下
之
大
事
一
一

関
系
い
た
し
、
伊
東
之
疾
病
ハ
西
洋
医
家
之
関
ス
ル
処
也
、
先
ハ
右
年

甫
御
祝
詞
申
上
度
芳
如
レ
此
御
座
候
、
恐
恒
謹
言

正
月
十
日
坪
井
信
友孝

（
花
押
）

堀
忠
廸
様侍

史

尚
々
、
時
下
折
角
御
自
重
専
一
奉
二
祈
上
一
候
、
乍
二
末
行
一
皆
々
様
へ
宜

敷
年
甫
御
祝
詞
御
披
露
被
し
下
申
上
候
、
家
巻
一
統
宜
敷
中
上
候
様
申
出

候
、
以
上

第
一
七
二
号
文
書
坪
井
信
友
書
状
堀
内
忠
廸
宛

腺
日
円
く
四
日
大
変
危
険
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
一
月
十
六
日
病

没
。

・
玄
朴
セ
ー
デ
ウ
エ
イ
Ⅱ
伊
東
玄
朴
昌
号
乏
ｍ
の
脇
腹
の
痛
み
。

・
本
状
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
正
月
十
日
付
書
状
な
り
。

（
封
の
上
書
）

「
堀
内
忠
廸
様
坪
井
信
友

拝
答
」

昨
日
ハ
折
角
御
光
来
被
二
成
下
一
難
し
有
奉
レ
存
候
、
併
何
等
之
風
情
も
不
し

仕
、
不
本
意
千
万
真
平
御
海
容
可
レ
被
二
成
下
一
候
、
斑
て
、
今
日
ハ
上

使
御
座
候
一
一
付
、
参
堂
之
儀
延
引
仕
候
様
被
二
仰
聞
→
念
入
之
御
事
却

而
奉
二
恐
入
一
候
、
任
し
仰
可
レ
申
候
フ
ル
キ
ュ
ル
デ
ン
之
諸
器
、
牧
山
へ

昨
日
間
合
候
処
、
彼
方
一
一
取
寄
置
候
よ
し
二
御
座
候
間
、
左
様
御
承
知

可
し
被
し
下
候
、
右
蘭
品
ハ
塩
酸
硝
酸
硫
酸
丹
馨
ポ
ト
ア
ー
ス
」
ベ
レ
ン

ス器
械
ハ
ト
タ
ン
銅
素
焼
壷
通
常
塀
器

右
之
通
一
一
御
座
候
、
何
れ
近
々
罷
出
、
相
話
委
細
可
二
申
上
一
候
、
草
々

頓
首

四
月
廿
五
日
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第
一
七
三
号
文
書
坪
井
信
友
書
状
堀
内
忠
廸
宛

註

・
大
地
震
Ⅱ
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
十
一
月
四
日
。

・
本
状
は
安
政
元
年
十
二
月
十
三
日
付
書
状
な
り
。

（
封
の
上
書
）

「
堀
内
忠
廸
様
坪
井
信
友

侍
史
平
信
」

厳
寒
之
候
御
座
候
処
、
御
満
堂
皆
を
様
御
揃
御
清
適
可
し
被
し
遊
一
御
座
一

大
慶
至
極
奉
二
遥
寿
一
候
、
二
一
一
当
地
家
春
一
統
無
事
消
光
龍
在
候
、
乍
レ

憧
御
休
意
可
レ
被
二
成
下
一
候
、
其
後
一
連
御
無
音
何
と
も
申
分
無
二
御
座
一

候
、
定
而
不
二
相
替
一
御
盛
ン
之
御
事
ト
奉
レ
存
候
、
去
月
は
珍
敷
大
地

震
、
東
海
辺
摂
河
泉
紀
中
国
九
州
四
国
何
レ
も
大
小
之
差
別
ハ
可
し
有
し

之
候
へ
共
、
何
分
損
亡
甚
多
様
子
、
可
レ
朧
事
二
御
座
候
、
御
地
辺
ハ

如
何
御
座
候
哉
、
乍
二
末
行
一
皆
々
様
へ
宜
敷
御
一
声
奉
一
願
上
一
候
、
先

ハ
寒
中
御
見
舞
芳
如
レ
此
御
座
候
、
謹
言

季
冬
十
三
日
坪
井
信
友（

花
押
）

堀
忠
廸
様侍

史

猶
時
下
折
角
御
自
重
専
一
奉
一
所
上
一
候
、
乍
レ
輝
御
序
二
少
弟
旧
識
之
御

方
々
へ
宜
敷
御
伝
声
可
レ
被
一
成
下
一
候
、
以
上

第
一
七
四
号
文
書
大
槻
俊
斎
書
状
堀
内
忠
廸
（
忠
淳
・
忠
亮
）
宛

幸
便
二
付
一
翰
啓
上
仕
候
、
舂
寒
今
に
退
兼
候
得
共
、
被
し
為
し
揃
益
御

安
全
被
し
為
し
渡
奉
二
恭
賀
一
候
、
然
は
昨
年
中
ハ
尊
大
人
様
方
両
度
迄
尊

書
被
二
下
置
一
候
一
一
付
、
早
速
愚
案
も
申
上
候
積
二
て
、
伊
東
へ
も
相
談

仕
候
処
、
何
レ
に
も
同
人
認
指
上
約
定
二
付
、
度
々
催
促
も
仕
候
処
、

彼
是
卜
取
紛
、
約
日
も
無
し
之
、
早
春
と
申
候
内
、
米
利
幹
船
十
一
日
渡

来
、
秀
大
取
込
二
相
成
、
乍
レ
存
大
延
引
御
病
体
も
御
同
篇
二
被
し
為
し

入
候
哉
否
も
相
分
兼
、
今
御
一
左
右
杯
卜
申
罷
候
内
、
は
や
今
日
ま
で

延
引
相
成
、
実
一
一
申
訳
次
第
も
無
し
之
、
不
実
意
二
打
過
候
段
、
平
一
一
御

高
免
可
レ
被
一
一
成
下
一
候
、
籾
今
般
矢
尾
板
氏
出
府
二
付
、
委
細
御
容
体

承
知
仕
候
処
、
此
節
之
処
一
一
て
ハ
、
御
滞
府
中
同
様
御
全
身
発
疹
咳
嗽

等
被
し
為
し
有
、
四
肢
浮
腫
等
御
兼
位
二
て
御
不
食
之
由
、
籾
を
御
案
思

申
上
候
義
二
御
座
候
、
御
療
養
之
処
ハ
御
如
在
も
不
し
被
し
為
し
有
義
二

御
座
候
得
共
、
久
々
之
御
病
体
、
殊
二
咳
嗽
浮
腫
等
之
処
ハ
実
一
一
御
案

思
申
上
候
御
症
に
奉
レ
存
候
間
、
無
二
御
油
断
一
御
治
療
被
し
為
し
有
候

様
、
呉
々
も
奉
レ
祈
候
、
右
二
付
而
者
愚
案
も
可
二
申
上
一
筈
の
処
、
伝

聞
之
御
容
体
故
愚
案
申
上
候
て
も
却
而
御
邪
魔
可
二
相
成
司
何
事
も
不
二

申
上
一
候
間
、
不
し
悪
御
承
引
可
し
被
二
成
下
一
候
、
是
迄
ハ
御
無
音
二
打

過
申
訳
も
無
一
御
座
一
候
得
共
、
此
上
御
容
体
も
被
二
仰
下
一
候
ハ
、
、
早

速
打
寄
相
談
之
上
、
御
教
奉
読
之
上
、
医
案
も
可
二
申
上
一
候
、
候
ハ
春

暖
二
も
相
成
候
ハ
、
、
御
発
疹
之
処
も
御
快
方
と
奉
一
愚
察
一
候
、
尊
大

人
様
江
書
状
可
二
指
上
一
筈
の
処
、
御
病
中
却
而
御
面
倒
と
相
察
し
、
態

と
今
般
は
指
上
不
し
申
候
間
、
此
内
宜
御
致
声
被
一
一
成
下
一
度
奉
レ
願
候
、
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茎’

書文

番
号

第
一
号
文
言

（
叫
卦
侭
堀
串
）

同第
八
七
号
文
書

（
針
弐
誰
型
鴎
）

註

，
米
利
幹
Ⅱ
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
一
月
ペ
リ
ー
の
米
艦
来
航
を
さ
す
。

・
本
状
は
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
二
月
十
二
日
付
書
状
な
り
。

（
無
恭
儒
岬
鴎
）

尚
々
時
下
折
角
御
自
愛
被
し
為
し
有
候
様
奉
レ
祈
候
、
乍
レ
末
旧
臘
者
見
事

之
鴨
壱
羽
御
進
恵
被
二
下
置
一
難
し
有
打
寄
拝
味
仕
候
事
一
一
御
座
候
、
此

た
は
こ
余
り
軽
微
之
至
二
御
座
候
得
共
、
長
崎
方
到
来
有
合
二
任
せ
進

（
マ
マ
）

皇
仕
候
、
御
聞
為
被
二
成
下
一
候
ハ
、
、
大
幸
之
至
奉
レ
存
候
、
以
上

不
具
謹
言

二
月
十
二
日

堀
内
忠
廸
様

’
正

｜誤
一

春
初
似
病

不
速
客
来
驚
如
夢

多
病
抵
当
安
誌
劣

任
他
造
裡
送
悠
々

不
し
被
し
存
し
候
由

被
し
申
達
一
候
処

誤

大
槻
俊
斎舂

初
臥
病

不
速
客
来
驚
好
夢

多
病
抵
当
安
養
劣

任
地
造
裡
送
悠
々

不
し
被
し
存
候
由

被
一
申
達
一
候
処

Ⅱ目
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五
月
例
会
五
月
十
七
日
（
土
）

於
順
天
堂
医
学
部
九
号
館
三
番
教
室

一
吉
益
東
洞
と
賀
川
玄
悦
ｌ
鎮
帯
産
掎
の
禁
を
ぐ
っ
て
ｌ

大
塚
恭
男

二
明
治
の
漢
方
月
刊
誌
「
春
雨
雑
誌
」
な
ど
に
つ
い
て
矢
数
道
明

私
は
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
、
「
明
治
百
年
漢
方
略
史
年
表
」
を
刊
行
し

た
と
き
、
「
明
治
以
降
漢
方
関
係
の
代
表
的
雑
誌
一
覧
表
」
を
作
成
し
た
。

そ
の
と
き
、
雑
誌
名
だ
け
は
判
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
こ
れ
を
み
た
こ
と
の

な
い
も
の
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
熊
本
春
雨
社
発
行
の
「
春
雨

医
談
」
、
同
じ
く
春
雨
社
の
「
医
心
」
、
東
京
の
回
天
医
会
の
「
回
天
医
談
」

等
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
れ
ら
三
つ
の
雑
誌
は
未
だ
み
た
こ
と
が
な
い
の
で
、

知
っ
て
い
る
方
は
お
報
せ
願
い
た
い
、
と
協
力
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
山
形
育

三
氏
が
「
医
心
」
の
所
在
場
所
を
報
告
し
て
く
れ
た
。
即
ち
「
医
心
」
は
、

東
大
法
学
部
に
所
属
す
る
資
料
館
に
、
宮
武
骸
骨
の
「
東
天
紅
、
明
治
新
聞

雑
誌
文
庫
目
録
」
に
記
録
さ
れ
、
一
号
か
ら
五
号
ま
で
五
冊
あ
る
と
い
う
こ

四
月
例
会
四
月
二
十
二
日
（
土
）

於
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
北
里
図
書
館
第
一
会
議
室

｜
杉
山
宗
立
に
つ
い
て
ｌ
シ
ー
ボ
ル
ト
の
門
人
Ｉ
谷
沢

二
古
代
日
本
人
の
体
液
観
ｌ
言
語
学
的
一
考
察
三
輪

本
講
演
は
次
号
に
原
著
と
し
て
掲
載
し
ま
す
。

一

一

尚
一

卓
爾

と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
資
料
館
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
現
在
は
四
号
と
五
号
の
二
冊
し
か
な

く
、
そ
の
二
冊
の
複
写
を
依
頼
し
て
こ
れ
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
み

る
と
発
行
は
春
雨
社
で
な
く
、
「
医
心
雑
誌
社
」
の
名
で
、
発
行
人
は
村
井

雲
台
の
一
族
と
思
わ
れ
る
村
井
同
吉
で
あ
っ
た
。
深
川
晨
堂
氏
の
漢
洋
医
学

闘
争
史
に
は
そ
の
十
五
号
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
か
ら
、
十
五
号
は
発
行
さ

れ
た
こ
と
は
判
る
が
、
そ
の
終
刊
は
詳
か
で
は
な
い
。
「
医
心
」
は
明
治
二

十
五
年
十
一
月
が
創
刊
号
で
、
医
師
免
許
規
則
改
正
法
案
の
議
会
対
策
運
動

の
た
め
に
発
行
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
四
号
の
目
次
を
み
る
と
、
漢
医
廃

止
当
時
の
責
任
者
で
あ
っ
た
「
石
黒
忠
息
の
自
惚
」
「
石
黒
忠
息
氏
に
質
す
」

「
長
谷
川
泰
氏
の
狂
気
」
な
ど
い
う
猛
烈
な
攻
撃
的
主
題
が
あ
げ
ら
れ
、
改

正
法
案
を
め
ぐ
っ
て
衆
院
議
事
速
記
録
な
ど
が
載
っ
て
い
る
。

次
に
「
春
雨
雑
誌
」
で
あ
る
が
、
不
思
議
な
機
縁
で
そ
の
複
写
を
入
手
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
昨
年
（
一
九
七
一
）
十
月
、
東
京
医
大
の
図
書
館
よ
り

電
話
が
あ
っ
て
、
只
今
図
書
目
録
の
整
理
中
で
あ
る
が
、
「
春
雨
雑
誌
」
と

ハ
ル
サ
メ

い
う
の
が
あ
る
が
こ
れ
は
春
雨
と
読
ん
で
よ
い
か
ど
う
か
と
い
う
問
合
せ
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
は
明
治
初
期
に
熊
本
の
方
か
ら
出
た
も
の
で
は
な

い
か
と
き
く
と
、
熊
本
大
学
医
学
部
図
書
館
よ
り
送
っ
て
き
た
図
書
目
録
の

中
に
記
載
し
て
あ
る
と
い
う
。
私
は
実
は
そ
の
雑
誌
を
前
々
か
ら
捜
し
て
い

シ
ン
ウ
ザ
ッ
シ

た
の
で
あ
る
が
そ
れ
は
「
春
雨
雑
誌
」
と
読
ん
だ
方
が
よ
い
と
返
事
を
し
た
。

そ
し
て
是
非
と
も
全
部
複
写
し
て
欲
し
い
と
依
頼
し
た
。
十
二
月
一
日
に
な

っ
て
全
一
一
十
一
冊
の
複
写
が
到
着
し
た
が
、
惜
し
い
こ
と
に
創
刊
号
が
欠
け

て
い
る
。
「
春
雨
雑
誌
」
は
明
治
二
十
三
年
一
月
が
創
刊
号
で
、
月
刊
誌
、

二
十
二
号
は
明
治
二
十
五
年
三
月
号
で
あ
る
が
、
い
つ
ま
で
発
行
さ
れ
た
か
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判
ら
な
い
。
熊
本
の
春
雨
社
で
は
そ
の
前
に
「
春
雨
医
談
輯
要
」
と
い
う
機

関
誌
を
出
し
て
い
た
ら
し
く
、
龍
野
一
雄
氏
は
十
三
冊
所
持
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
と
い
う
。
こ
の
「
春
雨
雑
誌
」
は
そ
の
「
春
雨
医
談
輯
要
」
が
廃
刊
さ

れ
、
代
っ
て
春
雨
壮
年
会
が
誕
生
し
、
若
手
の
壮
年
者
達
が
、
新
し
い
意
欲

を
以
て
漢
方
挽
回
の
た
め
発
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。
「
春
雨
雑
誌
」
は
「
春

雨
医
談
輯
要
」
を
合
併
し
た
も
の
ら
し
く
、
中
に
一
項
目
「
春
雨
医
談
輯

要
」
と
い
う
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
本
社
医
談
の
儀
は
爾
来
尽

く
本
雑
誌
に
登
録
致
す
筈
な
り
」
と
会
告
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
熊
本

の
舂
雨
社
か
ら
は
初
め
に
明
治
十
五
年
「
春
雨
医
談
輯
要
」
が
発
行
さ
れ
、

次
い
で
明
治
廿
三
年
一
月
か
ら
「
春
雨
雑
誌
」
と
な
り
、
終
り
に
明
治
廿
五

年
十
一
月
か
ら
「
医
心
」
を
発
行
し
た
こ
と
に
な
る
。
漢
方
衰
亡
時
代
の
変

遷
が
誌
面
を
通
じ
て
ほ
ぼ
読
み
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

私
は
後
半
、
明
治
以
降
発
行
の
漢
方
関
係
諸
雑
誌
二
十
五
種
の
果
し
た
使

命
を
図
表
を
以
て
解
説
し
た
。

三
月
例
会

吾
妻
鏡
を
中
心
と
し
て
見
た
鎌
倉
の
医
師
樋
口
誠
太
郎

発
表
の
中
心
と
し
て
私
が
と
り
あ
げ
た
の
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

六
月
例
会
六
月
二
十
四
日
（
土
）

於
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
北
里
図
書
館
第
一
会
議
室

一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
学
史
跡
め
ぐ
り
ｌ
ス
ラ
イ
ド
供
覧
ｌ

立
川

一
一
堕
胎
と
産
児
調
節
の
歴
史
太
田

典昭
礼二

こ
れ
ら
の
発
表
で
、
「
鎌
倉
」
を
核
心
に
し
て
、
更
に
こ
れ
を
、
「
鎌
倉
時

代
」
全
体
に
拡
大
し
て
考
え
て
み
た
か
っ
た
が
、
や
や
焦
点
が
ぼ
や
け
た
よ

う
に
反
省
し
て
い
る
。

こ
の
時
代
の
「
医
師
」
に
よ
る
医
療
は
、
上
層
階
級
の
人
々
を
診
療
し
た

「
官
医
系
」
の
も
の
と
、
民
衆
を
直
接
「
診
療
」
し
た
「
民
間
医
」
が
あ
り

そ
の
中
心
は
「
官
医
」
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
「
僧
侶
」
が
あ
っ
た
。
「
官

医
系
」
の
医
師
は
中
国
の
医
学
を
背
景
と
し
、
「
僧
医
」
は
仏
教
医
学
が
そ

の
背
景
に
在
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
「
僧
医
」
は
単
に
診
療
の
み
で
は
な

く
広
く
社
会
救
済
事
業
と
し
て
の
「
医
療
」
に
ま
で
、
手
を
延
ば
し
て
い
る

こ
と
が
見
ら
れ
る
。
・

吾
妻
鏡
の
記
録
で
み
る
と
、
鎌
倉
に
下
向
し
て
来
る
医
師
は
、
主
と
し
て

「
丹
波
氏
」
と
「
和
気
氏
」
が
中
心
で
、
「
僧
医
」
と
見
ら
れ
る
も
の
の
記

１
東
国
の
一
辺
地
で
あ
っ
た
「
鎌
倉
」
に
源
頼
朝
が
幕
府
を
開
設
す
る
と
、

京
都
よ
り
「
京
下
の
文
化
人
」
と
称
す
る
一
団
の
人
為
が
鎌
倉
に
下
向
し

た
こ
と
は
歴
史
的
に
明
確
な
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
医
師
と
し
て

は
、
ど
ん
な
人
為
が
鎌
倉
に
下
っ
た
か
、
そ
れ
が
幕
府
の
公
式
記
録
と
言

わ
れ
る
「
吾
妻
鏡
」
に
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
。

２
鎌
倉
時
代
の
医
師
は
、
そ
れ
ま
で
の
官
医
中
心
の
も
の
か
ら
「
民
間

医
」
が
派
生
し
て
来
る
が
、
如
何
な
る
系
統
か
ら
派
生
し
た
も
の
か
、
主

と
し
て
「
丹
波
氏
」
、
「
和
気
氏
」
に
焦
点
を
あ
て
て
考
証
し
て
み
た
。

３
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
に
か
け
て
、
成
立
年
代
が
か
な
り
判
然
と
し
た
絵

画
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
よ
う
な
も
の
の
中
に
「
医
師
」
が
如
何

に
描
か
れ
て
い
る
か
、
関
連
的
に
と
り
あ
げ
て
み
た
。
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事
は
き
わ
め
て
少
く
な
い
。
丹
波
氏
と
和
気
氏
で
も
、
九
条
兼
実
の
「
玉

葉
」
な
ど
を
参
照
し
て
見
る
に
、
「
官
医
系
」
の
当
代
の
名
医
と
言
わ
れ
る

人
々
は
見
ら
れ
ず
両
氏
の
系
統
で
も
傍
系
の
人
々
で
あ
る
こ
と
が
特
色
ず
け

ら
れ
る
。

ま
た
当
時
の
医
師
の
絵
画
資
料
と
し
て
、
東
北
院
歌
合
（
建
保
二
年
’
一

一
二
四
ｌ
秋
）
の
中
の
医
師
の
装
束
を
と
り
あ
げ
、
当
時
民
間
に
す
で
に
医

師
が
存
在
し
、
彼
等
が
職
人
と
同
じ
技
術
者
と
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
し
か

し
社
会
的
地
位
が
職
人
と
同
様
に
低
く
か
つ
た
か
と
言
う
こ
と
は
一
応
疑
問

と
し
て
残
し
て
お
い
た
。

当
日
の
質
疑
応
答
の
中
で
、
吾
妻
鏡
の
記
事
中
に
在
る
医
師
へ
の
賞
与
の

こ
と
で
、
正
治
元
年
五
月
七
口
、
医
師
時
長
が
乙
姫
の
治
療
に
よ
っ
て
「
砂

金
廿
両
を
賜
わ
っ
た
…
。
：
」
と
か
、
延
応
元
年
十
一
月
二
十
一
日
の
女
医
博

士
頼
行
の
記
事
で
は
、
頼
行
に
一
‐
水
干
袴
を
禄
と
し
て
給
わ
っ
た
・
・
・
：
」
と

あ
り
、
寛
元
元
年
十
月
小
一
日
の
医
師
広
長
が
若
君
（
頼
崩
）
病
気
平
復
に

つ
い
て
、
頼
行
と
広
長
の
二
人
の
医
師
に
「
禄
と
し
て
御
剣
一
腰
、
御
衣
一

領
を
賜
わ
っ
た
：
。
：
．
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
時
長
の
砂
金
廿
両
の
記
事
は

別
と
し
て
も
、
太
刀
一
腰
と
か
御
衣
一
領
、
水
干
袴
な
ど
は
、
ど
う
解
釈
す

べ
き
か
と
言
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
記
事
を
見
る
限
り
に
お
い
て

は
、
律
令
官
制
に
規
定
さ
れ
て
い
る
季
禄
や
位
禄
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
む

し
ろ
病
気
の
治
療
に
関
す
る
臨
時
の
禄
と
し
て
見
る
こ
と
が
正
し
い
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
に
、
我
々
が
現
在
の
時
点
で
考
え
る
よ
う
な
年
俸
の
よ
う
な
も
の

で
は
な
く
、
「
医
療
」
の
功
に
対
す
る
俸
賞
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ

う
。
但
し
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
今
後
も
っ
と
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

う
。
但
し
こ
（

考
え
て
い
る
。

去
る
十
一
月
十
二
日
（
日
）
に
、
関
西
支
部
秋
季
大
会
が
三
木
栄
博
士
の

大
著
「
体
系
世
界
医
学
史
」
の
出
版
記
念
会
を
兼
ね
て
大
阪
で
開
か
れ
た
。

詳
細
は
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

十
一
月
十
二
日
（
日
）

大
阪
市
南
区
末
吉
橋
通
三
牟
田
病
院
講
堂

講
演（

特
別
）
「
体
系
世
界
医
学
史
」
を
刊
行
し
て
三
木
栄
（
堺
）

１
蘭
書
の
翻
刻
本
供
覧
阿
知
波
五
郎
（
京
都
）

２
経
典
（
五
分
律
十
調
律
）
に
み
え
る
抜
歯
法
そ
の
他
に
つ
い
て

杉
本
茂
舂
（
大
阪
）

３
華
岡
青
洲
の
手
術
日
私
考
宗
田
一
（
阪
大
）

４
日
本
人
の
描
い
た
シ
ー
ポ
ル
ト
の
画
像
（
ス
ラ
イ
ド
供
覧
）

中
野
操
（
大
阪
）

５
文
豪
ゲ
ー
テ
の
作
品
に
お
け
る
医
史
学
的
背
景
藤
森
速
水
（
大
阪
）

６
第
廿
二
回
国
際
医
史
学
会
に
参
加
し
て
中
川
米
造
（
阪
大
）

７
愛
知
県
に
お
け
る
象
先
堂
塾
（
伊
東
玄
朴
）
の
門
人
に
つ
い
て

執
行
史
子
（
安
城
）

８
渡
辺
奎
輔
と
そ
の
著
書
上
野
益
三
（
豊
中
）

９
冬
樹
先
生
（
坪
井
信
道
）
遺
稿
に
つ
い
て
青
木
一
郎
（
岐
阜
）

加
坪
井
信
良
と
橋
本
左
内
の
出
会
い
ｌ
佐
渡
家
資
料
よ
り
Ｉ

、
小
川
孜
成
と
金
沢
の
独
逸
医
学

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
秋
季
大
会

竹
内
真
一
（
福
井
）

津
田
進
三
（
金
沢
）
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第
二
十
三
回
国
際
医
史
学
会
見
聞
記

蒲
原
宏

第
二
十
三
回
国
際
医
史
学
会
は
九
月
二
日
か
ら
九
日
ま
で
ロ
ン
ド
ン
で
ウ

ェ
ル
カ
ム
医
史
学
研
究
所
々
長
ポ
イ
ン
タ
ー
博
士
を
会
長
と
し
て
開
催
さ
れ

た
。

ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
の
は
五
十
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

わ
が
国
か
ら
は
本
学
会
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
大
矢
全
節
先
生

御
夫
妻
を
は
じ
め
、
中
川
米
造
（
阪
大
）
・
長
門
谷
洋
治
（
阪
大
・
日
生
病
院
）

金
子
三
郎
（
東
京
・
松
沢
病
院
）
、
本
間
邦
則
夫
妻
（
新
潟
・
日
本
歯
大
）
、

蒲
原
宏
（
新
大
・
県
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院
）
ら
が
参
加
し
た
。

開
会
式
は
九
月
四
Ｒ
午
前
十
時
三
○
分
か
ら
、
ウ
エ
ル
カ
ム
医
史
学
研
究

所
の
隣
の
フ
レ
ン
ド
・
ハ
ウ
ス
で
行
な
わ
れ
た
。
四
十
三
カ
国
六
百
人
の
き

ら
び
や
か
な
開
会
式
で
あ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
代
表
し
て
、
イ
タ
リ
の
パ
ッ
チ
ー
ニ
ー
、
ア
フ
リ
カ

・
ア
ラ
ブ
諸
国
を
代
表
し
て
、
イ
パ
ダ
ン
大
学
の
ラ
ム
ゴ
ー
、
南
北
ア
メ
リ

カ
諸
国
を
代
表
し
て
ガ
テ
マ
ラ
の
マ
ル
テ
イ
ネ
・
ド
ウ
ラ
ン
、
ア
ジ
ア
諸
国

を
代
表
し
て
イ
ラ
ン
の
ナ
ジ
マ
ペ
エ
ピ
ー
、
太
洋
洲
を
代
表
し
て
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
の
ラ
ッ
セ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
朗
読

し
、
最
後
に
、
イ
タ
リ
ー
・
ミ
ラ
ノ
大
学
の
ベ
ロ
ニ
ー
が
冒
目
溺
璽
要
目
○
ｚ
眉

哩
「
ラ
テ
ン
語
オ
ラ
ン
ダ
語
医
学
術
語
辞
典
」
に
つ
い
て岩

治
勇
一
（
大
野
）

（
番
外
）

（
中
国
映
画
）
中
国
の
鍼
麻
酔

ン
艮
目
三
国
弓
弓
胃
冒
閏
○
冒
○
司
冨
同
ョ
ｇ
畠
を
代
表
し
て
祝
辞
を
述

べ
て
開
会
式
は
終
っ
た
。

四
日
の
午
後
か
ら
実
質
的
な
学
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
は
じ
ま
っ
た
。

一
般
演
題
三
五
六
題
、
十
三
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ム
講
演
は
八
会
場
に
別
か
れ

正
味
四
日
間
で
こ
な
す
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
れ
も
こ
れ
も
聞
く
わ
け
に
は
ゆ

か
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
い
く
つ
か
の
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
が
加
わ
り
、
ほ
と

ん
ど
毎
夜
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
学
会
は
智
力
よ
り
体
力
が
い
る
も
の
だ
と

の
感
を
深
く
し
た
次
第
で
あ
る
。

し
か
し
出
題
数
が
多
い
の
に
比
し
て
欠
演
数
も
多
く
そ
の
三
分
の
一
は
欠

演
で
、
こ
と
に
ソ
連
を
は
じ
め
と
す
る
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
欠
演
は
彩
た
だ
し

か
っ
た
の
は
奇
異
の
感
を
抱
い
た
。

大
矢
全
節
氏
は
「
雨
竜
ｇ
罰
厨
国
ｚ
弓
閏
伊
少
冨
因
ｇ
ｇ
ｚ
同
診
ｚ
ｇ
蕊
酉
闇
胃

の
昌
目
冒
冨
３
ｚ
巴
浬
を
流
暢
な
フ
ラ
ン
ス
語
を
駆
使
し
て
講
演
さ
れ
た
。

中
川
米
造
氏
は
「
冨
韓
目
２
Ｆ
臨
胃
日
印
ン
ｚ
ｐ
８
ｇ
胃
崗
？
缶
雷
胃
○
国
．

２
Ｆ
昌
目
弓
胃
弓
シ
国
昌
」
を
、
長
門
谷
洋
治
氏
は
「
吾
２
国
ｚ
ｏ
Ｐ
胃
坑

冒
昌
目
胃
園
国
ｇ
ｚ
旨
も
シ
ｚ
開
国
ｚ
胃
望
爵
一
を
講
演
さ
れ
た
。
私
は

「
自
国
国
雪
Ｃ
Ｏ
己
同
ｚ
冨
○
ご
詞
易
○
司
弓
西
固
串
旨
冨
少
ｚ
的
宍
向
厚
同
弓
○
ｚ
冒
目
Ｃ
詞
ご
‐

の
Ｐ
君
診
鼠
展
昌
と
題
し
て
星
野
良
悦
、
各
務
文
献
、
奥
田
万
里
ら
の
木
骨

作
成
に
つ
い
て
紹
介
報
告
を
行
な
っ
た
。

中
川
米
造
氏
は
胃
言
男
的
の
南
満
医
学
堂
成
立
史
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト

を
つ
け
ら
れ
た
。
と
か
く
今
ま
で
は
国
○
三
両
扇
ら
の
知
日
米
人
に
よ
る
日

本
医
学
の
紹
介
が
何
ん
で
も
正
し
い
と
認
め
ら
れ
勝
ち
だ
っ
た
の
に
対
し
、

日
本
人
の
手
で
正
し
い
紹
介
と
史
論
を
展
開
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
教
え
ら

れ
た
。
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私
自
身
も
そ
う
で
あ
る
が
国
際
公
用
語
に
熟
達
す
る
こ
と
は
何
よ
り
も
重

要
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
ま
す
ま
す
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

そ
う
で
な
い
場
合
に
は
映
画
を
作
製
し
て
ゆ
く
の
も
一
つ
の
方
法
で
は
あ

る
が
、
外
国
の
学
者
と
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き
る
だ
け
の
力
を
、
古
文
書
解

説
、
論
文
作
製
の
力
と
同
時
に
作
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
。

医
史
学
の
専
門
研
究
機
関
の
な
い
わ
が
国
で
は
、
医
史
学
に
専
念
で
き
る

数
名
の
参
加
が
見
ら
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。

役
員
会
に
は
大
矢
全
節
先
生
が
出
席
さ
れ
た
が
、
日
本
か
ら
の
役
員
選
出

の
増
加
と
日
本
で
の
国
際
医
史
学
会
開
催
を
問
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

次
回
は
一
九
七
四
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
タ
ペ
ス
ト
で
第
廿
四
回
が
、
つ

い
で
一
九
七
六
年
に
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
第
廿
五
凹
国
際
医
史
学

会
が
開
備
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
若
年
層
の
医
史
学
研
究
者
の
進
出
が
め
ざ
ま
し
い
よ
う
に
、

我
が
国
か
ら
も
次
回
か
ら
更
に
多
数
の
参
加
者
が
あ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

ち
な
み
に
今
回
の
学
会
で
は
ア
ジ
ア
か
ら
は
日
本
以
外
で
は
イ
ン
ド
か
ら

も
行
な
わ
れ
た
。

学
会
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
く
に
医
史
学
的
見
学
旅

行
は
今
後
の
欧
米
医
学
史
研
究
者
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
意
味
で

有
意
義
で
あ
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
市
内
の
医
史
学
的
見
学
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
の
医
史
学
散
歩
、
ヘ

ン
プ
ス
テ
ッ
ト
の
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ハ
ー
ベ
ー
の
墓
所
参
拝
旅
行
、
オ
ッ
ク
ス
ホ

ー
ド
医
史
学
的
見
学
旅
行
そ
の
他
家
族
の
た
め
に
は
七
カ
所
の
観
光
コ
ー
ス

が
無
料
で
行
な
わ
れ
た
。

ま
た
ウ
ェ
ル
カ
ム
医
史
学
研
究
所
で
は
特
別
展
示
が
行
な
わ
れ
一
般
公
開

研
究
環
境
が
欧
米
に
比
し
て
問
題
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
遅
れ
て
い
る
の
を
ま
ざ
ま

ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

医
史
学
の
研
究
が
片
手
間
の
仕
事
と
さ
れ
て
い
る
間
、
日
本
の
医
学
研
究

の
後
進
性
は
一
つ
も
改
善
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

経
済
的
後
進
国
の
医
科
大
学
に
も
そ
れ
ぞ
れ
立
派
な
医
史
学
研
究
所
、
医

史
学
教
室
を
持
っ
て
い
る
現
状
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
次
第
で
あ

ブ
。
。
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生
物
学
史
研
究
鋤
号
（
日
本
科
学
史
学
会
生
物
学
史
分
科
会
編
集
）

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
植
物
栄
養
学
説
に
つ
い
て
頁
船
和
夫
１
１
９

石
川
千
代
松
に
お
け
る
進
化
論
と
社
会
富
沢
英
治
、
ｌ
Ⅳ

日
本
の
細
胞
学
ｌ
原
形
質
学
の
導
入
と
山
羽
儀
兵

鈴
木
善
次
肥
Ｉ
鰯

科
学
史
を
利
用
し
た
設
問
形
式
の
授
業
ｌ
工
夫
と
実
践
Ｉ
そ
の
４

植
物
ホ
ル
モ
ン
加
藤
信
行
型
Ｉ
蛇

鈴
木
梅
太
郎
の
資
料
に
つ
い
て
橋
本
孝
子
“
ｌ
粥

ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
１
号
（
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
準
備
会
）

人
間
存
在
の
医
学
ｌ
ア
ー
ュ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
の
意
味
す
る
も
の
ｌ

善
波
周
１
１
３

イ
ン
ド
医
学
研
究
の
方
法
論
矢
野
道
雄
４
１
６

チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
Ｉ
の
目
次
と
そ
の
日
本
語
訳
に
つ
い
て

板
倉
裕
之
７
１
９

文
学
士
・
理
学
士
大
地
原
誠
玄
完
訳
の
ス
シ
ュ
ル
タ
・
文
集
に
つ

い
て
丸
山
博
加
ｌ
蝿

イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
研
究
と
教
育
の
現
状

西
田
輝
夫
皿
Ｉ
略

日
本
に
お
け
る
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
関
係
文
献
目
録
（
そ
の
二
）
Ⅳ
ｌ
亜

ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
準
備
会
の
歩
み
（
そ
の
二
）
詔

昭
和
妬
年
刊
行
医
史
学
関
係
論
文
目
録
（
二
）

加
賀
藩
の
種
痘
と
明
石
昭
斎
津
田
進
三
石
川
郷
土
史
学
会
会
誌
４

号
印
１
帥

現
代
語
訳
宇
田
川
椿
篭
の
植
学
啓
原
、
矢
部
一
郎
武
蔵
大
学
人
文
学
会

雑
誌
三
巻
一
号
両
ｌ
師
、
三
巻
三
号
皿
Ｉ
髄

鑑
真
失
明
の
原
因
は
白
内
障
か
緑
内
障
か
鈴
木
宜
民
日
本
の
眼
科

二
二
号
３
１
６

愛
知
医
科
大
学
時
代
の
木
下
杢
太
郎
（
そ
の
一
）
延
広
貞
治
名
古
屋
大

学
教
養
部
紀
要
人
文
科
学
社
会
科
学
第
喝
輯
蛇
ｌ

愛
知
医
科
大
学
時
代
の
木
下
杢
太
郎
（
そ
の
二
（
延
広
貞
治
東
海
学
園

女
子
短
大
「
国
語
国
文
」
２
号
別
Ｉ

愛
知
医
科
大
学
時
代
の
木
下
杢
太
郎
（
そ
の
三
・
四
）
延
広
貞
治
金

城
国
文
妬
号
喝
ｌ
、
卿
号
別
Ｉ

日
本
薬
学
会
帥
年
会
講
演
要
旨
集
（
日
本
薬
学
会
）

反
魂
丹
の
今
昔
小
川
宇
三
郎

西
方
医
学
の
東
漸
吉
田
一
郎

正
倉
院
薬
物
の
性
格
三
浦
三
郎

チ
ベ
ッ
ト
医
学
と
薬
物
伊
藤
和
洋

古
河
に
於
け
る
田
代
三
喜
伊
沢
一
男
、
山
下
敬
三

薬
剤
師
教
育
創
始
者
、
藤
田
正
方
と
其
家
系
川
瀬
清
、
根
本
曽
代
子

薬
事
法
制
史
か
ら
観
た
売
薬
吉
井
千
代
田

江
戸
時
代
に
於
け
る
小
石
川
御
薬
園
の
業
績
木
村
雄
四
郎

東
洋
最
初
の
バ
タ
ピ
ァ
局
方
清
水
藤
太
郎

（
以
下
は
論
文
題
名
、
著
者
、
雑
誌
、
巻
、
号
、
頁
の
順
で
記
載
す
る
。
）

魂謝知銅弱2弱1弱1 5㈹5弱

318



玄
白
と
良
沢
の
人
と
な
り
大
滝
紀
雄
人
間
の
医
学
灯
号
”
Ｉ
如

高
良
斎
先
生
の
事
蹟
福
島
義
一
銀
海
弘
号
虹
Ｉ
艶
、
弱
号
創

Ｉ
理
髄
号
翅
１
週

蘭
学
医
守
屋
庸
庵
小
伝
石
田
純
郎
倉
子
城
７
号
１
１
６

わ
が
国
衛
生
工
学
の
恩
人
Ｗ
・
Ｋ
・
バ
ル
ト
ン
の
こ
と
ｌ
明
治
水
道
史
余

聞
Ｉ
武
内
博
公
衆
衛
生
妬
巻
ｎ
号
池
Ｉ
祇

故
長
谷
部
言
人
先
生
鈴
木
尚
解
剖
学
雑
誌
妬
巻
５
号
知
ｌ
訓

森
鴎
外
と
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
三
浦
豐
彦
皿
巻
９
号
抑
’
伽

倉
敷
労
働
科
学
研
究
所
の
創
立
三
浦
豐
彦
労
働
術
生
蛇
巻
、
号

諏
Ｉ
調

黒
川
良
庵
の
山
緒
言
酒
井
恒
十
全
同
意
会
々
報
“
号
７
１
８

松
田
王
作
の
由
緒
書
酒
井
恒
十
全
同
窓
会
々
報
“
号

近
世
名
医
十
話
菊
池
真
一
郎
全
日
本
病
院
ニ
ュ
ー
ス
型
号
１
１

４

幕
末
海
外
留
学
史
稿
（
Ⅳ
）
石
附
実
天
理
大
学
学
報
布
輯
１
１
妬

古
代
中
国
の
民
間
医
療
同
ｌ
「
山
海
経
」
の
研
究
伊
藤
清
可
史
学

“
巻
４
号
”
１
噸

大
阪
性
病
史
話
中
野
操
皮
膚
鵡
巻
４
号
”
Ｉ
麹

風
俗
史
か
ら
み
た
看
護
衣
の
発
生
と
そ
の
歴
史
的
変
遷
太
田
臨
一
郎

看
護
技
術
躯
号
茄
Ｉ
仙

人
近
代
看
護
の
母
Ｖ
の
素
足
長
門
谷
洋
治
血
号
・
型
ｌ
郡
月
刊
百

科
８
月
号

看
護
史
の
定
説
を
め
ぐ
っ
て
長
門
谷
洋
治
看
護
教
育
岨
巻
５
号

日
本
医
学
の
源
流
阿
知
波
五
郎
芝
蘭
会
雑
誌
万
号
矼
Ｉ
沌

徳
島
大
学
医
学
部
及
び
附
属
病
院
の
沿
革
銀
海
弱
号
１

神
戸
大
学
医
学
部
と
眼
科
教
室
の
沿
革
銀
海
別
号
１
１
４

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
と
そ
の
眼
科
学
教
室
小
史
銀
海
髄
１
１
７

「
福
井
県
福
井
医
学
校
規
則
」
に
つ
い
て
岩
治
勇
一
若
越
郷
土
研
究

陥
巻
３
号
１
１
６

古
代
印
度
医
学
ｌ
仏
教
教
典
を
通
し
て
Ｉ
杉
田
暉
道
冨
皀
○
勺
函
シ
‐

⑦
両
ｚ
三
国
白
○
シ
Ｆ
宛
同
旨
両
君
妬
巻
施
Ｉ
、

古
代
印
度
医
学
ｌ
南
海
寄
帰
内
法
伝
を
中
心
と
し
て
杉
田
暉
道

三
畳
○
四
由
Ｐ
⑦
両
ｚ
冨
両
己
局
Ｐ
Ｆ
詞
両
く
崗
乏
猫
巻
血
１
期

甘
草
の
歴
史
（
Ⅲ
）
大
塚
恭
男
冨
皀
○
も
函
酔
の
閃
ｚ
冨
両
己
后
シ
Ｆ

罰
両
く
旨
毒
恥
巻
型
ｌ
趾

明
眼
院
の
青
面
金
剛
童
子
画
像
吉
田
富
夫
び
ぞ
ん
通
信
８
号
“

、
Ｉ
５６明

眼
院
の
多
宝
塔
倉
出
向
丘
び
ぞ
ん
通
信
８
号
妬
Ｉ
師

馬
島
明
眼
院
小
史
ｌ
眼
科
療
治
所
と
し
て
の
側
面
か
ら
Ｉ
青
木
自
由
治

び
ぞ
ん
通
信
師
ｌ
ね

ジ
ョ
ン
・
ヒ
ル
と
そ
の
時
代
ｌ
医
学
・
生
物
学
の
釧
域
に
お
け
る
組
織
染

色
の
歴
史
②
青
木
自
由
治
び
ぞ
ん
通
信
蚫
号
即
１
噸

医
学
と
武
谷
三
段
階
論
小
幡
隆
医
学
と
医
療
５
巻
１
号
妬
ｌ
諏

毒
の
考
古
学
石
川
元
助
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
弱
号

日
本
医
科
器
械
史
話
清
水
共
造
医
科
器
械
雑
誌
虹
巻
２
号
的
１

噸
（
鋤
巻
２
号
蝿
１
吋
６
号
、
姪
ｌ
幟
、
８
号
唖
Ｉ
卸
、
如
巻
哩
号

瓢
、
Ｉ
蝿
）

杉
田
玄
白
・
覚
え
書
杉
靖
三
郎
社
会
保
険
塑
巻
２
号
６
１
８
、
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人
に
み
る
公
衆
衛
生
史
長
与
専
斎
川
上
武
、
上
林
茂
暢
弱
巻
２
号

唾
ｌ
噂
同
長
谷
川
泰
３
号
哩
同
後
藤
新
平
４
号
蝿
同

石
黒
忠
意
５
号
鞘
同
森
鴎
外
と
高
木
兼
寛
７
号
唖
ｌ
蝿
同

緒
方
正
規
８
号
“
ｌ
蝿
同
北
里
柴
三
郎
９
号
認
ｌ
翔
同

横
手
千
代
之
助
刈
号
鰹
ｌ
蝿
同
石
原
修
ｎ
号
剛
ｌ
卸

医
人
伝
石
田
憲
吾
、
小
田
新
、
阪
田
泰
正
広
島
医
学
塑
巻
４
号

９
１
３

１
２

３
号
８
１
ｍ
、
４
号
型
Ｉ
妬
、
６
号
８
１
ｍ
、
７
号
型
Ｉ
型
、
８

号
ｍ
ｌ
皿
、
９
号
理
Ｉ
型
、
加
号
躯
１
浬

日
本
社
会
保
障
史
の
一
節
近
藤
丈
二
社
会
保
障
妬
巻
珈
号
拓
ｌ

訂
、
飢
号
妬
ｌ
Ⅳ
、
弛
号
皿
ｌ
咽
、
噸
号
蛆
ｌ
Ⅳ
、
鰹
号
弱
Ｉ
師
、

姉
号
妬
Ｉ
Ⅳ
、
師
号
蛆
Ｉ
Ⅳ
、
師
号
犯
１
羽
、
恥
号
鯛
１
羽
、
”

号
鵡
Ｉ
Ⅳ
、
珈
号
妬
Ｉ
Ⅳ
、
釦
号
岨
ｌ
Ⅳ
、
醒
号
略
ｌ
Ⅳ
、
箙
号

猫
Ｉ
Ⅳ
、
繩
号
珊
Ｉ
Ⅳ
、
郎
号
焔
Ｉ
Ⅳ
、
師
号
鵡
ｌ
Ⅳ
、
蝿
号
坊

ｌ
Ⅳ
、
鋤
号
蛆
ｌ
Ⅳ
、
卸
号
鎚
ｌ
幻
、
姻
号
弧
Ｉ
妬
、
鯉
号
猫
ｌ

Ⅳ
、
睡
号
蝿
１
Ⅳ
、
鰹
号
茄
ｌ
Ⅳ
、
睡
号
猫
１
Ⅳ
、
函
号
詔
１
羽
、

四
号
別
、
副
号
拓
Ｉ
釘
、
圃
号
銘
ｌ
釣
、
唖
号
蛆
ｌ
刀
、
蝿
号

詑
ｌ
鋼
、
鰹
号
略
Ｉ
Ⅳ
、
砿
号
調
ｌ
釘
、
晒
号
恥
Ｉ
Ⅳ
、
卸
号
岨

１
週
、
噸
号
蛆
ｌ
Ⅳ
、
齢
号
猫
ｌ
Ⅳ
、
帥
号
陥
ｌ
Ⅳ
、
釦
号
岨
Ｉ

Ⅳ
、
鯉
号
恥
ｌ
Ⅳ
、
蝿
号
鵡
ｌ
Ⅳ
、
蝿
号
蚫
１
週
、
飾
号
塒
１
Ⅳ
、

卸
号
鵡
ｌ
Ⅳ
、
蝿
号
猫
ｌ
Ⅳ

日
本
の
医
学
史
蒲
原
宏
け
ん
ぽ
哩
巻
加
号
皿
ｌ
妬
、
皿
号
Ｍ

１
妬
、
睡
号
粥
ｌ
卵

世
界
の
医
療
史
野
村
拓
医
療
と
施
設
煙
号
Ⅳ
Ｉ
別
、
鯛
号

ワ
】
戸
①

別
、
１
劃

愛
知
県
医
史
資
料
後
藤
新
平
の
若
き
名
古
屋
時
代
吉
川
芳
秋
現
代

医
学
的
巻
２
号
郷
ｌ
証

律
令
制
に
於
け
る
医
官
の
地
位
飯
島
左
一
医
道
の
日
本
訓
巻
、
号

９３

尾
張
最
初
の
蘭
方
医
家
医
家
野
村
立
栄
と
医
家
姓
名
録
吉
川
芳
秋
現

代
医
学
鴫
巻
２
号
弧
ｌ
麺

佐
藤
泰
然
伝
小
川
鼎
三
順
天
堂
陛
学
猫
巻
４
号
“
ｌ
細

東
野
先
生
旧
宅
碑
宮
崎
実
逓
信
医
学
”
巻
７
号
卿
Ｉ
“

段
の
ｇ
丘
の
事
ど
も
土
橋
守
正
逓
信
医
学
泌
巻
昭
号
”
Ｉ
恥

岩
国
医
界
百
年
の
歩
み
庄
司
忠
山
口
県
医
学
会
誌
５
号
錘
ｌ
苑

日
本
を
中
心
に
し
た
京
西
両
医
学
の
史
的
考
察
西
丸
和
義
広
島
医
学

型
巻
蚫
号
一
二
○
九
’
一
二
二
三

江
戸
時
代
の
文
献
に
見
る
Ｃ
Ｐ
Ｃ
小
川
鼎
三
順
天
堂
医
学
Ⅳ
巻
１

号
”
ｌ
皿

シ
ー
ポ
ル
ト
の
墓
滝
川
政
次
郎
史
迩
と
美
術
虹
巻
２
号

養
護
訓
導
前
史
杉
浦
守
邦
健
康
教
室
翠
巻
叩
号
Ⅳ
１
羽
、
ｎ
号

妬
ｌ
艶
、
皿
号
例
ｌ
妬
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11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

去
る
四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
二
十
八
日
に
か
け
て
福
井
市
立
郷
土
歴
史

博
物
館
で
「
若
越
医
学
史
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
全
国
か
ら
貴
重

な
資
料
が
集
め
ら
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
展
覧
品
目
録
を
紹
介
す
る
。

若
越
医
学
史
展
出
品
目
録

唾
そ
う

砿
（
福
井
市
大
島
町
出
土
。
朱
付
着
）

一
点
福
井
郷
土
歴
史
博
物
館
蔵

石
棺
内
よ
り
出
土
の
朱
（
福
井
市
足
羽
山
古
墳
群
出
土
）

一
点
同
右
蔵

石
皿
・
石
杵
（
福
井
県
丹
生
郡
朝
日
町
朱
付
着
）

二
点
福
井
県
丹
生
郡
水
野
九
郎
右
衛
門
氏
蔵

朱
含
有
の
土
壌
（
福
井
県
丹
生
郡
清
水
町
竹
生
付
近
）

一
点

山
王
宮
丹
生
寺
古
図
（
享
保
二
十
一
年
。
大
野
市
日
吉
絵
図
）

一
面
大
野
市
・
岩
治
勇
一
氏
蔵

須
恵
器
薬
壺
（
平
安
時
代
）

一
点
福
井
県
宮
崎
村
近
藤
金
二
氏
蔵

湯
尾
峠
庖
瘡
神
の
御
礼
一
点
武
生
市
編
纂
室
蔵

庖
瘡
神
像
の
御
礼
一
点
小
浜
市
立
図
書
館
蔵

庖
瘡
御
守
札
（
若
狭
小
浜
組
屋
六
郎
左
衛
門
）

一
点
小
浜
市
立
図
書
館
蔵

抱
瘡
神
木
像
一
体
武
生
市
・
泉
久
寺
蔵

白
沢
木
像
一
体
福
井
市
・
上
田
五
兵
衛
氏
蔵

29 28 2726 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

が
ん
さ
ん

元
三
大
師
御
夢
想
灸
用
「
摺
鉢
」
一
点
鯖
江
市
・
中
道
院
蔵

秘
妙
符
（
身
延
山
延
寿
房
ほ
か
）

二
十
点
大
野
市
・
岩
治
勇
一
氏
蔵

鐘
値
図
（
梅
谷
筆
。
朱
画
）
一
幅
京
都
市
・
宗
田
一
氏
蔵

痘
瘡
神
画
像
（
身
延
京
谷
延
寿
）
一
幅
京
都
市
・
宗
田
一
氏
蔵

羽
賀
寺
薬
壺
二
点
小
浜
市
・
羽
賀
寺
蔵

永
平
高
祖
行
状
記
二
帖
大
野
市
・
宝
慶
寺
蔵

道
元
の
解
毒
丸
一
点

鍼
灸
術
伝
授
書
（
慶
長
年
間
）
一
通
福
井
県
三
方
町
・
信
行
寺
蔵

鍼
灸
術
医
療
器
具
四
点
福
井
県
三
方
町
・
信
行
寺
蔵

薬
師
如
来
立
像
付
薬
師
神
社
扁
額
（
鎌
倉
時
代
。
寄
木
造
木
彫
）

一
体
福
井
市
高
尾
町
薬
師
神
社
蔵

薬
師
如
来
画
像
一
幅
武
生
市
・
菱
川
四
十
三
氏
蔵

「
大
已
貴
命
・
少
名
彦
名
命
」
神
号
軸
（
府
中
領
主
本
多
副
昌
筆
。

府
中
医
学
所
思
精
館
旧
蔵
）
一
幅
武
生
市
医
師
会
蔵

神
農
図
（
山
田
道
安
筆
。
福
井
県
指
定
文
化
財
）

一
幅
福
井
県
三
国
町
・
藤
田
久
三
郎
氏
蔵

三
皇
尊
形
井
歴
代
医
聖
之
図
一
幅
福
井
市
・
奥
田
外
来
雄
氏
蔵

神
農
木
像
（
付
厨
子
）
一
体
大
野
市
・
岩
治
勇
一
氏
蔵

七
医
神
図
一
幅
福
井
市
・
大
月
理
氏
蔵

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
（
右
手
の
見
え
る
左
向
き
像
）

一
幅
鯖
江
市
・
福
岡
寿
彦
氏
蔵

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
（
春
木
南
漠
筆
。
小
森
桃
鳩
讃
）

一
幅
滋
賀
県
高
月
町
・
布
施
実
氏
蔵
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鋤
マ
サ
ー
ル
原
画
・
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像

一
額
武
生
市
・
萩
原
祐
二
氏
蔵

釧
霊
枢
二
冊
福
井
市
・
三
崎
玉
雲
氏
蔵

蛇
素
問
八
冊
福
井
市
・
三
崎
玉
雲
氏
蔵

調
傷
寒
論
二
冊
福
井
県
春
江
町
矢
尾
要
氏
蔵

弘
千
金
方
一
冊
福
井
県
金
津
町
笹
岡
三
郎
氏
蔵

謁
伝
谷
野
一
栢
木
像
（
俗
称
お
ん
ば
さ
ま
）

一
体
福
井
市
高
尾
町
薬
師
神
社
蔵

鏥
四
聖
像
（
谷
野
一
栢
擢
）
一
幅
福
井
市
・
三
崎
玉
雲
氏
蔵

師
八
十
一
難
経
並
図
（
越
川
版
・
県
指
定
文
化
財
）

三
冊
福
井
市
・
三
崎
玉
雲
氏
蔵

犯
八
十
一
難
経
並
図
（
越
前
版
）

三
冊
滋
賀
県
高
月
町
布
施
美
術
館
蔵

調
八
十
一
難
経
版
木
（
越
前
版
・
県
指
定
文
化
財
）

七
面
敦
賀
市
・
西
福
寺
蔵

伽
八
十
一
難
経
並
図
（
明
版
）
一
冊
福
井
市
・
三
崎
玉
雲
氏
蔵

“
身
体
諸
部
之
解
害
（
奥
書
「
越
州
一
乗
谷
従
一
二
栢
斉
一

相
伝
之
本
也
」
）
一
冊
東
京
・
小
川
鼎
三
氏
蔵

蛇
仏
照
寺
文
書
十
一
通
福
井
市
・
仏
照
寺
蔵

（
①
朝
倉
氏
景
安
堵
状
②
朝
倉
孝
景
禁
制
③
朝
倉
孝
景
書
状

④
前
波
景
定
奉
書
⑤
松
原
九
蔵
寄
進
状
そ
の
他
）

“
金
創
術
授
耆
（
湯
浅
等
雲
軒
）
一
冊
武
生
市
立
図
書
館
蔵

“
朝
倉
義
景
感
状
（
千
阿
弥
宛
。
「
被
二
鉄
砲
慨
一
ヶ
所
一
云
々
」
・
）

一
通
鯖
江
市
・
中
道
院
蔵

妬
大
月
家
々
憲
一
通
福
井
市
・
大
月
理
氏
蔵

媚
福
井
三
代
藩
主
松
平
忠
昌
朱
印
状
（
寛
永
元
年
十
二
月
一
一
十
五
日
付
）

一
通
福
井
市
・
大
月
理
氏
蔵

卿
福
井
四
代
藩
主
松
平
光
通
朱
印
状
（
万
治
二
年
八
月
付
）

一
通
福
井
市
・
大
月
理
氏
蔵

粥
福
井
五
代
藩
主
松
平
昌
親
朱
印
状
（
延
宝
三
年
十
二
月
付
）

一
通
福
井
巾
・
大
月
理
氏
蔵

朔
医
師
用
道
服
二
着
福
井
市
・
大
月
理
氏
蔵

訓
火
消
装
束
二
着
福
井
巾
・
大
月
理
氏
蔵

刷
脇
差
一
口
福
井
巾
・
大
月
理
氏
蔵

盟
南
蛮
渡
来
外
科
器
械
（
箱
書
「
天
文
四
年
ア
ル
メ
ニ
ア
国
柳
玄

爽
伝
来
」
）
一
式
福
井
市
・
奥
田
外
来
雄
氏
蔵

認
奥
田
家
文
書
（
①
奥
田
氏
系
図
②
慶
応
元
年
「
御
匙
医
師
取

扱
」
辞
令
③
元
治
元
年
「
帯
刀
並
御
目
見
」
免
許
状
④
奥
田

家
へ
入
門
の
誓
詞
⑤
御
用
召
状
そ
の
他
）

一
○
点
福
井
市
・
奥
田
外
来
雄
氏
蔵

弘
福
井
十
代
藩
主
松
平
宗
知
よ
り
拝
領
の
印
籠
（
金
蒔
葵
紋
付
象

牙
製
）
一
点
福
井
市
・
奥
田
外
来
雄
氏
蔵

弱
栗
崎
家
文
書
（
①
先
祖
山
緒
言
②
家
流
金
瘡
秘
伝
書
③
栗

崎
甫
三
よ
り
栗
崎
道
喜
宛
書
翰
④
山
瀬
新
五
兵
衛
よ
り
道
喜
宛

そ
の
他
）
二
十
点
福
井
市
・
栗
崎
道
夫
氏
蔵

師
外
科
器
械
七
点
福
井
市
・
栗
崎
道
夫
氏
蔵

師
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
関
係
文
書
（
松
平
文
庫
よ
り
）

三
点
福
井
県
立
図
書
館
蔵
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開
道
三
家
譜
（
写
真
複
写
）
一
点
福
井
県
三
方
町
今
井
長
太
郎
氏
蔵

弱
曲
直
瀬
道
三
書
状
一
通
福
井
市
・
越
島
進
氏
蔵

帥
「
ア
ル
マ
ン
ス
」
阿
蘭
陀
外
科
免
状

一
通
大
野
市
・
岩
治
勇
一
氏
蔵

矼
林
家
五
代
、
雲
仙
短
冊
一
枚
大
野
市
・
岩
治
勇
一
氏
蔵

舵
奥
村
南
山
木
像
一
体
武
生
市
・
奥
村
誠
氏
蔵

鎚
奥
村
南
山
所
用
印
籠
一
点
武
生
市
・
奥
村
誠
氏
蔵

“
位
記
一
通
武
生
市
・
奥
村
誠
氏
蔵

閖
山
脇
東
洋
書
簡
屏
風
一
双
武
生
市
・
奥
村
誠
氏
蔵

師
薬
籠
一
箱
武
生
市
・
奥
村
誠
氏
蔵

師
吐
方
考
二
部
儲
稚
柿
牽
癖
聡
識
菫
華
鰄

鎚
四
診
備
要
（
細
井
京
洋
著
）
一
冊
福
井
県
立
図
書
館
蔵

的
松
蔭
医
談
（
雨
森
宗
真
著
）
一
冊
順
天
堂
大
学
図
書
館
蔵

和
長
岡
宗
宅
遺
墨
（
松
蔭
医
談
編
者
）
一
幅
大
野
市
・
岩
治
勇
一
氏
蔵

祗
芸
園
凱
雰
（
松
邨
九
山
著
）
二
冊
大
野
市
・
岩
治
勇
一
氏
蔵

ね
義
臣
解
難
（
松
邨
九
山
著
）
一
冊
福
井
県
金
津
町
笹
岡
三
郎
氏
蔵

弼
松
邨
九
山
賛
・
中
村
西
渓
画
の
幅
一
幅
大
野
市
・
岩
治
勇
一
氏
蔵

泓
大
成
論
和
語
抄
三
（
岡
本
一
抱
著
）

一
冊
福
井
県
金
津
町
笹
岡
三
郎
氏
蔵

汚
鍼
灸
抜
革
大
成
七
冊
福
井
市
・
松
下
勇
二
氏
蔵

祁
山
本
文
耆
ｌ
福
井
藩
校
・
明
道
館
、
済
世
館
Ｉ
（
①
済
世
館
医

学
所
規
則
②
公
用
留
③
解
臓
雑
記
録
外
）

Ｌ
ハ
点
福
井
市
・
竹
内
真
一
・
氏
蔵

両
骨
盤
（
旧
済
世
館
備
品
）
二
点
福
井
市
医
師
会
蔵

耐
器
械
箱
（
旧
済
世
館
備
品
）
一
点
福
井
市
医
師
会
蔵

沌
福
井
城
下
絵
図
（
慶
応
年
間
。
「
医
学
所
」
の
記
入
あ
り
）

一
点
福
井
県
立
図
書
館
蔵

帥
済
世
館
記
事
（
春
獄
公
記
念
文
庫
。
橋
本
綱
常
家
旧
蔵
）

一
冊
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
蔵

別
洋
学
館
旧
蔵
洋
書
類
大
野
藩
（
①
ハ
ル
マ
原
書
．
②
ド
ー

プ
・
ハ
ル
マ
（
写
本
）
③
和
蘭
字
彙
④
訳
鍵
⑤
海
上
砲
術

全
書
⑥
海
上
砲
具
全
図
⑦
モ
ー
ス
ト
③
リ
セ
ラ
ン
ド
⑨

フ
ヘ
ラ
ン
ド
⑩
カ
ン
ス
タ
ッ
ト
そ
の
他
）

一
○
一
冊
福
井
県
立
大
野
高
校
蔵

大
野
市
・
有
終
西
小
学
校
蔵

大
野
市
・
岩
治
勇
一
氏
蔵

駆
洋
学
館
へ
入
学
人
名
録
二
級
大
野
市
・
岩
治
勇
一
氏
蔵

鯛
古
銅
孔
子
像
勝
山
藩
Ｉ
一
体
勝
山
市
教
育
委
員
会
蔵

別
思
精
館
の
記
ｌ
府
中
、
武
生
’
一
冊
福
井
市
・
竹
内
真
一
氏
蔵

踊
華
岡
青
州
尚
像
画
一
幅
福
井
市
・
春
日
健
一
氏
蔵

師
「
華
岡
胄
洲
自
筆
送
別
の
辞
」
等
貼
交
屏
風

一
点
小
浜
市
・
吉
井
達
郎
氏
蔵

師
産
科
瓊
言
（
華
岡
青
洲
口
述
筆
記
）

一
冊
大
野
市
・
岩
治
勇
一
氏
蔵

鎚
適
塾
姓
名
録
一
冊
東
京
・
緒
方
富
雄
氏
蔵

的
緒
方
洪
庵
害
幅
双
幅
旗
翫
祁
率
癖
趨
恒
詫
郵
唾
輌

卯
緒
方
洪
庵
書
翰
（
笠
原
家
文
書
）

二
通
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
蔵
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虹
伊
藤
玄
朴
書
翰
（
鯖
江
土
屋
家
文
書
）三

通
鯖
江
市
・
土
屋
寛
之
氏
蔵

蛇
順
天
塾
門
人
帳
（
慶
応
改
元
丑
四
月
日
）

一
冊
順
天
堂
大
学
図
書
館
蔵

卵
坪
井
信
良
書
翰
十
二
通
高
岡
市
・
佐
渡
養
順
氏
蔵

叫
坪
井
信
良
書
幅
一
幅
福
井
市
丹
厳
洞
主
・
宮
崎
伝
氏
蔵

妬
橋
本
左
内
書
翰
並
処
方
笑
。
同
綱
常
書
翰
幅

一
幅
東
京
・
藤
野
恒
宅
氏
蔵

卵
橋
本
左
内
書
翰
巻
軸
一
一
巻
福
井
市
・
竹
内
真
一
氏
蔵

ｗ
橋
本
左
内
書
翰
幅
二
幅
福
井
市
・
竹
内
真
一
氏
蔵

粥
田
中
適
所
遺
墨
一
巻
福
井
市
・
水
島
直
文
氏
蔵

的
杉
田
成
卿
筆
「
洋
舶
図
並
讃
」
一
幅
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵

、
杉
田
成
卿
筆
「
蘭
文
額
」
一
面
大
野
巾
郷
土
歴
史
館
蔵

皿
杉
田
成
卿
著
「
万
宝
玉
手
箱
」
一
冊
大
野
市
・
岩
治
勇
一
氏
蔵

皿
関
明
霞
遺
墨
一
幅
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
蔵

叩
半
井
仲
庵
肖
像
画
並
松
平
舂
嶽
筆
讃二

面
福
井
市
医
師
会
蔵

血
半
井
家
伝
ト
ソ
散
の
伝
言
一
巻
京
都
市
・
宗
田
一
氏
蔵

蠅
半
井
仲
庵
書
翰
二
通
福
井
市
・
大
岩
守
正
氏
蔵

畑
山
本
瑞
庵
遺
墨
一
幅
福
井
市
丹
厳
洞
主
・
宮
崎
伝
氏
蔵

加
鯖
江
藩
土
屋
家
文
書
（
①
土
屋
裕
筆
「
蘭
害
購
入
費
受
取
状
」

②
土
屋
家
入
門
誓
詞
③
種
痘
規
定
簿
④
土
屋
裕
筆
「
神
診
救

急
法
」
⑤
今
立
郡
患
者
実
験
録
そ
の
他
）

八
点
鯖
江
市
・
土
屋
寛
之
氏
蔵

鵬
新
宮
凉
亭
遺
墨
一
幅
東
京
・
藤
野
恒
宅
氏
蔵

噸
解
体
図
（
山
脇
東
洋
自
筆
）
一
巻
京
都
市
・
阿
知
波
五
郎
氏
蔵

、
宝
暦
四
年
版
「
節
用
集
」
二
冊
大
野
市
郷
土
歴
史
館
蔵

、
減
鑑
（
福
井
明
里
に
於
け
る
明
和
六
年
の
解
剖
）

一
冊
東
京
・
小
川
鼎
三
氏
蔵

哩
ク
ル
ム
ス
解
剖
書
独
語
第
三
版
（
一
七
三
三
）

一
冊
東
京
・
大
島
蘭
三
郎
氏
蔵

皿
ク
ル
ム
ス
解
剖
書
蘭
訳
本
（
一
七
三
四
）

一
冊
東
京
・
大
島
蘭
三
郎
氏
蔵

皿
解
体
約
図
五
枚
大
野
市
・
岩
治
勇
一
氏
蔵

亜
解
体
新
書
五
冊
敦
賀
市
・
川
上
正
志
氏
蔵

”
重
訂
解
体
新
書
並
図
十
四
冊
小
浜
市
立
図
書
館
蔵

、
蘭
東
事
始
一
冊
金
沢
市
立
図
書
館
蔵

肥
形
影
夜
話
二
冊
小
浜
市
立
図
書
館
蔵

”
杉
田
玄
白
肖
像
画
幅
（
模
写
）
一
幅
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵

卸
中
川
淳
庵
肖
像
図
幅
二
幅
高
浜
町
・
中
川
栄
治
氏
蔵

皿
杉
田
玄
白
遺
墨
（
古
河
河
口
家
旧
蔵
）五

幅
緒
方
医
学
化
学
研
究
所
蔵

睦
解
臓
図
譜
（
嘉
永
二
年
正
月
再
刻
版
）

二
部
福
井
県
金
津
町
・
笹
岡
三
郎
氏
蔵

哩
全
身
解
剖
骨
格
（
安
政
六
年
勝
山
藩
の
解
剖
）

一
体
勝
山
市
医
師
会
蔵

哩
大
野
藩
庁
記
録
（
万
延
元
年
六
月
十
六
日
。
勝
山
藩
解
剖
の
記

事
）
一
冊
文
部
省
史
料
館
蔵
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唾
解
臓
図
記
（
影
写
本
）
一
冊
文
部
省
史
料
館
蔵

”
解
剖
禁
戒
一
巻
福
井
市
・
竹
内
真
一
氏
蔵

”
キ
ニ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
男
体
（
方
延
元
年
福
井
藩
購
入
）

一
体
福
井
市
医
師
会
蔵

睡
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
女
体
（
明
治
二
年
福
井
藩
購
入
）

一
体
福
井
市
医
師
会
蔵

”
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
人
体
解
剖
掛
図
（
福
井
燕
済
世
館
旧
蔵
）

二
幅
福
井
市
医
師
会
蔵

、
大
野
藩
医
松
村
矩
明
著
述
類
（
①
解
剖
訓
蒙
②
グ
レ
イ
氏

解
剖
訓
蒙
図
③
解
剖
適
要
④
解
剖
適
要
図
）

四
冊
鐸
婚
祁
卵
禮
齢
雲
一
躍
漆

、
笠
原
家
文
書
（
①
戦
競
録
②
公
用
留
③
牛
痘
鑑
方
そ
の

他
）
十
五
点
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
蔵

唖
笠
原
白
翁
書
翰
七
通
嬬
跡
柿
罪
罰
諏
震
琴
唾
輌

鯛
除
痘
館
誓
約
一
巻
福
井
市
・
国
枝
隆
氏
蔵

唖
笠
原
白
翁
所
用
種
痘
器
具
一
式
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
蔵

ノ

鰯
現
在
の
種
痘
器
具
一
点
福
井
市
医
師
会
蔵

“
明
治
種
痘
済
証
二
十
通
諸
家
蔵

獅
明
治
種
痘
布
令
書
五
通
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
蔵

幽
種
痘
関
係
文
献
（
①
新
訂
牛
痘
奇
法
②
引
痘
新
法
全
書

③
痘
瘡
心
得
草
④
善
那
氏
種
痘
発
明
百
年
記
念
会
報
告
書

五
冊
報
謝
而
亜
諦
恥
真
一
唾
諏

”
金
置
丸
看
板
一
面

即
白
沢
由
緒
書
一
幅

皿
石
川
県
福
井
医
学
所
卒
業
証
書
（
理
学
・
化
学
・
数
学
等
。
明

治
十
年
代
）
八
通

唾
明
治
十
年
代
、
福
井
医
学
校
試
験
問
題
十
五
通

蝿
福
井
医
学
校
入
学
願
書
（
明
治
十
一
年
）
一
通

蝿
薬
舗
開
業
願
（
明
治
十
六
年
）
一
通

蝿
薬
舗
開
業
免
許
証
（
明
治
十
六
年
）
一
通

獺
薬
種
間
屋
及
込
斤
日
限
控
一
帖

噸
福
井
薬
剤
師
会
記
録
（
明
治
二
十
三
年
）
そ
の
他
一
冊

一
三
九
’
一
四
七
は
福
井
市
・
上
田
五
兵
衛
氏
蔵

咄
本
草
綱
目
三
十
九
冊
福
井
市
・
松
下
勇
二
氏
蔵

噸
医
家
用
駕
籠
一
点
大
野
市
郷
土
歴
史
館
蔵

、
薬
研
（
鉄
製
）
二
点
騨
轤
柿
率
嘩
罪
匪
率
唾
輌

皿
薬
研
（
越
前
焼
破
片
。
江
戸
時
代
後
期
）

一
点
福
井
県
立
陶
芸
館
蔵

唾
薬
籠
六
点
諸
家
蔵

認
ラ
ン
ピ
キ
二
点
輌
蛙
、
率
砿
野
認
躍
唾
輌

唖
獅
（
く
す
り
き
ざ
み
）
一
点
大
野
市
郷
土
歴
史
館
蔵

晒
薬
種
店
看
板
一
二
面
錦
誹
蔀
叫
趣
理
慰
琴
噸
鐇
諏

齢
膏
薬
鉢
（
越
前
焼
。
江
戸
後
期
）

一
点
福
井
県
織
田
町
・
北
野
七
左
衛
門
氏
蔵

面
大
岩
円
関
係
史
料
（
①
明
治
五
年
文
部
省
種
痘
術
免
許
②
福

井
藩
の
辞
令
③
福
井
県
の
辞
令
④
会
社
病
院
の
辞
令
⑤
石

川
県
医
業
免
許
証
）
五
通
福
井
市
・
大
岩
守
正
氏
蔵
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邸
八
尾
貫
吾
関
係
史
料
（
①
八
尾
貫
吾
肖
像
写
真
②
エ
ル
ネ
ス

ト
・
サ
ト
ゥ
書
翰
③
八
尾
貰
吾
筆
州
征
討
「
陣
中
日
記
」
④

明
治
三
年
医
術
開
業
免
許
書
⑤
八
尾
貫
吾
筆
「
骨
格
解
剖
図
」

写
本
そ
の
他
）
七
点
福
井
県
春
江
町
・
矢
尾
要
氏
蔵

蜘
岩
佐
純
辿
墨
一
幅
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
蔵

刷
橋
本
綱
常
処
方
美
一
通
福
井
市
・
竹
内
真
一
氏
蔵

、
橋
本
彦
也
書
翰
一
通
鯆
江
市
・
土
屋
寛
之
氏
蔵

哩
土
肥
慶
蔵
遺
墨
四
幅
諸
家
蔵

咽
土
肥
慶
蔵
手
製
抹
茶
腕
一
点
福
井
県
丸
岡
町
・
荒
川
久
氏
蔵

咽
土
肥
慶
蔵
自
筆
原
稿
五
葉
福
井
市
・
白
崎
得
男
氏
蔵

噸
土
肥
慶
蔵
著
「
世
界
梅
毒
史
」
ド
イ
ツ
語
版

一
冊
大
野
市
・
岩
松
勇
一
氏
蔵

踊
土
肥
慶
蔵
著
「
世
界
梅
毒
史
」
日
本
語
版
一
冊

面
渡
辺
洪
基
書
翰
二
通
鯖
江
市
・
土
屋
寛
之
氏
蔵

蝿
藤
野
厳
九
郎
所
蔵
本
一
冊
箕
面
市
・
藤
野
恒
三
郎
氏
蔵

獅
従
軍
医
師
所
用
外
科
器
械
二
点
大
野
市
医
師
会
蔵

加
松
平
文
庫
所
収
関
係
文
書
三
点
福
井
県
立
図
書
館
蔵

、
病
院
班
次
（
笠
原
文
書
）
一
冊
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
蔵

唖
福
井
医
学
校
関
係
布
令
・
布
達
書
類

三
点
福
井
県
議
会
史
編
纂
室
蔵

燗
敦
賀
県
庁
図
（
旧
福
井
藩
老
岡
部
氏
邸
。
邸
内
に
医
学
校
あ
り
。

松
平
文
庫
所
収
）
一
面
福
井
県
立
図
書
館
蔵

皿
明
治
十
四
年
臨
時
県
議
会
議
事
録一

冊
福
井
県
春
江
町
・
矢
尾
要
氏
蔵

妬
朝
倉
敏
景
肖
像
（
重
要
文
化
財
）
一
幅
福
井
市
・
心
月
寺
蔵

会
員
通
信

安
芸
津
記
念
病
院
郷
土
史
料
室
の
紹
介

本
学
会
々
員
の
阪
田
泰
正
氏
が
安
芸
津
記
念
病
院
郷
土
史
料
室
を
主
宰
し

て
い
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
、
同
氏
に
そ
の
様
子
を
伺
い
、
左
記
の
よ
う
な
返

事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
全
文
を
掲
載
し
、
同
氏
の
御
活
躍
を
紹
介

し
ま
す
。

前
略お

葉
書
入
手
致
し
ま
し
た
。

安
芸
津
記
念
病
院
郷
土
史
料
室
は
、
私
個
人
の
も
の
で
、
将
来
は
こ
の
中

の
資
料
は
全
部
安
芸
津
町
郷
土
史
料
室
が
完
成
し
ま
し
た
時
点
に
於
て
寄
附

す
る
積
り
で
お
り
ま
す
。

妬
朝
倉
義
景
肖
像
（
重
要
文
化
財
）
一
幅
福
井
市
・
心
月
寺
蔵

耐
松
平
舂
嶽
所
用
舶
載
科
学
器
械
類
（
舂
嶽
公
記
念
文
庫
所
収
）

一
○
点
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
蔵

畑
中
根
雪
江
書
翰
（
浅
野
嵩
山
宛
）
一
巻
福
井
市
・
原
多
文
氏
蔵

加
象
牙
製
印
寵
根
付
一
点
福
井
市
・
原
多
文
氏
蔵

蜘
金
沢
第
四
中
学
校
一
覧
二
冊
金
沢
大
学
医
学
部
図
書
館
蔵

皿
若
栗
章
肖
像
写
真
（
岡
山
病
院
一
一
代
院
長
）

一
葉
岡
山
大
学
蔵

こ
の
展
覧
会
の
開
催
に
は
本
学
会
々
員
の
岩
治
勇
一
氏
お
よ
び
竹
内
真
一

氏
の
多
大
な
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
こ
こ
に
報
告
し
、

感
謝
の
意
を
表
す
。
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こ
の
資
料
室
は
昭
和
四
四
年
八
月
、
安
芸
津
記
念
病
院
新
病
棟
の
五
階
の

倉
庫
（
八
畳
）
と
四
階
の
倉
庫
（
八
畳
）
を
八
○
万
円
か
け
て
改
装
し
た
も

の
で
郷
土
に
関
す
る
氏
族
資
料
、
古
文
書
、
古
書
等
、
約
一
○
○
○
点
が
展

示
し
て
あ
り
、
希
望
者
に
は
自
由
に
無
料
で
閲
覧
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
、
安
芸
津
に
は
一
‐
安
芸
津
郷
土
史
を
語
る
会
」
の
会
員
が
六
○
名
お
り

ま
す
が
二
カ
月
に
一
回
当
院
会
議
室
で
例
会
を
も
ち
郷
土
史
料
室
の
資
料
は

自
由
に
貸
出
し
て
お
り
ま
す
。
又
会
の
機
関
誌
と
し
て
、
「
安
芸
津
風
上
記
」

を
年
四
回
発
刊
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
費
用
は
全
部
私
が
負
担
し
て
お
り
ま

す
。
（
年
間
五
○
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
）

「
安
芸
津
風
土
記
」
は
毎
回
三
○
○
部
し
か
印
刷
せ
ず
、
各
方
面
に
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
残
部
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
考
に
第
七
号
、
第
八
号
と
広
告

と
を
同
封
し
て
お
き
ま
す
。

尚
郷
土
史
料
室
の
世
話
係
と
し
て
事
務
員
一
名
お
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
他
、
大
日
堂
の
再
建
と
か
、
浄
福
寺
の
梵
鐘
再
鋳
に
は
、
僅
少
で
す

が
寄
附
さ
し
ま
し
た
し
、
万
葉
の
歌
碑
の
建
立
に
は
、
七
五
万
円
寄
附
し
ま

し
た
。し

か
し
個
人
の
郷
土
史
料
室
の
運
営
に
は
資
金
・
面
そ
の
他
に
限
度
が
あ
り

ま
す
の
で
早
急
に
町
立
の
も
の
を
つ
く
っ
て
町
で
運
営
し
て
い
た
だ
く
よ
う

極
力
町
当
局
に
働
き
か
け
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

先
ず
は
取
敢
え
ず
、
御
返
事
ま
で

一
○
月
二
○
日

阪
田
泰
正

酒
井
シ
ヅ
様
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日
本
医
学
文
化
保
存
会

財
団
法
人
と
し
て
文
部
省
よ
り
許
さ
る
″

金
原
出
版
の
社
主
金
原
四
郎
は
、
か
ね
て
よ
り
金
原
出
版
の
創
業
百
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
別
項
の
如
き
趣
旨
か
ら
財
団
法
人
日
本
医
学

文
化
保
存
会
を
設
立
す
る
た
め
、
そ
の
発
起
人
の
一
人
と
し
て
尽
力
し
て
き

ま
し
た
が
、
旧
臘
十
二
月
一
日
付
を
も
っ
て
文
部
省
よ
り
正
式
に
設
立
が
許

可
さ
れ
、
こ
こ
に
財
団
法
人
日
本
医
学
文
化
保
存
会
が
発
足
し
、
そ
の
理

事
長
に
就
任
し
い
よ
い
よ
新
年
よ
り
そ
の
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。今

後
共
宜
敷
し
く
御
指
導
、
御
鞭
捷
下
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

な
お
事
務
局
は
、
東
京
都
文
京
区
本
郷
七
丁
目
二
番
一
号
（
電
話
皿

○
九
二
五
）
に
お
き
役
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

財
同
法
人
「
日
本
医
学
文
化
保
存
会
」
設
立
趣
意
書

現
代
の
情
報
産
業
の
飛
躍
的
な
発
達
に
伴
っ
て
、
現
代
医
学
に
関
す
る
情

報
資
料
等
は
、
広
汎
に
流
布
さ
れ
、
そ
の
保
存
や
利
用
も
十
分
な
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
代
の
日
本
医
学
の
基
礎
と
な
っ
た
、
漢
方
・
藺
方

医
学
を
は
じ
め
、
明
治
年
間
の
西
洋
医
学
等
の
文
献
や
資
料
（
医
学
書
・
文

書
・
絵
画
・
医
療
器
具
等
）
は
数
次
の
天
災
や
戦
争
、
あ
る
い
は
学
園
紛
争

等
の
社
会
的
混
乱
に
よ
り
、
そ
の
多
く
が
既
に
失
わ
れ
、
残
さ
れ
た
も
の
も
、

個
人
所
有
の
も
の
は
、
多
く
は
公
開
展
示
の
機
会
な
き
ま
ま
、
空
し
く
死
蔵

さ
れ
、
歳
月
の
経
過
に
伴
っ
て
汚
穀
損
廃
棄
の
途
を
辿
り
、
公
的
施
設
に
保

存
さ
れ
て
い
る
も
の
も
、
日
本
各
地
に
散
在
す
る
図
書
館
・
資
料
室
等
に
秘

蔵
さ
れ
て
、
そ
の
存
在
を
知
る
こ
と
す
ら
容
易
で
な
く
、
そ
の
閲
覧
・
利
川

等
は
、
い
ち
じ
る
し
く
困
難
な
状
態
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
状
態
を
こ
の

ま
ま
放
置
す
る
と
き
は
、
遂
に
は
還
さ
れ
た
貴
重
な
日
本
の
医
学
文
化
財
も
、

全
く
散
逸
す
る
お
そ
れ
す
ら
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
財
団
法
人
「
日
本
医
学
文
化
保
存
会
」
を
設
立
し
、
医
学
文
化
の

保
存
と
普
及
を
図
る
べ
く

１
、
医
学
古
書
目
録
の
作
成
。

２
、
医
学
古
書
・
医
学
文
献
、
お
よ
び
各
種
資
料
の
収
集
と
展
示
、
な
ら

び
に
講
演
会
の
開
催
。

３
、
医
学
に
関
係
あ
る
絵
画
・
写
真
・
図
譜
の
図
録
の
刊
行
。

４
、
医
学
古
書
・
医
学
文
献
の
復
刻
・
再
版
。

５
、
著
名
医
人
の
書
画
、
そ
の
他
の
複
製
、
お
よ
び
頒
布
。

６
、
定
期
刊
行
物
「
医
学
講
演
集
」
「
医
学
博
物
館
」
（
仮
称
）
の
刊
行
。

７
、
そ
の
他
。

の
事
業
を
行
な
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
お
い
て
、
金
原
出
版
株
式
会
社
社
主
金
原
四
郎
氏
の
協
力
を
得

て
、
同
社
が
創
業
百
年
を
記
念
し
て
、
会
社
収
益
の
一
部
を
社
会
に
還
元
す

べ
く
、
本
会
に
寄
付
さ
れ
た
資
金
を
運
用
資
金
な
ら
び
に
基
金
と
し
、
さ
ら

に
同
社
が
現
在
遂
行
中
の
、
医
学
文
化
保
存
事
業
部
の
機
構
と
、
事
業
の
一

部
の
提
供
を
受
け
た
の
で
、
こ
れ
ら
に
よ
り
日
本
医
学
文
化
財
の
保
存
を
図

り
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
広
く
海
外
へ
の
頒
布
・
普
及
に
つ
と
め
る
と
共
に
、

本
会
の
事
業
収
益
の
蓄
積
と
、
協
賛
者
の
寄
付
金
品
等
に
よ
り
、
近
き
将
来

医
学
資
料
館
を
開
設
し
て
、
医
学
文
化
財
の
保
存
と
展
示
を
行
な
い
、
医
学

研
究
者
、
お
よ
び
広
く
一
般
に
公
開
し
、
日
本
医
学
文
化
に
対
す
る
認
識
を

た
か
め
、
そ
の
研
究
に
資
し
、
ひ
い
て
は
日
本
医
学
の
興
隆
に
寄
与
せ
ん
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
七
年
十
一
月
一
Ｈ

財
団
法
人
日
本
医
学
文
化
保
存
会

理
事
長
金
原
四
郎
理
事
大
矢
全
節

専
務
理
事
内
山
勇
次
同
金
原
秀
雄

理
事
武
見
太
郎
同
内
山
良
一

同
小
川
鼎
三
監
事
平
沢
興

同
石
橋
長
英
同
士
橋
栄
夫

同
緒
方
富
雄
（
順
序
不
同
）
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一
号
昭
和
四
七
年
三
月
発
行

特
集
堀
内
文
書
の
研
究

堀
内
文
書
に
み
る
蘭
学
者
の
生
活
と
思
想

第
一
回
杉
田
玄
白
の
手
紙
か
ら
。
…
・
…
：
：
：
…
…
・
小
川
鼎
三

堀
内
文
書
に
見
ら
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
に
つ
い
て
。
…
；
…
大
鳥
蘭
三
郎

米
沢
藩
之
医
、
堀
内
家
と
そ
の
周
辺
：
：
：
…
…
：
…
…
・
堀
内
淳
一

堀
内
文
書
よ
り
み
た
江
戸
時
代
後
期
の
医
療
（
第
一
報
）

…
・
…
…
…
・
・
・
．
．
：
。
…
：
：
。
：
…
…
…
・
大
塚
恭
男

堀
内
文
書
関
係
年
譜
・
…
…
：
…
：
：
：
…
：
。
；
…
．
．
…
・
・
・
・
酒
井
シ
ヅ

原
著

弘
前
に
お
け
る
渋
江
抽
斎
の
遺
族
と
伊
沢
巣
軒

ｌ
伊
沢
蘭
軒
覚
之
書
（
二
）
１
．
：
．
．
…
…
…
…
…
…
・
松
本
明

冨
冨
昌
の
ｇ
の
富
①
島
国
冒
匡
且
己
の
巨
扇
の
三
四
且
：
…
・
目
の
厨
Ｃ
ｏ
ｏ
シ
ミ
ン

資
料

堀
内
文
書
の
研
究
（
五
）
…
；
：
．
：
．
：
…
：
。
…
…
：
：
…
片
桐
一
男

戸
塚
静
海
よ
り
兄
柳
斎
宛
の
書
簡
の
紹
介
；
…
…
…
…
・
戸
塚
芳
男

二
号
昭
和
四
七
年
六
月
発
行

原
著

養
老
令
に
み
る
奈
良
時
代
の
疾
病
観
と
疾
病

瑞
方
面
山
の
「
典
座
教
訓
間
解
」
に
つ
い
て

日
本
医
史
学
雑
誌
十
八
巻
目
次

宮
崎
吉
平

関
根
正
雄

61 55 9251107 93 3929 1711 1

三
号
昭
和
四
七
年
九
月
発
行

第
七
三
回
日
本
医
史
学
総
会

特
別
講
演

仙
台
と
蘭
学
．
：
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：
．
…
：
…
…
：
山
形
敞
一
…
１

高
野
長
英
と
蘭
学
…
・
・
・
・
・
…
…
…
・
…
…
…
‐
：
…
…
．
：
・
・
大
烏
蘭
三
郎
…
６

蘭
学
と
大
阪
：
…
：
…
…
・
・
：
．
…
・
…
：
…
：
：
：
：
。
；
：
．
．
…
中
野
操
：
・
９

｜
般
講
演

日
本
医
学
放
射
線
技
術
史
上
の
石
田
熊
治
郎
に
つ
い
て

：
：
：
：
．
：
…
・
…
：
・
・
…
・
・
：
：
。
…
．
：
．
…
今
市
正
義
…
魁

医
学
お
よ
び
パ
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル
教
育
に
お
け
る
制
度
史

ｌ
と
く
に
日
本
に
お
け
る
特
長
１
．
：
…
：
：
…
：
。
…
：
柴
田
幸
雄
…
過

明
治
期
学
校
衛
生
史
の
研
究
九
Ｉ
学
校
身
体
検
査

制
度
ｌ
：
．
：
．
：
：
：
．
：
…
・
…
。
：
：
：
：
…
…
：
…
…
…
：
杉
浦
守
邦
：
Ｍ

星
野
良
悦
の
解
屍
：
・
・
・
・
…
：
。
・
・
・
・
…
：
：
…
：
．
…
：
…
…
：
中
山
沃
・
；
恥

坪
井
信
道
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
賛
の
作
詩
の
年
代
・
…
：
…
緒
方
富
雄
・
血

秋
田
の
蘭
医
岩
谷
省
達
…
．
：
…
…
．
：
…
．
：
：
：
…
：
．
…
・
松
木
明
知
…
函

「
鵲
斎
遺
稿
」
に
つ
い
て
（
四
）
：
…
…
：
：
：
…
…
‐
…
：
‐
大
烏
蘭
三
郎
・
画

弘
前
藩
の
定
府
藩
医
須
川
隆
白
ｌ
伊
沢
蘭
軒
覚
之
害
ｌ

：
：
…
：
．
．
…
…
：
：
：
：
…
：
…
：
．
：
…
・
松
木
明
・
・
唖

評
伝

頼
山
陽
の
病
志
（
一
）
…
。
：
：
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
富
士
川
英
郎
・
”

資
料

堀
内
文
書
の
研
究
（
六
）
・
…
・
…
…
…
．
．
：
．
…
：
・
・
・
：
…
片
桐
一
男
：
血
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評
伝

頼
山
陽
の
病
志
（
二
）

藤
井
方
亭
の
生
家
に
つ
い
て
・
・
…
・
・
：
…
…
：
．
…
．
．
…
：
：
茅
原
弘
…
肥

七
科
約
説
と
太
田
用
成
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
．
：
：
…
土
屋
菫
朗
：
・
岨

佐
伯
蝿
一
郎
（
一
八
六
二
’
一
九
五
三
）
留
学
日
記

（
米
・
独
・
塊
・
英
）
…
…
…
…
…
…
・
：
・
…
・
・
：
…
・
…
阿
知
波
五
郎
…
蛆

日
仏
医
学
交
流
に
貢
献
し
た
茂
木
蔵
之
助
・
…
：
．
…
．
：
：
古
川
明
…
”

タ
ー
ヘ
ル
ァ
ナ
ト
ミ
ァ
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）
：
：
．
…
・
酒
井
恒
…
詔

解
体
新
書
と
重
訂
解
体
新
書
を
比
較
し
て
…
…
…
…
…
酒
井
シ
ヅ
：
妬

西
説
内
科
撰
要
に
つ
い
て
…
：
…
…
…
…
…
…
：
…
：
…
大
滝
紀
雄
・
妬

植
学
啓
原
に
お
け
る
遺
伝
学
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
矢
部
一
郎
…
”

卯
辰
山
養
生
所
に
つ
い
て
…
：
．
…
．
：
．
…
…
：
：
…
・
…
：
津
田
進
三
…
詔

古
代
パ
ピ
ロ
’
一
ァ
に
於
け
る
医
療
に
つ
い
て
…
…
・
…
：
鈴
木
哲
哉
…
羽

古
代
印
度
医
学
と
仏
教
医
学
と
の
比
較
（
二

：
．
…
・
…
：
：
：
。
…
・
…
…
…
石
原
明
・
杉
田
岬
道
…
鋤

日
本
先
史
時
代
の
暦
法
１
月
名
の
解
明
と
生
産
呪
術

の
考
察
を
中
心
と
し
て
：
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
三
輪
卓
爾
．
：
狐

奈
良
時
代
庶
民
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
お
よ
び
死
亡
…
：
・
日
野
英
子
・
・
兜

「
医
学
天
正
記
」
の
研
究
（
第
二
報
）
．
：
：
…
…
…
…
…
矢
数
道
明
：
・
粥

戦
国
武
将
の
医
学
意
識
と
医
道
伝
授
…
…
．
：
…
…
。
：
…
宮
本
義
己
…
弧

禅
宗
僧
の
延
寿
堂
に
つ
い
て
：
．
：
…
…
…
：
：
．
．
…
…
・
・
・
関
根
正
雄
：
弱

徳
島
県
に
お
け
る
漢
方
医
存
続
運
動
に
つ
い
て
：
：
…
・
福
島
義
一
…
粥

旧
約
聖
書
時
代
の
衛
生
状
態
…
…
…
．
．
：
：
…
…
・
…
・
・
・
小
沢
吉
見
…
抑

泰
西
医
学
と
数
学
：
．
…
…
…
：
…
…
…
…
…
：
．
…
・
…
：
・
大
矢
全
節
：
鍋

富
士
川
英
郎
…
虹

四
号
昭
和
円
十
七
年
十
二
月
発
行

原
箸

出
挙
稲
か
ら
眺
め
た
奈
良
昨
代
農
家
の
死
亡
．
：
。
：
：

吾
妻
鏡
を
中
心
と
し
て
見
た
鎌
倉
の
医
師
・
・
・
・
…
．
：

畠
山
義
綱
と
医
道
伝
受
（
一
）
：
…
：
：
・
…
…
…
・

藤
林
齊
山
「
水
腫
論
」
付
北
山
正
剛
「
外
科
要
諭
」

「
植
学
独
語
」
か
ら
見
た
宇
田
川
椿
奄
…
・
…
…
…

ロ
イ
ト
ル
に
関
す
る
新
資
料
…
．
：
…
。
：
．
：
。
…
…
．
：

「
鵲
斎
遺
稿
」
に
つ
い
て
（
五
）
…
．
：
…
…
…
…
．
、

資
料

篦
橋
医
学
舎
設
立
願
…
：
…
・
…
：
．
…
；
…
…
・
…
：
・

堀
内
文
言
の
研
究
（
七
）
・
・
・
…
…
…
…
…
…
．
．
…
：
．

例
会
記
事

昭
和
四
十
六
年
刊
行
医
史
学
関
係
論
文
日
録
…
…
．
．

資
料

近
世
日
本
医
学
の
先
覚
者
ｌ
相
良
知
安
文
書
の
研
究
Ｉ

．
…
・
…
・
…
…
．
：
…
．
：
…
…
…
…
…
…
鍵
山
栄
…
団

竹
内

片
桐

日
野
英
子

樋
口
誠
太
郎

宮
本
義
己

宮
下
三
郎

矢
部
一
郎

石
田
純
郎

大
鳥
間
三
郎

孝
一一

男

ql7
v』U 305羽6 Z86銘2 275 270 258 246 237
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原
著

特
集
“
堀
内
文
書
の
研
究

堀
内
文
書
に
み
る
蘭
学
者
の
生
活
と
思
想
小
川
鼎
三

堀
内
文
言
に
見
ら
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
に
つ
い
て
大
鳥
間
三
郎

米
沢
藩
々
医
、
堀
内
家
と
そ
の
周
辺
堀
内
淳
一

堀
内
文
言
よ
り
み
た
江
戸
時
代
後
期
の
医
療
（
第
一
報
）
大
塚
恭
男

堀
内
文
書
関
係
年
譜
酒
井
シ
ヅ

弘
前
に
お
け
る
渋
江
抽
斎
の
辿
族
と
伊
沢
業
軒

ｌ
伊
沢
蘭
軒
覚
之
書
（
二
）
Ｉ
松
木
明

］
砦
自
厨
呂
①
富
且
冨
ヨ
巨
且
己
ｇ
扇
島
両
目
弓
璽
ｇ
Ｏ
ｏ
Ｐ
三
戸

養
老
令
に
み
る
奈
良
時
代
の
疾
病
観
と
疾
病
宮
崎
吉
平

瑞
方
面
山
の
「
典
座
教
訓
間
解
」
に
つ
い
て
関
根
正
雄

坪
井
信
道
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
賛
の
作
詩
の
年
代
緒
方
富
雄

秋
田
の
蘭
医
岩
谷
省
達
松
木
明
知

「
鵲
斎
遺
稿
」
に
つ
い
て
（
四
）
大
烏
關
三
郎

弘
前
藩
の
定
府
藩
医
須
川
隆
白
ｌ
伊
沢
蘭
軒
覚
之
害
Ｉ
松
木
明

出
挙
稲
か
ら
眺
め
た
奈
良
時
代
農
家
の
死
亡
日
野
英
子

吾
妻
鏡
を
中
心
と
し
て
鎌
倉
の
医
師
樋
口
誠
太
郎

畠
山
義
綱
と
医
道
伝
受
（
一
）
宮
本
義
己

藤
林
普
山
「
水
腫
論
」
付
北
山
正
剛
「
外
科
要
論
」
宮
下
三
郎

「
植
学
独
語
」
か
ら
見
た
宇
田
川
椿
篭
矢
部
一
郎

ロ
イ
ト
ル
に
関
す
る
新
資
料
石
田
純
郎

日
本
医
史
学
雑
誌
十
八
巻
目
録

"2275 270 258 246 237 135 127 123 119 107 93 92 51 39 29 17 11 1

第
澗
回
日
本
医
史
学
会
総
会

特
別
講
演

仙
台
と
蘭
学
山
形
敞
一

高
野
長
英
と
蘭
学
大
烏
蘭
三
郎

蘭
学
と
大
阪
中
野
操

一
般
講
演

日
本
医
学
放
射
線
技
術
史
上
の
石
田
熊
治
郎
に
つ
い
て
今
市
正
義

医
学
お
よ
び
パ
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル
教
育
に
お
け
る
制
度
史

と
く
に
日
本
に
お
け
る
特
長
Ｉ
柴
田
幸
雄

明
治
期
学
校
衛
生
史
の
研
究
九
Ｉ
学
校
身
体
検
査
制
度
Ｉ

「
鶉
斉
遺
稿
」
に
つ
い
て
（
五
）
大
烏
蘭
三
郎

口
冨
討
呂
①
国
匡
、
萱
⑫
冨
亘
の
『
ロ
ロ
函
旨
ユ
の
口
食
○
三
一
の
巴
天
巨
口
呂
崩
①
自

白
呉
①
庁
ロ
苫
函
．
の
ン
穴
シ
［

資
料

堀
内
文
書
の
研
究
（
五
）
片
桐
一
男

戸
塚
静
海
よ
り
兄
柳
斎
宛
の
耆
簡
の
紹
介
（
二
）
戸
塚
芳
男

堀
内
文
言
の
研
究
（
六
）
片
桐
一
男

近
世
日
本
医
学
の
先
覚
者
ｌ
相
良
知
安
文
書
の
研
究
Ｉ
鍵
山
栄

豊
橋
医
学
舎
設
立
願
竹
内
孝
一

堀
内
文
言
の
研
究
（
七
）
片
桐
一
男

評
伝

頼
山
陽
の
病
志
㈲
富
士
川
英
郎

頼
山
陽
の
病
志
目
富
士
川
英
郎

305 296 215 149 61 55
司再R

lイイ 177 173 170 1閃 205 139 342 2“
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例
会
記
事

杉
浦
守
邦
蛇

星
野
良
悦
の
解
屍
中
山
沃
卿

藤
井
方
亭
の
生
家
に
つ
い
て
茅
原
弘
唖

七
科
約
説
と
太
田
用
成
土
展
重
朗
皿

佐
伯
理
一
郎
（
一
八
六
二
’
一
九
五
三
）
留
学
日
記
（
米
・
独
・

填
・
英
）
阿
知
波
五
郎
咽

日
仏
医
学
交
流
に
貢
献
し
た
茂
木
蔵
之
助
古
川
明
蠅

タ
ー
ヘ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ア
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）
酒
井
恒
噸

解
体
新
書
と
重
訂
解
体
新
書
を
比
較
し
て
酒
井
シ
ヅ
唖

西
説
内
科
撰
要
に
つ
い
て
大
滝
紀
雄
馴

植
学
啓
原
に
お
け
る
遺
伝
学
矢
部
一
郎
皿

卯
辰
山
養
生
所
に
つ
い
て
津
田
進
三
唾

古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
於
け
る
医
療
に
つ
い
て
鈴
木
哲
我
“

古
代
印
度
医
学
と
仏
教
医
学
と
の
比
較
（
一
）
石
原
明
・
杉
田
暉
道
皿

日
本
先
史
時
代
の
暦
法
１
月
名
の
解
明
と
生
産
呪
術
の
考
察

を
中
心
と
し
て
Ｉ
三
輪
卓
爾
“

奈
良
時
代
庶
民
の
人
口
ピ
ナ
ミ
ッ
ド
お
よ
び
死
亡
日
野
英
子
鯛

「
医
学
天
正
記
」
の
研
究
（
第
二
報
）
矢
数
道
明
柳

戦
国
武
将
の
医
学
意
識
と
医
道
伝
授
宮
本
義
己
配

禅
宗
僧
の
延
寿
堂
に
つ
い
て
関
根
正
雄
“

徳
島
県
に
お
け
る
漢
方
医
存
続
運
動
に
つ
い
て
福
島
義
一
加

旧
約
聖
書
時
代
の
衛
生
状
態
小
沢
吉
見
狐

泰
西
医
学
と
数
学
大
矢
全
節
図
醜

古
川
柳
か
ら
み
た
医
学

切
手
に
表
は
れ
た
細
菌
学
・
生
物
学

河
野
通
俊
氏
の
業
蹟

明
治
の
漢
方
月
刊
誌
「
春
雨
雑
誌
」
な
ど
に
つ
い
て

吾
妻
鏡
を
中
心
と
し
て
見
た
鎌
倉
の
医
師

昭
和
四
十
六
年
度
隆
史
学
関
係
文
献
目
録
（
一
）

新
刊
紹
介
、
書
評

森
下
薫
著
「
あ
る
医
学
史
の
周
辺
」

浦
和
市
医
師
会
編
纂
「
物
語
浦
和
市
医
師
会
史
」

立
川
昭
二
著
「
病
気
の
社
会
史
」

三
木
栄
著
「
体
系
世
界
医
学
史
」
ｌ
書
誌
的
研
究
ｌ

村
上
忠
重
校
閲
、
川
俣
建
二
著
「
胃
外
科
の
歴
史
」

寄
書

伊
東
南
洋
ら
訳
「
袖
珍
内
外
方
叢
」
の
原
著

研
究
余
滴

解
体
新
書
に
引
用
さ
れ
た
本

タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
出
版
事
情

論
文
抄
読

十
八
・
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
助
産
婦
の
取
締
り
規
則

若
越
医
学
史
展
出
品
目
録

山
路
閑
古

蓮
見
武
爾

蓮
見
武
爾

矢
数
道
明

樋
口
誠
太
郎

10 10 68 246: 156 15667148 147 1385474321 1坊 1浬

332



第
一
条
本
会
は
日
本
医
史
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

な
う
。

一
、
年
一
回
、
総
会
を
開
く
。

二
、
本
会
の
機
関
誌
と
し
て
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
を
発

行
し
、
こ
れ
を
会
員
に
わ
か
つ
。

三
、
随
時
、
地
方
会
、
例
会
を
開
き
、
研
究
発
表
、
展
観

な
ど
を
行
な
う
。

四
、
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
内
外
関
係
学
術
団
体

と
の
連
絡
協
力
を
は
か
る
。

五
、
そ
の
他
の
事
業
。

第
四
条
本
会
の
主
旨
に
賛
成
し
そ
の
目
的
達
成
に
協
力
し
よ
う
と

す
る
も
の
は
、
理
事
ま
た
は
評
議
員
の
紹
介
を
経
て
会
員

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
会
員
は
会
費
と
し
て
年
額
二
○
○
○
円
を
前
納
す
る
。
た

だ
し
外
国
に
居
住
す
る
会
員
は
年
額
一
○
ド
ル
と
す
る
。

日
本
医
史
学
会
々
則

会
員
は
研
究
発
表
お
よ
び
本
会
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

本
会
に
名
誉
会
員
と
賛
助
（
維
持
）
会
員
を
お
く
こ
と
が

で
き
る
。
名
誉
会
員
は
本
会
の
事
業
に
多
大
の
貢
献
し
た

者
を
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。
賛
助
会
員
は

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年
額
一
万
円
以
上
を
収
め
る
者

と
し
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。

第
六
条
本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

一
、
役
員
は
理
事
長
、
会
長
、
理
事
、
監
事
、
幹
事
と
す
る
。

二
、
理
事
長
は
一
名
と
し
理
事
会
で
互
選
し
本
学
会
を
代

表
す
る
。

三
、
会
長
は
年
一
回
の
総
会
を
主
催
し
、
そ
の
任
期
は
総

会
終
了
の
日
ま
で
と
す
る
。

会
長
は
理
事
会
の
推
せ
ん
に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

四
、
理
事
は
若
干
名
と
し
、
理
事
長
を
補
佐
し
会
務
の
遂

行
に
あ
た
る
。

理
事
、
監
事
は
評
議
員
の
中
よ
り
評
議
員
会
の
推
せ
ん

に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

五
、
本
会
の
実
務
を
処
理
す
る
た
め
、
常
任
理
事
二
名
、

幹
事
若
干
名
を
お
く
。
常
任
理
事
は
理
事
よ
り
、
幹
事
は
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発
行
期
日
年
四
回
（
三
月
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
）
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表

題
、
著
者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名

を
記
し
、
本
文
の
終
り
に
欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

会
員
よ
り
理
事
長
が
任
命
す
る
。

六
、
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。
（
た

だ
し
会
長
を
除
く
）

以
上
の
役
員
は
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
評
議
員
は
若
干
名
と
し
、
普
通
会
員
の
中
よ
り
理
事
会
の

推
薦
に
よ
り
総
会
で
決
め
る
。

評
議
員
会
は
本
会
の
重
要
な
事
項
を
議
決
す
る
。
任
期
は

役
員
に
準
ず
る
。

第
八
条
本
会
の
事
務
所
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

（
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
の
一
の
一
）
に
置
く
。

第
九
条
本
会
は
理
事
長
の
承
認
に
よ
り
支
部
ま
た
は
地
方
会
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
会
則
の
変
更
は
総
会
の
承
諾
を
要
す
る
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き

の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
は
編
集
委
員
が
行
な

う
。
ま
た
編
集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も

あ
る
。

原
稿
枚
数
表
題
、
著
者
名
、
本
文
（
表
、
図
版
等
を
除
く
）
で
五

印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
）
ま

で
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
越
え
た
分
は
実
費
を
著
者
の

負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印
刷
ペ

ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を

徴
収
す
る
。

校
正
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後

は
編
集
部
に
て
行
な
う
。

別
刷
投
稿
者
に
は
論
文
掲
載
紙
を
五
部
無
料
贈
呈
す
る
。
別

刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
日
本
医
史
学

会

編
集
委
員
大
鳥
蘭
三
郎
（
委
員
長
）
石
原
明
杉
田
暉
道

大
塚
恭
男
酒
井
シ
ヅ
沢
井
貫
太
郎
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日
本
医
史
学
会
役
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

理
事
長
小
川
鼎
三

会
長
坤
、
島
四
郎

常
任
理
事
石
原
明
大
烏
闘
三
郎

会
計
監
事
宗
田
一

理
事赤

松
金
芳
阿
知
波
五
郎
石
川
光
昭

今
田
見
信
内
山
孝
一
大
塚
敬
節

大
矢
全
節
緒
方
富
雄
岡
西
為
人

蒲
原
宏
佐
藤
美
実
杉
靖
三
郎

鈴
木
正
夫
鈴
木
勝
宗
田
一

竹
内
薫
兵
津
崎
孝
道
戸
苅
近
太
郎

中
野
操
三
木
栄
矢
数
道
明

吉
岡
博
人
和
田
正
系

幹
事大

塚
恭
男
酒
井
シ
ヅ
沢
井
貫
太
郎

杉
田
暉
道
谷
津
三
雄

日
本
医
史
学
会
評
議
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

赤
松
金
芳
安
芸
基
雄
阿
知
波
五
郎

青
木
一
郎
石
原
明
石
田
憲
吾

石
川
光
昭
今
市
正
義
今
田
見
信

岩
治
勇
一
内
山
孝
一
大
鳥
關
三
郎

大
塚
敬
節
大
塚
恭
男
王
丸
勇

大
矢
全
節
緒
方
富
雄
小
川
鼎
三

岡
西
為
人
増
島
四
郎
片
桐
一
男

川
島
恂
二
蒲
原
宏
金
城
渭
松

久
志
本
常
孝
榊
原
悠
紀
田
郎
酒
井
シ
ヅ

酒
井
恒
佐
藤
美
実
清
水
藤
太
郎

杉
晴
三
郎
杉
田
暉
道
鈴
木
正
夫

鈴
木
勝
鈴
木
宜
民
瀬
戸
俊
一

関
根
正
雄
宗
田
一
高
木
圭
二
郎

高
山
担
三
竹
内
薫
兵
田
中
助
一

津
崎
孝
道
津
田
進
三
筒
井
正
弘

戸
苅
近
太
郎
中
泉
行
正
中
川
米
造

中
沢
修
中
西
啓
中
山
沃

長
門
谷
洋
治
中
野
操
服
部
敏
良

福
島
義
一
藤
野
恒
三
郎
本
間
邦
則

富
士
川
英
郎
古
川
明
丸
山
博

松
木
明
知
三
浦
豐
彦
三
木
栄

三
廼
俊
一
谷
津
三
雄
山
形
敞
一

矢
数
道
明
山
下
喜
明
山
田
光
胤

安
井
広
吉
岡
博
人
和
田
正
系

以
上

厚
；
；
，
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
；

会
員
消
息

征
リ
グ
も
Ｆ
Ｌ
〃
ｆ
ｌ
Ｆ
・
ｒ
ｆ
車
Ｐ
ｆ
Ｑ
Ｐ
Ｌ
Ｏ
ｒ
と
Ｐ
Ｌ
Ｂ
Ｆ
Ｌ
″
Ｔ
も
〃
二
Ｂ
Ｐ
ｂ
〃
Ｌ

ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
会
に
第
八
回
日
本
翻

訳
出
版
文
化
賞
授
与
さ
れ
る
。

去
る
十
二
月
九
日
（
土
）
、
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

研
究
会
（
代
表
者
丸
山
博
）
に
対
し
て
大
地
原

誠
玄
完
訳
ン
シ
ュ
ル
タ
本
集
の
出
版
の
偉
業
を
た

た
え
て
第
八
回
日
本
翻
訳
出
版
文
化
賞
が
日
本
翻

訳
者
協
会
よ
り
授
与
さ
れ
た
。

！
○
口

昭
和
四
十
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費

（
定
期
刊
行
物
）
助
成
金

本
年
度
も
文
部
省
よ
り
本
学
会
誌
に
対
し
て
Ⅳ

万
円
の
助
成
金
が
出
さ
れ
た
。
本
誌
も
内
容
が
多

岐
に
わ
た
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
発
展
が

期
待
さ
れ
る
。
会
員
一
同
の
一
層
の
御
協
力
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
三
十
日
発
行

日
本
医
史
学
雑
誌

第
十
八
巻
四
号

編
集
者
代
表
大
鳥
蘭
三
郎

発
行
者
日
峠
塞
史
惇
今
咋
鼎
三

〒
一
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
〒
一
‐
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学

研
究
室
内

振
替
東
京
一
五
二
五
○
番

製
作
協
力
者
金
原
出
版
株
式
会
社

医
学
文
化
保
存
事
業
部

〒
一
三
東
京
都
文
京
区

湯
島
〒
二
‐
西

印
刷
者
五
協
印
刷
有
限
会
社

〒
一
畠
東
京
都
板
橋
区

南
常
盤
台
一
ｌ
〒
三
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of logicalandscienti6cmindwithanunusualaptitudeforenlightend

development.

(DepartmentofHumanandCulturalSciences,MusashiUniversity)

Summary

NewMaterialsonDr. RuyteratOkayama

MedicalCollege

SumioISHIDA

Itwasconfirmedbytheauthorfrommaterials intheNetherlands

thatDr.Ruyter, ateacheratOkayamaMedicalCollege(1870～1871),

wasbornatAlphenintheNetherlandsonJune6,1841. Hisfullname

wasFranciscus JohannesAntonius deRuijter, andhis fatherwas

JohannesLeonardusFranciscus deRuijter, bominAmsterdamon

November30, 1803, whoworked ina lime-factoryatAlphen. His

motherwasAngeliqueFranciscaBauduin,bornatDordrechtonAugust

3, 1813. Dr.A.F・Bauduin, ateacherat theOsakaHospital,wasalso
bornthere.

Ruijter'smotherwas a sister ofDr.A,F.Bauduin. SoRuijter

wasthenephewofDr.A.F・Bauduin.

F.J.A.deRuijterworkedasanarmysurgeonwith the rankof

secondlieutenant inBataviauntilDecember4,1867. Itisnotdetailed

howhespenthistimeafter leavingOkayama.

(StudentofSchool ofMedicine,UniversityofOkayama)
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circumstantialcauses)andtheintimatefriendshipbetweenYoshitsuna

andDosanlkkei. Andlastlytoconcludetheessaylgivesomeremarks

Onthehistoricalsignificancethatthesefactshad.

Summary

AJapaneaeversionofD.MONRO'sEssqyoI@

"ieD"oPSyandof theJ. vanWICK'sP"022ﾉc

deγγede"〃2〃“ﾉﾙ""Sr.

SaburoMIYASHITA

1n1811, FUJIBAYASHIFuzanofKyotocompletedatranslationof

"Suishuron". Theonlymanuscript of "Suishuron'' was recently

acquiredbythelibraryofOsakaPrefecture. Thisisaliteraltransla-

tionfromtheDutChversion(1772)ofEssfzyo" メ"""s"、α“〃s

d""e"/SPeCieswrittenbyDonaldMONROofLondon.

AJapaneseversionofJ.vanWICK'sPJ'""deγγ9de/yhe""J""sf,

Rotterdaml732,wastranslatedbyKITAYAMASeigoofOsaka, date

unknown. This incompletemanuscriptcomprisingonlyone chapter

relatingtobloodvessels isfoundinthelibraryofOsakaPrefecture.

<MemberoflnternationalAcademyofHistoryofScience)

SIImmary

UdagawaYoanlnthe "Syokugaku-Dokugo''

IchiroYABE1

The !!Syokugaku－Dokugo" isascientificessaywrittenbyUdagawa

Yoan. Inthisbook, hegivesaninterpretationofWesternbotany,at

thesametimepointingoutdifferencesbetweenWesternbotanyandthe

"honzo-gaku"andintrOducingthemethodsandattitudeof scientiiic

research. Astudvofthisbookmakesusrealizethathewasaman
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of that time, that is, theTohokuin-uta-awase. Itwas said that

therehadbeennophysicians atKamakurauntil theBakufu (the

KamakuraShogunate)wasorganizedthere. Whenthenewgovernment

(Bakufu)wasestablishedbyYoritomo，somephysiciansmovedfrom

Kyoto, the former capital toKamakura. Theywerethehereditary

court-physiciansofKyoto for aperiodof twohundredyears, and

belonged totwofamilies, Tamba (丹波) andWake (和気). Their

dresswasthesameas thatof thecourtiersofKvoto. Itwasatthis

timethai theSoi (physiciansofBuddhistpriests)becameprominent.

Theypractisedmedicineandestablishedcharityhospitals.

(TheKokugakuinUniversity,GraduatedSchool,Coul･seof

JapaneseHistory)

Summarv

YoshitsunaHatakeyamaandthe lntroduction

ofMedicine to theNotoDistrict

YoshimiMIYAMOTO

It istruethat therehavebeen some studiesmadeonvarious

aspects, bothpolitical andcultural, ofHatakeyama-Shi, theShugo-

DaimvooftheNotoDistrict・ But noneof themhavediscussedor

referredtotheintroductionofmedicinetothisdistrictby referring

tothefactthatitwasintroducedbyYoshitsuna, theDaimyo(thethen

headof theClan). Sointhisshortessaylwanttodealwiththisfact

andinthefollowingorder: firstlytorecognizeYoshitsuna's introduc-

tionofmedicinetohisdistriCtasahistorical fact,whichinorder to

provelusedalmostallof thesourcesandmaterialsavailabletome;

secondlytoexaminetherealandcomparativevalue of the facts in

thewholetraditionofmedicine,withpossibleregardto the contents

ofthedocumentshandwrittenby theotherShugo-Daimyo's(Feudal

Lords); thirdlytoinquireintotheeffectsofYoshitsuna'sintroduction

ofmedicine, considering, at thesame time, thebackground(or the
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the6rstpOints;…theMedical SysteminJapan shouldbemodeled

aftertheone inGermany; the second:…the statusof themedical

professionshouldberaisedandbeequal tothatoftheuniversity.

Summary

DeathRatioofPeasantsDeterminedfromRecords

IndicatingAmountofRiceSuppliedasTax

EikoHINO

Fromtherecordsindicatingthe amount of rice supplied, which

wasakindoftaxsystemduringtheNaraPeriod, wewereable to

determinetheapproximatenumberofpeasants, andusingthis figure

inadditiontothe6gurerepresentingthosewhowereexemptedfrom
F

taxationbacauseofdeath,wereabletocalculatetheFarmer'sDeath

Ratio. Wethenexaminedtheregionaldifferencesofthisratio・ The

result indicatesthepatternofepidemicdiseases.

(Departmentofphysiology,DefenseAcademy)

SIImmary

TheLifeofPhysicians asDescribed inthe

AZUMAKAGAMI

-theAnnalsof themiddieagesofJapan-

SeitaroHIGUCHI

TheAZUMAKAGAMI ishighlyregardedaso伍cialannalsof the

Kamakuraperiod(themiddleagesof Japan)． We learnabout the

lifeoftheBuke(Samurai)societyofthat timethroughtheseannals.

Inthispaper, Iwilldiscussthelifeofphysiciansandtheirmodeof

dressonthebasisof therecordsoftheseannalsaswellaspictures
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havefavouredW.Willis, anEnglishphysiciantotheBritishLegation,

withwhomhehadbeenwell acquaintedandwhowanted tohave

ChianSagaraexpelled. Theconsequencewasthatabigconference
washeldin thecabinet and thematterwas submitted toserious

discussioninthepresenceofSanetomiSanjo, theMinister-President,
Minister lwakura,MinisterOkiandotherministersandlords. The

discussionendedintheadoptionoftheGermansystemofmedicine.

ThusthefoundationsofmedicineandmedicalpracticeinJapanwas

firmlyestablished. Wemaysaythat theMedical School ofTokyo

UniversitywasfirststartedbyChian.

Finefellowashewas, hehadanumber of bad traits among

whichwereharshness, self-conceitandexclusiveness…thetraitswhich

it issaidmayoftenbenoticedinthepeoplefromSaga. Anditwas

apitythatChianshouldhavebehavedhimself inthisway.

Asaresults, hemademanyenemies. Besides,unfortunatelyhe

was implicatedinacorruptioncaseofamanunderhimandlosthis

position. Hisbestdayswererestrictedtoashortperiodoffiveyears.

InSeptember, intheseventhyearofMeiji, heretiredtoprivate

lifeandgaveupmedicineat thirtynineyearold, leadingapoorand

miserable lifefortherestofhisvears.

Trulyatragicendtoagreatmedicalhero1

Awonderfuldoctor, agreatcomethewas. Inthecabinet,before

LordsandMinisters, hehadaheateddiscussionwithYodoYamaguchi,

apowerfulLordwhohadoncereceivedafiefof240,000 (koku' and

defeatedhisantagonist completelybyargument. Becauseof him,

WesternMedicinebecamefrmlyestablishedinJapan.

His achievements and his character havebeenwrittenabout

minutelyinthereportsandwritingsof lshiguro, Ogata, Fujikawa,

Kanasugi, IrizawaandTanaka, but a number of things concerning
himstill remainunaccountedfor.

Forfurthermaterialsonthestudyof Sagara, wemay refer to

thebooksofhisownwritingswhichcanbereadintheSagaPrefe-

cturalLibrary.

Itmaybegatheredfromthemthat inbuildingthefoundatiollof

theMedicalSystem, hedidhisutmosttorealizetwopointsespecially:

340



●

AStudyof theDocumentsonChianSagara,

aPioneer inModernMedicine inJAPAN

SakaeKAGIYAMA

TheSagarasweredescendedfromtheFujiwaras. They livedat

SagarainEnshn…anoldprovince･"(presentlyShizuokaPrefecture).

Theancestor intheseventhgenerationwas namedCh5anwhowas

takenintotheserviceoftheNabeshimaClanas a surgeon, having

masteredWestemSurgeryinNagasakf Ch6anbegot lan, andChian

waslan'sdescendant inthesixthgeneration.

ChianenteredtheKodo-Kan, theClanSchool,attheageofseven,

andateighteen,wasadmittedintotheDutchLearningSchool. When

hewastwenty-three, hewasastudentat theClanMedicalSchool.

Hewasmadethechief-studentandservedasanassistant instructor,

decidedlytoweringabovehisfellows.

At twenty-six, hewasorderedtogo toEdofor studyandhe

becameapupilofShunkaiSato inSakura・ Whenhewas twenty-

eighthe studiedmedicineunderA.F.Bouduin, aDutchdoctor in

Nagasaki. AfterwardshewasappointeddirectoroftheSeitoku-Kan

School. Atthirtyonehereturnedhome(toSaga)andwasappointed

physiCiantoKans6-K6,afeudal lord・ Thenhewasmadeaninstructor

inthemedicalschool.

At thetimeoftheMeijiRestoration, hewas summonedby the

Imperial Court andwas commissionedasexaminingofficial forthe

buildingofamedicalcollege, inJanuary, of thesecondyearofMeiji.

(1869）

Thereafterhedevotedhimselfentirelytomedical educationand

todevelopingasystemofmedical treatment inJapan・ Hefoundthat

Germanyhadmadethegreatestprogress inEuropeat that time in

scienceaswellasmedicineandsohedecidedtofollowit.

But itwastoberegrettedthatYodoYamaguchi, the important

universitysupervisorwhowas inchargeofeducationalaffairs,shouled
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b

(抄録）

いわゆる「ターヘル・アナトミア」にお

ける単語のつづり字法について（その1）

酒井 恒

いわゆる「ターヘル・アナトミア」は1734年に出版され， 安永3年（1774)， 杉田玄

白らの翻訳により，当時の西洋解剖学がわが国に初めて紹介された。著者は，その後人

体解剖学がわが国において如何に発達したかを知りたいと思い， まず， いわゆる「ター

ヘル・アナトミア」の正確な逐語訳を必要と考えた。 しかし， そのオランダ語は古語に

属し， 現在の辞書の中に見いだし得ない単語の字つづりが多く， オランダ語の知識が皆

無に等しい著者には，読解が不龍であった。 そこで翻訳を続けつつ， 当時の単語のつづ

り字法を分析し， 現代の辞典による読解をかなり容易にすることができたので， ここに

紹介した。 （金沢大学医学部解剖学第二講座）
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Anmerkungen

HerrnProf.Dr．T.OGAWAm6chteichmeinenherzIichstenDank

dafiirsagen,mirmeinenbedeutendenFehlerkorrigiertzuhabenund

vielfacheRatebeimSchreibendiesesBeitragsgegebenzuhaben.

Literaturen

DICTEN,G､: "OntleedkundigeTafelen, benevensdedaar toebe-

hoorendeAfbeeldingenenAanmerkingen"doorJ.A.KULMUS(die

insNiederlandische iibersetzteAuHage). J. vanWaesberge,

Amsterdam, 1734.

SUGITA,G､, J・NAKAGAWA,G.ISHIKAWAundH.KATSURAGA-

WA.:Kaitaishinsho.Tohbushorin,Tohto, 1774.

OOTSUK1.G.:Chohteikaitaishinsho. Senshohbo,Tohto, 1826.

ASAKURA,J・:Nederlandschetaal invierweken. Daigakushorin,

Tokyo, 1966.

NANSHINKAI.:Nederlandsch-Japansch-Woordenboek. Sohzohsha,

Tokyo, 1943.

SCHNEIDER,J.: LangenscheidtsTaschenw6rterbuchderNieder-

landischenundDeutschenSprache(Niederldndisch-Deutsch･und

Deutsch-Niederlandisch)．Langenscheidt,Berlin,Miinchen,Ziirich,

1965．

INAMURA,S.:HALMA-wake. 1796. Zitiert ausNAKANO,M.:

Kohkokuijidainenpyo.Tokyo,1942undOGAWA,T.:Kaitaishinsho.

Chuhkohshinshol65,Chuhohkohronsha,Tokyo, 1968.

OGATA,T.: "Rangakukotohadzime"vonG.SUGITA. Revidierte

Auflage, Iwanamibunko5095, Iwanamishoten,Tokyo, 1959.

1．

2．

申
●

３
４

5．

6．

7．

8

a.o.Prof.Dr.med・HisashiSAKAI,Anatomischeslnstitut,Medizinische
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zwischendenlinksgeschriebenenbeidenBuchstabierungenk6nnten
folgendermaBenzusammengefal3twerden.

aa・・・ a

ee・・・ e

ee・・・el

g…ch

SS･･･ S

y…el

y･･･ 1]

Z・・・ S

DiesekleineTabelleld6tdenVerfassererleichtern, umdieW6rterin

denW6rterbiichernaufzufindenundumdieseTafelengenauzulesen.

TrotzdemderVerfasserdieWOrterbiicherunddasgrammatische

Buchhat, istesauBerstschwierig,wieobengeschriebenwurde, um

dieTafelenausdemNiederlandischeninsJapanischezutibersetzen.

ZurZeitvonSUGITAetal. gabes inJapanwederW6rterbuCh

nochGrammatikderNiederldndischenSprache,weildasersteNieder-

landisch-JapanischeW6rterbuchinl796vonlNAMURA7)herausgegeben
wurde・ Deshalbkannmangutverstehen, daBSUGITAetal・beider
ec

UbersetzungdieserTafelenmit dengr68tenSchwierigkeitenhaben

miil3ten. SUGITAstelltees inseinem!!Rangakukotohadzime"8) sinn-

bildlichdar,wiesieverlegengewesenwaren, daBerundseineMitar-

beiteramAnfangihrerUbersetzungnurmitgekreuztenArmenuntatig
die "OntleedkundigenTafelen'' zugesehenhatten, wiesiesich in

einemsichaufdenWellenaufdemgroBenMeerschaukelndenhilHosen

KahnwederRudernochSteuerniedergehockthattell,

DeswegenkannderVerfassernachdeneigenenErfahrungengut
verstehen, da6dieArbeitvonSUGITAetal. einemiihevollewar.

NunistdieZeit,umdasOriginalder $$OntleedkundigenTafelen''

wiederzulesen, dieschoninl774undl826ausdemNiederldndischen

insJapanischeUbersetztwurden. IndieserAbsichthatderVerfasser

zuerstdieklassischenWOrteranalysiert・ DiesegenaueAnalysehat
ihnzumVerstehendesNiederlandischenerleichternlassen.
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oogenmerk

1) VoomamentlvkomuithetkonstiRgebouwdeliRhaamdes

Voornamelijk kunstig

ScheppersWVsheit teerkenl-len．

lichaam

Wijsheid

2) Denatuulykegeschapentheiddes lighaamsteondersoeken.

natuurlijkgeschapenheid lichaam onderzoeken

3) Deoorsaakenderziektensendesdoods teontdekken.

oorzaaken

4) Uithetzooligtbouwvallingeellverderfelykezaamenstel

bouwvalling verderfelijk samenstel

onses liRhaamszigdes tebeeterdenietigheiden

onzes lichaam

sterHvkheid teerinneren.

sterfelijkheid herinneren

DieuntergestrichenenWOrterstehennichtindenWOrterbUchern・ Die

daruntergeschriebenenBuchstabierungen, diedenuntergestrichenen

W6rternjederfiirsichzuentsprechen scheinen, k6nnendagegen in

denW6rterb(iCherngefundenwerden.

Nochschwieriger ist es, daBvieleW6rter imWortlaut dieser

TafelenzweiBuchstabierungenhaben.UmeinigeBeispieleanzufiihren:

afgescheiden afgescheiden lichaam lichaam

afgeschyden lighaam

geleding geleding uitsteeksels uitsteeksels

geleeding uitsteekzels

hersenen hersenen vatagtig vatachtig

herssenen vaatagtig

holligheed holheid verklaring verklaring

holligheid verklaaring

hoofdhoofds hoofd winkbraauwen wenkbrauw

hoofthoofts wynbraauwen

leden leden, ledematen

leeden

LinksstehendeW6rterwerdenindenTafelengefunden. Rechtsgesch-

riebeneW6rterstehenindenW6rterbiichern・ DieHauptunterschiede
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UberdieBuchstabierung inden

"OntleedkundigenTafelen".

von

H.SAKAI

Es istschoniiberzwei hundert JahrenachderHerausgabeder

"OntleedkundigenTafelen"(1734)') vorbeigegangen. Siewurdenzum

erstenmal nachSUGITAet al. (1774)2) undspater nachOOTSUKI

(1826)3) ausdemNiederlandischen ins JapanischeUbersetzt unddie
KenntnissederdamaligeneuropaischenAnatomiedesMenschenwurden

erstvondenbeideninJapanvorgestellt. DiesebeidenUbersetzungen

wurdendabei nachdemchinesischenStil geschriebenundwiirden

nichtgeradegenauilbersetzt.

DaderVerfasser jetztwissenm6chte,wiesichdieAnatomiedes

MenschenseitdererstenVorstellungdereuropaischenAnatomiedes

MenschenvonSUGITAet al・ in Japanentwickelt hat, probiert er

daherdasOriginalder "OntleedkundigenTafelen"nochmalausdem

NiederlandischenWortfiirWortohneVorbegriif iiberdiedamaligen

anatomischenKenntllisse in Japan insgegenwartigeJapanischezu
ubersetzen.

NachASAKURA(1966)4)wurdedieNiederldndischeBuchstabierung

bisEndedesl8. Jahrhunderts nochaufkeineNormgebracht・ Die
BuchstabierungderWOrter indenselbenTafelenwurdendeshalbzum

Teil nochnichtgeordnet. BeimAufschlag(mindementwederNieder-

landisch-Japanischen5) oder Niederlandisch-Deutschen6) WOrterbuch

bemerktman, dieindenselbenTafelengefundenenniederlandischen

WOrterzumTeil nichtauffindenzukOnnen. SolcheBuchstabierungen

werdenhier indenTafelenlbis4kurz zusammengefal3t dargestellt

werden. DerWortlautaufderl8. SeitederselbenTafelenwirdhier

alseinBeispiel angefiihrt :

V. HetEinde: hetnutenoogmerkderOntleedkundeis:
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近時、抗炎症の作用機作の一つとして
注目されている

生体膜安定化作用の
強力な
当社研究･創製品

1 , L ■ .＝

新発売
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<新>鎮痛・抗炎症斉|」

クヨアラ三田先プｾﾙ
一般名＝塩酸チノリジソ

※ライソソームとは..、

1955年に発見された生体の防衛機構にあずかる
細胞内顎粒で炎症もライソソム膜が不安定に
なりライソゾーム内の水解酵素などか放出され
て起こることが明らかになりました。

ノンフラミンの生体膜(ライソゾーム※膜

赤血球膜、血小板膜など)安定化作用は、
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ことが､基礎実験で明らかにされています。

<包装〉ノンフラミンカプセル(50mg)
100カプセル500カプセル1000カプセル

●本品には製品誌別コードを採用しています

製品コード番号=Y-NO50

<薬価基準新収載〉1カプセル(50mg)\28.00
昭和47年2月 1 日実施

④④
製造＝吉富製薬株式会社

販売＝武田薬品工業株式会社
２３

』
０２７

』’一一一一一

蹄25.| γ=｡"I…!）
〆もフーLニール

閲!o‐ ｵｷｼﾌｪﾝﾌﾀ…／ ブタゾン
篭05‐
藍025- 〆ﾌｪﾅﾑ酸%ｳﾙﾌ'ﾅﾑ‘‘
化

ｲ乍Cl‐ ●ノンフラミン用
005 ．‐

印100 150 200250300

ベソゾキノン法での鎮痛作用(EDS｡）（咽/k9)

γ＝0.95(P．0．01）

鋸''6フーLニール

ｵｷｼﾌｪﾝプﾀソﾝ●蔵'' ブタゾン

ﾒﾌｴﾅﾑ酸路うﾙﾌ』ﾅﾑ酷

㎡J

タグ

●ノンフラミン

１９

ン
か
’
叩
呼

ソ
“
〆
酸
４
１

、
夕
具
ム

垣

”

《

〆

〆

章

｜
｜
一
志
ゞ
〆
妻
書
．
Ｐ
‐
皿
討
一

工
ソ
ジ
〆
・
フ

フ
エ
グ
ジ
●
ノ
ー

フ
Ｑ
“
Ｏ
雨

仰
シ
酸
・
學
争
‐
Ｏ
イ
ー

叩
恭
払
〆
〆
診
雪
雲
ゞ
毒
２
州

Ｐ
工
〃
雪
．
フ
Ｏ
郛

く

う
学
毎
争
〆
ン
‐
Ｏ
・
〃

８

８
メ
〆
至
ノ
ー
ニ

０

●学毎ゞ
ケ

γ
ゲ
“
一
フ

《
ず
ゞ
力

５
０
５
５
１
５

２
１
Ｑ
２
０
０

脚
１
０
０

に
耐
赤
血
球
膜
安
定
化
作
用

γ＝0．88(P0．01）

●

ﾌェニールブタゾン

オキシフェンブタソン。
ロ

メフェナム酷9一.bﾌﾙﾌｪﾅﾑ酸

"學雪亭壷ノン
フラミン



NIHONISHIGAKUZASSHI

Journalofthe

JapanSocietyofMedicalHistory

Vol. 18.No.4 Deceml972

CONTENTS

Articles

DeathRatioofPeasantsDeterminedfrom

RecordslndicatingAmountofRice

SuppliedasTax.……….…“.……･…………EikoHINO…(237)
TheLifeofPhysiciansasDescribedinthe

AZUMAKAGAMI-theAnnalsofthe

middleagesofJapan-…"..……“…SeitaroHIGUCHI…(246)
YoshitsunaHatakeyamaandthelntroduction

ofMedicinetotheNotoDistrict

“.…“･…………YoshimiMIYAMOTO…(258)

AJapaneseversionofD・MONRO'sEssayon
theDropsyandoftheJ.vanWICK'sProeve

der redelykeheelkunst･･,…“…･SaburoMIYASHITA...(270)
UdagawaYoaninthe"Syokugaku－Dokugo"

…“…..…………･…“…･･IchiroYABE…(275)

NewMaterialsonDr.RuyteratOkayama

MedicalCollege…….．…･…………….….･SumiolSHIDA…(282)
RemarksonthelSAI-IKO,PoemsbySUGITA

….………･……･…RanzaburoOHTORI…(286)

UberdieBuchstabierunginden $$OI1tleedkundigen
Tafelen"…….………“……,“･…………,.HisashiSAKAI…(346)

Materials･………“……･……”………………….….｡…….………･･(296)
NotesfromMonthlyMeetin富….“……….…”…･………“…...(313)
Miscellaneous ・…”･…“……･”…“………“….…･･…“･………･･(326)

TheJapanSocietyofMedicalHistory

DepartmentofMedicalHistory

JuntendoUniversity, School ofMedicine

Hongo2-1-1, Bunkyo－Ku,Tokyo

ノ


